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    　　　プロローグ


    



    　校門を出てしばらくは平へい坦たんな道が続いた。


    　ちらほらと点在する住宅を抜けて、裏山の入り口を目指す。


    「わたし、あまりアウトドアな人間ではないんです」


    　自転車の荷台に乗った早さ希きが不服そうに呟つぶやいた。


    「奇き遇ぐうだね。僕もだよ」


    「それならどうしてわざわざ山の上まで遠征なんてするんですか？　景色が見たければインターネットで見ればいいじゃないですか。いくらでもあるんですよ、風景画像」


    「実際に見るのとそうでないのとは全然違うよ」


    「視覚的には変わりません」


    「スケールが違うよ」


    「それなら大きなディスプレイを買えばいいんです」


    「……君は天体観測がそんなに嫌いやなのか？」


    「そういうわけではありません。わたしはただ平穏に暮らしたいだけなんです」


    「とにかく後悔はさせないからさ」


    　徐々に民家の数が減り、道の周りが木々で覆われ始めた。


    　簡素な看板のある三さん叉さ路ろを右に向かうと急に勾こう配ばいが厳しくなる。


    　途中までがんばってペダルを踏んでみたものの、バランスが取れなくなるほど速度が落ちたので自転車を降りた。


    「ここからは歩いていこう」


    　僕が振り返って告げると、荷台から降りた早希が呆あきれたように言った。


    「見栄を張ってがんばったりはしないんですね」


    「無理はしない主義だから」


    「まあ、そのほうが賢明ですよね」


    　僕は自転車を押して坂道の残りを進む。


    　早希は望遠鏡を持って僕のあとを少し離れてついてきた。


    



    　これは早希が天体観測部に入部して間もない、去年の六月のこと。


    　この頃の彼女は自分の好きなことばかりやって、まともに部活動をしようとしなかった。


    　そこで僕は彼女を連れて学校の裏山へ天体観測に向かった。


    　この日をきっかけに僕らの距離は少しずつ縮まるようになっていった。


    　だけど、今回ばかりは早希は二度と僕のことを許してくれないかもしれない。

  


  
    



    　　　第一章　三月末のスケジュール


    



    「一緒に卒業旅行に行かないか？」


    「え？」


    　予期せぬ提案に、僕は思わず相手の顔を改めて見直した。


    「それって卒業する人間が修学を記念して行く、あの卒業旅行？」


    「そうさ。最後に最高の思い出を作ろうじゃないか」


    　クラスメイトの明石あかしはいつになく真剣な面おも持もちで頷うなずく。


    　反射的に「彼らしくないな」と思った。


    　とはいえ意外と嬉うれしくもあったのだ。


    



    　高校生最後の春休みの、三月二十三日。


    　僕は家で軽く昼食を食べると、自転車に乗って高校へと向かった。


    　昼過ぎの町中は朝と比べると格段に交通量が少なく、普段より五分近くも早く学校に着くことができた。


    　春休みだけあって敷地内はひっそりしており、駐輪場は寂しさが漂うほどにガラガラだった。


    　僕は自転車を止とめると、閉鎖されている正面出入り口の代わりに教職員用の玄関から校舎に入った。来客用のスリッパで廊下を歩くと、ペタペタという音が響いて小こ気き味み良い。


    　職員室のドアをノックして中に入る。僕のクラス担任は窓際の席でコーヒーを飲んでいるところだった。


    「おお、平たい良らか。そこに座れ。……で、どうだった？」


    　勧められた椅い子すに座り、僕は大学受験の結果を報告する。担任はそれに対して労ねぎらいの言葉を返す。それからいくらか雑談を持ちかけられたが、それほど会話はふるわなかった。


    　十分ほどで滞在を切り上げ、僕は退去のあいさつをして職員室を出た。


    「よお」


    　廊下に出るなり、横から親しげに声をかけられた。


    「明石も報告？」


    　僕は壁に寄りかかっているクラスメイトの明石明あきらに訊たずねた。


    「ああ。そりゃあこの時期に俺ら三年が学校に来る理由はほかにないからな。だけど今はそんなことよりもずっと重要なことがあるんだ。ここで話すのもなんだから、ちょっとつきあってくれよ」


    　連れていかれたのは三年Ｄ組、つまり僕たちの教室だった。もっともすでに終業式は終わっているので、もうここで授業を受けることはないのだけど。


    　明石あかしは自分の席に座ると、抑え切れなくなったとばかりに口元をニヤリと歪ゆがめた。


    「聞いて驚くなよ。いや、やっぱり驚け。俺さ、実はカノジョができたんだ」


    　なにを言い出すのかと思いきや、限りなくプライベートな話だった。


    「そうなんだ」


    　素そっ気けなく答えたら、明石は激しく失望したように眉まゆをひそめた。


    　そういえば彼は高校三年間、ずっと「彼女が欲しい。欲しい。欲しい」と言い続けてきたのだ。とりあえず祝福しておこう、と思い直す。


    「卒業する前に夢がかなってよかったね。おめでとう」


    「サンキュー。やっぱりおまえならそう言ってくれると思っていたよ」


    「浪人が決定したのは残念だったけど」


    　ガクッ、と明石は体勢を崩くずす。


    「なんでそれを知ってるんだよ！」


    「さっき担任から聞いたんだ」


    「……チッ。あの野や郎ろう」


    　明石は忌いま々いましげに顔をしかめたが、すぐに緩ゆるみ切った表情に戻る。


    「まっ、ソレはソレ。コレはコレってやつさ。それに俺さ、今の境遇には微み塵じんも後悔なんてないわけよ。だってさ、大学受験なんてのはある程度勉強を積み重ねれば報われるものかもしれないけど、カノジョってのはテストで満点取ってももらえるもんじゃないんだぜ？　言うなれば奇跡だ。俺は運命に打ち勝って奇跡を手に入れたんだよ」


    「受験だってそんな単純な話じゃないと思うけど」


    「ああん？」


    「なんでもないよ。……で、どんな人なの？」


    　本当はあまり興味がないのだけど、一応社しや交こう辞じ令れいで聞いてみる。というのも、さっきから彼は露ろ骨こつに「詮せん索さくしてくれ」的なオーラを体中から発しているのだ。


    「うへへへ。まいったなあ。でも聞かれちゃったからには答えないとなあ。親友の頼みだしなあ。えーとな、まずは性格か？　メッチャメチャいいよ。ルックス？　キラッキラに輝いてるよ。成績？　俺、そんなつまんないことで人を判断しないことにしてんだ」


    「ふうん」


    　抽象的すぎてさっぱり人物像が浮かんでこない。とはいえこちらも追究しようとは思わないので、適当に相あい槌づちを打って明石の話を聞いていた。それも途中で面めん倒どうになり、やがて僕はなにもリアクションを返さなくなった。それでも明石は一向に交際相手についての話をやめないのだった。


    　三十分間ノンストップで聞かされたところで、僕はたまらず彼の独演を遮さえぎった。


    「悪いけどそろそろ行かないと」


    「行くってどこへ？　もうちょっと話そうぜ。俺は全然話し足りないんだ」


    「僕が忙しいんだよ。それもかなり」


    「またまたそんな見え透いた噓うそを。だいたい今は春休みじゃないか。せっかく受験から解放されたんだぜ。三月中は気の赴おもむくままに過ごして、四月になったらキリッと新生活をスタートさせればいいんだよ。……って、あれ？　そういえばおまえ、受験はどうだったんだ？」


    　僕は彼に聞こえるようにため息をつく。まったくもって今さらな質問だ。


    「……受かったよ。おかげさまで」


    　僕はクラス担任に報告した時と同じように、短く事務的に告げた。


    「え、マジで？」


    「うん」


    「マジに？　マジの？　マジで？」


    「しつこいよ。それになんで活用？　古文じゃあるまいし」


    「それくらい驚いてるってことさ。へえー。おまえって本当に受験勉強がんばってたんだな。見直したぜ」


    「まるで僕は落ちて然しかるべきだった、っていうふうに聞こえるんだけど」


    「そんなことはないって。たださ、おまえの志望した大学って、早さ苗なえさんの一いち芸げい入試は例外として、ここ十数年うちの高校からは合格者が出てなかったらしいじゃん。教師の間でも鬼き門もんってことで有名だったそうだぜ。そりゃあ俺だって驚くっての」


    「そういえばさっき職員室で担任に熱っぽく褒ほめられたよ。『おまえはオレの誇りだ』だってさ。これまでほとんど関わってなかったのに、急にそういうことを言われると逆に冷めるよ」


    「ま、教師なんてしょせんはそんなもんさ。ところでよ、ってことはおまえは来月はもう東京か？」


    「そうだよ。だからさっきから忙しいって言ってるじゃないか。入学手続きとか、引っ越しの準備とか。思った以上にすることが多くてさ。あまり時間がないんだよ」


    「引っ越しはいつなんだ？」


    「まだ正確には決めてないけど、三十一日か、来月の一日じゃないかな。四月三日には入学式だからね」


    「あと一週間くらいしかこっちにいられないってことか？」


    「そういうことになるね。本当に忙しくて参ってるよ。無む駄だに焦あせるしさ」


    「……おまえがいなくなったら寂しくなるな」


    　明石あかしがボソッと呟つぶやいた。


    　正直、聞き間違いだと思った。


    　彼とは長いつきあいだけど、友情が育はぐくまれたとは一いつ切さい思っていない。たまたま三年間同じクラスに通い、たまたま同じ部活に籍を置いていただけ。しかも彼は幽霊部員。かけ持ちもしていたから、気まぐれで時おりうちの部室を利用していただけだ。


    　明石あかしはふとなにかを決断したらしく、いつになく真剣な顔をして口を開いた。


    「一緒に卒業旅行に行かないか？」


    「え？」


    　予期せぬ提案に、僕は思わず相手の顔を改めて見直した。


    「それって卒業する人間が修学を記念して行く、あの卒業旅行？」


    「そうさ。最後に最高の思い出を作ろうじゃないか」


    　もちろん四人でな、と彼は付け加えた。


    



    「四人ってどういうことだよ？」


    　明石は僕に向けて、順番に指を折りながら数え挙げてみせた。


    「おまえだろう。早さ希きちゃんだろう。俺。そして俺のカノジョだ。それ以外に誰がいる？」


    「べつに明石と二人だけで旅行がしたいなんて言わないけどさ。でも、どうしてそこに早希が入ってくるのかな。いきなりすぎるし、なんだか必然性がないよ」


    「そこは天体観測部繫つながりだよ」


    「明石の交際相手は部員じゃないだろう」


    「特例ってことで一つよろしく頼むよ。な、な、な？」


    　明石は両手を合わせて懇こん願がんしてきたが、その態度は今いち不ふ遜そんである。


    　僕はため息を一つついてから彼に確認する。


    「明石。本当は交際相手と一緒に旅行をしたいだけなんじゃないか？」


    「ま、ぶっちゃけて言っちまうと、そういうことなんだけどな」


    「それならなおさら交際相手と二人で行けばいいじゃないか。どうして僕らを旅行に誘ってくるんだよ？」


    　一瞬だけ可能性を疑ってしまったけれど、まさか友情ということでもないだろう。


    「それがさあ」


    　明石は急に愚ぐ痴ちっぽく喋しやべり出した。


    「本当はすでに春休みに旅行しようぜって、カノジョと計画を立てていたんだよ。そしたら向こうの親にバレちまって、真っ向から反対されたってわけだ。なんでも若い男女が二人だけで出かけるのは破は廉れん恥ち極まりないんだとよ。そういう考え方自体が破廉恥だっつーのにな」


    「強行突破しなかったの？」


    　明石ならやりかねないと思って訊たずねたところ、彼は無念そうに首を振った。


    「そんなことは真っ先に考えたさ。でも俺のカノジョは親を怒らせたくないんだってさ。というか特に父親がヤベーらしいんだ。行き先を言わずに外に出ただけでケータイにジャンジャン電話。女友達の家に泊まりに行く時も、電話で直じかに話して女であることを確認しないと外泊許可を出さない。なんつーかもう、鬼だよ、鬼。疑ぎ心しん暗あん鬼きの鬼」


    「まあ、大変だね」


    「だがそこで俺は考えた。複数で、なおかつ部活での旅行という名めい目もくにすれば、そんな偏へん屈くつな父親も納得せざるをえないんじゃないかってな。そこで天体観測部の活躍ってわけだ。理解できたか？」


    　明石あかしは頼み込むというより、むしろ自分の発想を自慢するように胸を張った。


    「……まあ、薄々そんなことじゃないかって思ってたよ」


    「わかってくれているのなら話が早い。なあ、行こうぜ。卒業旅行。プランは俺が立ててやるからよ。おまえらはついてくるだけでいいんだ。あと、父親からかかってくる電話を適当に処理してくれればオールオッケーな」


    「それって早さ希きに電話で友達のフリをしてもらうってことだろう？　そんなの早希は絶対に嫌いやがるよ。友達じゃないのならなおさらね」


    「そこはがんばってもらうんだよ。それに早希ちゃんってなんだか友達少なさそうじゃんか。だからこれを機に、俺のカノジョと実際に友達になってくれればいい。ちなみに俺のカノジョもうちの学校の一年生なんだ。ちょうどよかったよな」


    「勝手に話を進めないでくれよ。そもそも明石はクラスにも部活にも知り合いが多いじゃないか。僕なんかじゃなく、もっと乗り気な奴やつに頼めばいいだろう」


    　フフッ、と明石は自じ嘲ちようするように口元を歪ゆがめた。


    「ああ、確かにおまえの言うとおりだ。だけどめぼしい奴らには全部断られた。卒業を間近にして気づいちまったんだけど、どうやら俺って知り合いは多くても友達が少ないみたいなんだな」


    　なんとなく納得できてしまったが、流石さすがにそれをはっきり口にすることはできなかった。


    「ま、そんなわけで最後に頼るべきは腐くされ縁えんのおまえってわけだ。な、べつに構わないだろう？　忙しいかもしれないけど、その気になりゃ時間なんていくらでも作れるものさ。それに……」


    「なに？」


    「おまえだって高校生最後の連休に、早希ちゃんと一緒に旅行くらい行きたいだろう？　早希ちゃんだって同じように考えているさ。むしろ待っているんだぜ。いつまでも二人の間をはっきりさせないおまえが、男らしくガッと誘ってきてくれるのをな」


    　勝手な憶測を交えて話をされるのはあまり好ましくない。特に早希について、いかにも知ったような言い方をされたのが不快だった。


    「生あい憎にくだけど、遠慮しておくよ」


    　僕は教室をあとにすると、明石の視線を遮さえぎるようにピシャリとドアを閉めた。


    



    　すっかり余計な時間を食ってしまった。


    　僕は急いで校舎を出ると、駐輪場へ向かいながらケータイを取り出した。


    「はい、もしもし」


    　きっちり三コール目で早さ希きが電話に出る。


    「ごめん。ちょっと遅れてしまって。今、学校を出るところなんだけど」


    「いいえ、大丈夫ですよ。待ち合わせ場所はどうしますか？」


    「学校の坂の下の書店でいいかな？」


    「了解しました。十分程度で着きます」


    「うん。よろしく」


    　僕はケータイを閉じると、自転車に乗って学校の正門を出た。


    　まだ若い桜並木の坂を下り、交差点を左折した先の書店に到着する。


    　自転車から降りて店の中に入った。受験中も何度か訪れることはあったが、参考書以外の棚に目を向けるのは本当に久しぶりだった。


    「お待たせしました」


    　しばらく漫画の新刊コーナーを眺めていたら、横から早希が声をかけてきた。上は無地のシャツを着込み、下はふわっとしたフレアスカートをはいている。全体的にこざっぱりした印象を受けるのは春が近いせいだろうか。


    「あれ？　平たい良らさんってそのシリーズを集めていたんですか？」
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    　早さ希きは僕が手にしていた漫画をすかさず指差した。


    「うん。三巻まで持ってる。だけどもう五巻が出ていて驚いたよ。ちょっとだけど玉たま手て箱ばこを開けた浦うら島しま太た郎ろうのような気分になったね」


    「漫画が二冊出ていたくらいで大おお袈げ裟さですね」


    　早希はそう言って笑っていたが、急に思い直したように腕組みをした。


    「……でもよくよく考えてみると、体感時間っていうのは人によってかなり異なるものなんですよね。受験に打ち込んでいた平たい良らさんと、普通に高校生活を送っていたわたし。きっと時間の濃縮具合が全然違いますよね。すいません。ろくに考えもしないで笑ってしまって」


    「いやいや。君の言うことのほうが大袈裟だから」


    　僕は手にしていた漫画を棚に戻すと、早希と一緒にもう少しだけ店内を回った。彼女は僕が本を手に取る度たびに、その作品の解説を行おこなってくれた。


    「ああ。それは来月からアニメ化されますよ。でも、どうしてそんなに人気があるのか、わたしにはさらさら理解できません。きっと平良さんも好きじゃないと思いますよ」


    「あ、いいです。それはいい。ちょっと絵に癖くせがありますけど、細かいところまでよく練り込まれていて、読み返す度に新たな発見がありますよ。同じお金を出すのなら、まさにそのような再読に堪えうるものこそ買うべきです」


    「……可もなく不可もなく、毒にも薬にもならない本です。スルーしましょう」


    　受験勉強に専念するようになってからというもの、音楽や本や映画などのエンターテインメント情報はほとんどシャットアウトしてきた。ようやくそれが解禁になった今、早希の話は世の中は勉強以外にもさまざまなもので満ち溢あふれていたことを僕に思い出させてくれた。


    　気がつくと三十分近くも店の中で時間を食ってしまっていた。


    「そろそろ出ようか。このままじゃ日が暮れかねない」


    「あっ、そうでした。今日の目的は書店探索じゃありませんでしたよね。長々とすいませんでした」


    「いいんだよ。僕だって興味があったから聞いていたんだ」


    　僕は早希と一緒に店の外に出る。


    　自転車のチェーンを外しながら、傍そばで待っている早希に訊たずねた。


    「それでこれからどこへ？」


    「ミスドナルドなんてどうですか？」


    「ミスドナルド？」


    「そうです。モスドナでなくて、ミスドナです。最近この近くにオープンしたんですよ。一か月くらい前のことなんですけど」


    「へえ。知らないうちにどんどん町が変わっていくね。めまぐるしいよ」


    「毎日は一見同じことの繰り返しのように見えて、実はちょっとずつ変わっていってますからね」


    　早さ希きの案内に従って県道沿いを進んでいくと、やがてミスドナルドの看板が見えてきた。


    　そこは以前まで漫画喫茶だった店舗で、外装はすっかり塗り替えられて一変していた。


    　自動ドアをくぐると座席がズラッと並び、店の一番奥が注文カウンターになっている。普段行っているモスドナルドとはずいぶん店の作りが違っていた。


    　注文は早希が一括して請け負うと言うので、僕は先に二階に上がって窓際を確保した。


    　周りは私服の中高生が多かった。みんな楽しそうに笑い合ったり、携帯ゲーム機で遊んだりしている。


    　早希は番号札と飲み物をトレイに載せてやってきて、僕の向かいの席に座った。


    「バーガーはあとから届けてくれるそうです」


    　僕は早希からコーラを受け取った。ちなみに彼女のドリンクはジンジャーエールだった。


    　僕が財布を取り出そうとしたら、早希は手のひらを突き出してそれを制してきた。


    「お代はけっこうです。一昨日おとといの電話で、ここはわたしが払うってすでに話はついていたじゃないですか。約束は守ってください」


    「でも、やっぱり一方的に奢おごってもらうってのはさ……」


    「言い訳は無用です。それとも平たい良らさんは噓うそつきなんですか？」


    　断固としてお金を受け取ろうとしないので、僕は素直に早希の言うことを聞くことにした。


    「それでは」


    　早希はコップを胸の高さまで持ち上げる。


    「改めまして平良さんの大学合格、おめでとうございます」


    「うん。ありがとう」


    「乾杯です」


    　僕らは互いにコップを打ち合わせた。ファストフード店で祝杯というのもおかしなものだけど、今のところ誰もこちらを気にしてはいないようだ。


    　ちなみに合格発表がされたのは一昨日の土曜日で、結果はその日のうちに電話で早希に伝えてあった。その時すでにお祝いの言葉はもらっていたのだけど、実際に会いたいと言うので、今日こうして待ち合わせた次第だった。


    「それにしても一時はどうなることかと思いました」


    　早希はまるで自分のことのようにホッと安あん堵どのため息をつく。


    「前期試験に落ちたって聞いた時、わたしはかなり心配していたんですよ。でも一番不安を感じているのは平良さんなわけですから、絶対に余計なことを言って不安を煽あおらないようにしようって決めていたんです」


    「うん。あの大学、後期は前期の三分の一も募集定員が減るからね。確率だけで考えたら、その時点で諦あきらめていてもおかしくなかったな」


    「でも平たい良らさんは心が折れなかった」


    「諦あきらめが悪かっただけ、とも言うね」


    「そういうのをすべて含めての実力ですよ。実際、そこでやる気を失うか、維持することができるかどうかが合ごう否ひの分かれ目だったはずです。平良さんは勝利したんですよ。受験勉強という名の悪魔に」


    　僕は苦笑しながら鼻の先を搔かいた。あまり褒ほめられることに慣れていないのだ。


    「まあ、早さ苗なえ先輩からもらった合格祈願のお守りが効いたのかもしれないね」


    「違います！」


    　軽い気持ちで言ったところ、早さ希きにキッパリと否定された。


    「これはれっきとした平良さんの実力です。わたしは平良さんが努力していたのを知っています。だから自信を持ってください。神様のおかげだとか仏様のご威い光こうだとか、そんなのは成功したあとでの理由付けでしかありません」


    「あ、ありがとう」


    　早希の勢いにやや鼻はな白じろみながら、僕はお礼を述べた。


    　ほどなくして店員が注文の品を運んできた。僕はセットのエビカツバーガーとフライドポテトで、早希はチキンバーガーとナゲットだった。


    「さあどうぞ。わたしの奢おごりです。遠慮なく食べてください」


    　僕らはとりあえず食事に専念することにした。


    「それにしてもカップルが多いですね」


    　黙って食事をしていると、周囲の話し声がはっきり聞こえてくる。チラリと周りを見てみると、たいていうるさくしているのは同世代の男女だった。


    「そういえばさっき学校で明石あかしに会ったんだけど、あいつに彼女が出来たらしいんだ」


    　早希はストローを口にくわえたまま首をかしげた。


    「もしかして明石のこと覚えてない？」


    　思い返せば早希と明石は、一年前の部活勧誘の時以外には、ほとんど話をしたことがないのだ。


    「いいえ、覚えていますよ。でも、それって本当なんですか。だって明石さんって、うちの部活で幽霊部員をしている、あの明石さんですよね？　あんなおかしな人を好きになる人なんて存在するんですか？」


    「まあ、僕も疑わしいとは思ってる。でも、そんな噓うそをつくような奴やつでもないんだよ。妄想で彼女を作り出せるほど小難しい奴でもないしね。とにかく今日は学校で彼につかまっちゃったんだ。それで彼女の自慢話を延々と聞かせられていたんだよ」


    「蓼たで食う虫もなんとやら、ですね」


    　早希は釈然としない顔のままジンジャーエールの残りを飲み、コップをテーブルに置いた。


    「それでさ、明石あかしに一緒に卒業旅行をしないかって誘われたんだ」


    「平たい良らさんがですか？」


    「天体観測部の面メン子ツと、明石の交際相手の四人でってことなんだけど」


    「話の流れがよくわかりませんね」


    　僕は明石が交際相手との旅行を親に反対され、代わりに僕らを利用して旅行を推おし進めようとしてきたことを説明した。


    「なんですか、その勝手極まりない計画は」


    「まったくもってそのとおりなんだけどね」


    「そういう自分勝手な人は無視して当然です。三年間同じクラスだからって、なんでもかんでも許されると思ったら大間違いです。親しき仲にも礼儀ありです。親しくないならなおさらです」


    「まあ、そうだね」


    　早さ希きが怒ってくれたせいか、いつの間にか僕は自分で怒る気が失うせてしまっていた。


    「……ただ、旅行という発想はけっこう悪くないかもしれませんね」


    　早希がおもむろに呟つぶやいた。


    「え、そう？　てっきり『旅行なんて時間とお金の空費です』とか言うのかと思っていたよ」


    「心外ですね。べつにわたしだって年がら年中、ずっと家の中にいたいわけじゃないんですよ。たまには自発的に外に出たいと思うこともあります。寒い冬が続けばよりいっそうですね。むしろ平良さんのほうこそ、受験が終わって羽を伸ばしたいんじゃないですか？」


    「うーん。どうだろうね」


    　少なくとも僕の趣味には旅行という文字はない。でも確かにここ半年間、ずっと机にばかり向かっていた。そこからようやく解放されたわけだから、外へ出るのがまっとうな行動のようにも思える。


    「確かに解放感に浸ひたるには、旅行ってのはいい選択肢かもしれないね」


    「ちょうどよくこんなのがありましたよ」


    　早希はトレイに敷かれていたシートをつまみ上げ、僕にも見えるようにテーブルの上に置き直した。


    　それは裏面が旅行のチラシになっており、ちょうど卒業旅行用のプランが宣伝されていた。年の近い男女がはしゃいでいる姿と、海沿いの立派なホテルが写真付きで紹介されている。『春だからこそ沖縄』と、説得力があるのかないのかよくわからないコピーが添えられている。


    「沖縄ってもう海に入れたりするの？」


    「どうでしょうね。流石さすがにまだちょっと早いんじゃないですか」


    「君は沖縄には行きたい？」


    「いえ、わたしはそれ以前にどうしてもこっちのほうに目が行ってしまうんです」


    　早さ希きはチラシに書かれた料金表を指差した。プランによって多少の差はあるが、おおむね一人当たり十万円前後の旅費がかかるとのことだった。


    「……高いね」


    　旅行代金としては相場なのかもしれないが、どちらにしろお金のない僕にとっては大金だ。とても払える気がしない。


    「わたしもそう思います。正直、ここまでして旅行したいとは思いませんね。仮に十万円があったら、わたしはきっとべつのことに使いますよ。たとえば望遠鏡を買うとか、ノートパソコンをミニノートに買い換えるとか」


    「望遠鏡はいいね。部室に置いてあるのと同じくらいの性能のものが買えるのなら、僕も十万円はそっちに使うと思うな。……って、いつの間にか旅行をことごとく否定してしまっているよ」


    「あ、そうですね。決してそういうつもりじゃなかったんですけど。まあ、たぶんわたしたちは根っからのインドア派なんですよ」


    　基本的に外出に向いていないんだよね、と言って僕らは頷うなずきあった。


    「そういえば平たい良らさんは東京で住むところはもう決まったんですか？」


    　食事の残りを済ませたところで、早希が思いついたように言った。


    　僕はハッと顔を上げる。卒業旅行をするしない以前に、行かなければならないところがあったのだ。


    「そうだった。明日と明後日あさつて、東京に行って部屋を探してこなきゃいけなかったんだ」


    「マンション探しにですか？」


    「たぶんアパートにするんじゃないかな」


    「いっそのこと公こう平へいさんのマンションみたいなところにしませんか？　とても豪華で大きいところに」


    　公平さんというのは僕より一つ年上の親しん戚せきで、僕が来月から通う大学の先輩でもある。


    「そうしたいのはやまやまだけど、なにぶん予算の都合があるからね。ちなみに物件探しは公平さんに手伝ってもらうことにしてるんだ」


    「お門かど違ちがいな恨うらみで、変な物件を紹介されたりしませんか？」


    「大丈夫だよ。直接会うのは十一月の大学祭ぶりだけど、親戚から時々聞く限り、もう僕のことはなんとも思ってないらしいから」


    　僕は店内の時計を確認すると、座席から立ち上がった。


    「ごめん。そろそろ帰るよ。今日中に大学へ提出する書類をまとめないといけないんだ。今日はわざわざありがとう」


    「長々と引き止とめてすいませんでした」


    　僕は早希と一緒にトレイを片づけて店の外に出る。


    　別れ際、早さ希きが思い出したように言った。


    「明日東京に行ったらサナ姉ねえには気をつけてくださいね」


    「どうして？」


    「あの姉のすることです。もしも平たい良らさんがアパート探しをしていることを知ったら、絶対に面白がって首を突っ込んでくるに違いありません。そうなったらきっと……平良さんのアパート探しは惨さん憺たんたるものになるでしょう」


    　ああ、と僕は思わず納得した。


    　アパートはこれから最低四年間は住む可能性があるところだ。


    　確かに慎重に行動しなければならないかもしれない。


    



    　翌日の三月二十四日、僕は一人で新幹線に乗って東京にやってきた。


    　ここ最近二度も試験で上京したため、大学キャンパスまでの移動は我ながら慣れたものだった。


    　春休みでも大学の正門は開いていた。


    　中庭のベンチに座っていると、待ち合わせの時間ピッタリにうしろから声をかけられた。


    「やあ、久しぶり」


    「良りよう平へいくん、久しぶりだねっ」


    　振り返るとそこには公こう平へいさんと円つぶら谷やさんが立っていた。


    「あ、どうも。こちらこそお久しぶりです」


    　円谷さんが来るとは聞いていなかったけれど、気を遣う相手でもないので問題はない。あいかわらずふわふわした雰囲気の人だった。


    　一方、公平さんの格かつ好こうはかなり変わっていた。髪はわずかに茶色がかっており、お洒しや落れな色つき眼め鏡がねをかけている。服装もずいぶんとくだけていてカジュアルだった。


    「それって変装ってわけじゃないですよね？」


    「ははは。酷ひどいな。普通にお洒落のつもりだよ。ぼくは服装のことはよくわからないけど、こうしたほうがいいって円谷さんが言うからさ」


    「そうだよ。このコーディネートはアタシのプロデュースなんだからぁ」


    　二人とも仲良くやっているようでなによりだった。


    「それじゃあさっそく見て回ろうか」


    　公平さんに促うながされ、僕らは不動産巡りを始めた。


    　しかしいい物件に出会うのは難しかった。なにより僕にとっては物価の高さが最大のネックだった。どこもかしこも想像よりも一回り、二回りも家賃が高いのだった。


    　結局、一日目は四件も見て回ったのに収穫は得られなかった。その日は予約しておいた駅前のホテルに泊まり、物件探しは翌日に持ち越しになった。


    　二日目、二人は僕の財布事情を考慮したうえで不動産を選んでくれるようになった。その結果、通算七件目で、ようやく自分に合う物件と巡り合うことができた。


    　大学は自転車なら問題なく通える距離だったし、歩いて五分もかからないところにコインランドリーがある。値段の割りには広さも悪くないものだった。


    　僕はすぐさまその場で契約を済ませた。ガスと水道を開くのは四月一日からということになったけれど、部屋の鍵かぎはその場で受け取ることができた。


    「今回は本当にありがとうございます。お二人に手伝ってもらえなければ、きっと二日間では部屋を決められなかったと思います」


    　大学の最寄り駅に戻り、改札口の前に来たところで僕は二人に頭を下げた。


    　円つぶら谷やさんは柔らかく笑いながら「いいのいいの」と言って手を振った。公こう平へいさんはその横で頷うなずいている。


    「困った時はお互い様なんだから。それよりも今回は残念だったね。せっかく東京までやってきたのに早はや川かわさんに会えなくて。なんだか最近の早川さん、柄がらにもなく忙しいみたいなんだぁ」


    「春休みなのにですか？」


    「そうなの。アタシもよくわからないんだけど、ゼミがどうこう言っていたかな。早川さんって何なに気げに天然エリートだから、大学側も放っておかないんだよ、きっと」


    　早さ苗なえ先輩が勉強で忙しいというのは疑わしかったが、円谷さんが噓うそをつくとは思えない。もっとも勘違いならあるかもしれないけれど。


    「まあ、いいんですよ。というかあの人がいたら、決まるものも決まってなかったはずですから」


    「それもそっかあ。うんうん。そうだよね。むしろ好都合だったのかな」


    「一度も顔を合わせないのは意外でしたけどね」


    　決して早さ希きの言うことを真まに受けて、こそこそ行動してきたわけではない。そもそも僕が好むと好まざるとに拘かかわらず、早苗先輩と鉢はち合あわせる時はどうやっても鉢合わせてしまう気がする。たぶん今回はその時ではなかったのだろう。


    「来月からは同じ大学に通うんだね。楽しみに待ってるよ」


    「ありがとうございます。それじゃあ」


    　僕は円谷さんと公平さんに手を振って改札を通過した。


    



    　三月二十六日は高校の卒業式だった。


    　とはいえ大して感慨深いわけでもないので、式の終了後、僕は早々に教室をあとにした。周りでは泣いている女の子もたくさんいたけれど、まるでテレビを見ているかのような気持ちだった。


    　一応明石あかしに一声かけてから帰ろうかと思ったが、見当たらないので諦あきらめた。それに彼は地元で浪人生活をすると決まっている。これが今こん生じようの別れというわけでもない。


    　校舎の外も卒業生やそれを祝う在校生で賑にぎわっていたが、僕は淡々と彼らの横を通り抜けていった。


    　部活に使われていない時の第二体育館はいつもどおりに静まり返っている。


    　階段を上った先には天体観測部の部室がある。ドアに手をかけると鍵かぎがかかっていた。鞄かばんから取り出した鍵を差し込みながら、今日のうちにこの鍵も置いていかないといけないな、と思った。


    　当然、鍵を開けた部室の中には誰もいない。


    　僕は椅い子すに座って室内を見渡した。


    　ベランダの手前にはＯＢの足あし利かが先輩からもらった高性能の望遠鏡がある。


    　本棚の横には早さ苗なえ先輩の残していったソファが場所を取っている。


    　テーブルの上には早さ希きのノートパソコンが閉じた状態で置かれていた。


    「…………ん？」


    　僕は何度か瞬まばたきをしたり、目を細めたり、手で目め尻じりをこすってみた。


    　見慣れたはずの備品たちが妙に遠くにあるような感じがする。


    「……ああ」


    　僕は誰に言うともなく呟つぶやいた。


    　今まで全然自覚できなかったけれど、通い慣れた部室を訪れてみてようやくわかった。


    　僕は卒業する。だからもうここにいる権利がなくなってしまったのだ。


    「一人でいったいなにに対して納得しているんですか？」


    　いきなりうしろから声をかけられて、僕は思わずビクリと背筋を強こわ張ばらせてしまった。ドアは閉めたつもりだったのに、実際にはたてつけが悪くて人が通れるほど開いてしまっていたようだ。


    「いや、まあ、いわゆる卒業の感慨みたいなやつに浸ひたっていたんだよ。たぶん」


    「え、平たい良らさんが？　意外ですね」


    　早希は鞄をテーブルに置くと、パイプ椅子に腰を下ろした。


    「てっきり平良さんは卒業式でもサバサバしているのかと思ってました」


    「自分でもそうだと思ってたよ。実際さっきの卒業式だって、校長の話はあいかわらず長いな、くらいにしか思っていなかったからね」


    「でもいざ式が終わってみたら、急に三年間の思い出がフラッシュバックしてきたというわけですか？」


    「いや。式のあとじゃなくて、ここに足を踏み入れてからだよ。きっと僕にとっては教室よりもこの部室のほうがずっと感慨深い場所だったんだろうね」


    「教室は一年ごとに場所が変わりますけど、こっちは三年間ずっと同じですからね」


    「それもあるとは思うけど、やっぱり早さ苗なえ先輩や、君がいたからってのが大きいよ。思い返してみると、学年を重ねるごとにいろいろなことが起きたと思う。普通だったら学校生活に慣れていくに従って、新鮮味は薄れていくはずなのにね」


    「今となっては受験勉強もいい思い出ですか？」


    「流石さすがにそれはないよ。もう受験勉強なんてこりごりだ。どうにか結果に結びついてくれて本当によかったよ。受験に失敗していたら、今年もまた受験戦争に徴兵されるところだったからね」


    「そうですよね。やっぱり浪人はしたくないですもんね。……普通は」


    　そこで一瞬、早さ希きが少しだけ目を伏せたように見えた。


    　と思ったのも束つかの間ま、彼女はすぐに顔を上げて、ここ数か月の天体観測部の活動内容について語り出した。彼女は高性能の望遠鏡と自分のノートパソコンを上う手まく組み合わせて、驚くほど精巧なシミュレーションを行おこなっているようだった。


    「そういえば来年度からうちの部ってどうなるんだっけ？」


    「同好会に格下げになります」


    　半ば予想していたことではあった。すでに昨年度の時点で公認団体として必要な部員数をクリアできていなかったのだ。二年間も続けて割り込んでいたので、その処置に文句は言えなかった。とはいえ残念なことに変わりはない。


    「そんな顔しないでください。確かに公認団体の枠わくは外れますけど、部室は依然としてここを使っていいと言われているんです。デメリットは部費が支給されなくなることですけど、もともと大した額がくをもらっていたわけでもないじゃないですか。むしろ生徒会からの縛りがなくなるわけですから、これまで以上に自由な活動ができるというわけです。これはわたしにとっては決して悪くない状態なんですよ？」


    「まあ、君がそう言うのなら」


    　すでに去年の時点で部長の肩書きは早希に引き継いでいる。だから彼女がそれでいいと言うのなら、僕が口を挟むことはなにもないのだ。


    「そういえば平たい良らさん。アパートは決まったんですか？」


    　僕もちょうどそれについて話そうと思っていたところだった。


    「おかげさまでどうにかね。公こう平へいさんのほかに、円つぶら谷やさんも一緒にアパート探しを手伝ってくれたんだ。思うようにすんなりとはいかなかったけど、最後にはまあまあ悪くないところが見つかったよ」


    「あとで正確な住所を教えてくださいね。インターネットで検索をかけてみますから。あ、もちろん見るなって言うなら見ませんよ。プライバシーは大事ですからね」


    「べつにそんなことは気にしないよ」


    「アパートも決まって、あと残っているのは荷造りですか？」


    「そうだね。でも、あまり荷物は向こうに持っていかないようにするよ。きりがないから。とにかくアパートが決まったのは本当によかった。ほかにもまだまだやらなきゃいけないことはあるけど、とりあえず一区切りはついたからね。だから今日の卒業式も来れたわけだし。クラスメイトの中には、もう引っ越しちゃった人もいるらしいんだ」


    「そうですか。目め処どは立っているんですね。それはいいことです。……はい」


    　不意に空白が訪れた。


    「……卒業旅行、やっぱりしないんですか？」


    　しばらくエアポケットのような間が続いたあと、ポツリと早さ希きが呟つぶやいた。


    　僕は首をかしげて彼女に訊たずねる。


    「この前、旅行に出かけるくらいなら、望遠鏡を買うほうが賢明って話にならなかった？」


    「そうなんですけど、ちょっとあれから反省したんです」


    「反省？」


    「ええ。なんていうか、あの時あのタイミングで、あれこれ否定的なことばかり言うべきではなかったんじゃないかって思ったんです。平たい良らさんは来月から大学生ですよね。これから新生活で忙しくなるわけじゃないですか。なのにせっかく旅行ができそうな時期に、面めん倒どうだとか、お金がもったいないとか、そんなネガティブなことばかり言ってしまったのはよくなかったと思ったんです」


    「べつに君のせいで旅行する気が削がれたなんて、僕は思ってないよ？」


    「今はそうでなくても、忙しくなってから『やっぱり行っておけばよかった』って思うかもしれません。だからそうならないように、敢あえてわたしが勧めておくべきなのかもしれないって思うんです」


    　細かいことを気にしすぎているとは思ったけど、早希が僕のことを考えてくれていることは伝わってきた。


    「ありがとう。でもきっと大丈夫だよ」


    「それに最後くらい……さんと………りょ………………」


    　急にボソボソと早希の声が小さくなった。


    「え、ごめん。なんだって？」


    「せめて最後に……たい……………………です」


    「ごめん。全然聞こえないんだ」


    　繰り返し催促すると、うつむき加減になっていた早希が意を決したように顔を上げた。


    「ですから、わたしと一緒に旅……」


    「ぃよう！」


    　バン、と唐とう突とつに部室のドアが開き、明石あかしが中に入ってきた。


    　ポン。ポン。ポン。


    　彼は卒業証書の筒で遊びながらパイプ椅い子すの一つに腰を下ろした。


    「あいかわらずしみったれた部室だよなあ。ま、それはさておき明日の出発の準備は進んでるか？　ワクワクするよな。今日は早めに寝ておけよ。遅れたらほかのメンバーに迷惑かけることになるんだからな。旅行は団体行動だということを忘れんなよ」


    「なんの話？」


    　僕は首をかしげながら明石あかしに訊たずねた。


    「はあ？　だから卒業旅行の話に決まってんじゃん」


    「その話は断ったはずだけど」


    「ああ、確かに断ったよな。でも、あのあともう一度聞いたら今度は快かい諾だくしてくれただろう？　それどころかちょうど懸賞で無料ツアー券が当たったとか言って、俺たちを一緒に誘ってくれたじゃないか。ホラ。これだよ、これ」


    　明石はポケットの中から一枚のツアー券と、手作り感漂うパンフレットを取り出した。それによると日付は二十七日から二十九日までの二泊三日。場所は東京から真南に下った諸島の一つ、四よ畳じよう半はん島じまというところだった。紛らわしいが、半島ではなく島らしい。


    「いや、知らないよ。明石、もしかして卒業するのが嫌いやで頭がおかしくなっちゃった？」


    「なに言ってやがる。おまえのほうこそ記憶力は確かか？　俺は確かにこれをおまえから受け取ったんだぞ」


    　彼の話によると一昨日おとといの午後、駅前で偶然僕と鉢合わせたそうだ。そして駄だ目め元でもう一度卒業旅行の話を持ちかけたら、トントン拍子に話が進んでこのツアー券をもらったのだという。


    「それはおかしいよ。だって僕は一昨日、東京にアパート探しを……」


    　そう言いかけたところで僕は言葉を止とめる。


    　いきなり謎なぞが解けてしまった。


    　昨日と一昨日、僕は親しん戚せきの公こう平へいさんに会っていた。当たり前だけど、親戚は公平さんだけではない。把握はしていないものの、この町にも僕の親戚は普通に暮らしているのだろう。


    　ただし明石は僕が親戚たちと同じ顔であることを知らない。つまり彼が出会ったのは僕ではなく、親戚の誰かという可能性が高い。


    　ドッと疲れが湧わいてきた。偶然町で親戚が僕の知人に出会ってしまうのは仕方がない。そこから多少の誤解が生じるのもやむをえないだろう。しかし親戚たちがそこで勝手に話を推おし進めてしまうとなると話は別だ。


    　とりあえず僕は旅行そのものを断ろうと思った。


    　親戚たちへの不信感は今ではかなり薄らいでいたが、だからといってすべてを許容してもいいとは思っていない。


    　とはいえこんな面めん倒どう臭いことをどうやって明石に説明したものか。親戚たちと同じ顔であることは言いたくないし、かといってそこを除外して上う手まく説得できるとも思えない。


    　僕が思い悩んでいると、難しい顔をしていた早さ希きが朗ほがらかな口調で言った。


    「いいんじゃないですか。平たい良らさん」


    「え？　いいって、なにが？」


    「この旅行が、ですよ。ちょっとわたしにもそれを見せてもらえませんか？」


    　僕は早希にツアー券とパンフレットを手渡した。


    　早希はそれに目を通すと、顔を上げて明石あかしに質問を始めた。


    「この券って何人分あるんですか？」


    「四人分もらった。全部無料だ。行かないと損だぜ」


    「食事代はべつですか？」


    「全部込みって話らしいぜ」


    　早希はしばらく明石と質疑応答をしていたが、やがて質問を終えたらしく僕へと向き直った。


    「悪くないと思いますよ。お金もかからない。ほかの観光客もほとんどいない。食事もついてる。旅行を自みずから計画するまでには至らないわたしたちにはまさにピッタリな話だと思いますよ」


    「そ、そうかな？」


    「時間、作れますか？」


    　僕は頭の中で、スケジュールを再計算する。


    「まあ、ギリギリなんとかならなくもないかな」


    　親しん戚せきがどういうつもりでこのツアー券を用意したのかとか、明石と旅行をして楽しいのかなどなど、いろいろと気にかかることはあった。しかし早希が珍しく行く気になっているのだから、これは素直に参加しておくべきなのかもしれない。


    「……わかった。行こう」


    「ヨッシャ！」


    　嬉うれしそうに拳こぶしを突き上げたのは、早希ではなく明石のほうだった。

  


  
    



    　　　第二章　卒業旅行


    



    　昨日の今日という言葉がまさにピッタリだった。


    　引っ越しの準備が完了していないのに二泊三日の旅行に出ると父親に言ったら、当然のようにいい顔をされなかった。でも部活メンバーでの卒業旅行なのだと言うと、「仕方がなかろう」と手のひらを返したように納得してくれた。たぶん早さ希きが部活に在籍していることを知っているからだろう。


    　二十七日の朝、僕は早希とともに待ち合わせ時刻の午前八時半に新幹線の駅の改札口に到着した。


    　明石あかしはてっきり彼女と一緒に来ているのかと思いきや、一人だった。


    「やっぱり彼女がいるっていうのは噓うそだったんですね。それともわたしたちに見えないだけなんでしょうか？」


    　早希がボソッと呟つぶやくと、明石は「ちょっと遅れているだけだって！」と抗弁した。


    　それから五分後、正面出入り口からこちらに走ってくるキャミソール姿の女の子が見えた。


    　なんとなくあの人だろうなと思っていたら、明石が彼女に向かって手を上げた。


    「樹じゆ里り！」


    「明あきらくん！」


    　二人は互いに走り寄ると、いきなり僕らの目の前で抱き合った。


    　周囲から好奇の視線が集中し、近くにいるというだけで非常にいたたまれない気持ちにさせられた。


    「外国の中にはあいさつとして抱ほう擁よう、つまりハグをする文化の国があると聞いたことがあります」


    　早希は二人を眺めながら淡々とした口調で言う。


    「そこに性的な意味合いはなく、男同士、女同士、男女間いずれの場合でも日常的に行おこなわれるそうです」


    「まあ、そうらしいね」


    「で、明石さんってどこの国の人でしたっけ？」


    　まあ日本人だろう。


    「明くん。樹里と一緒に行く二人って？」


    　ハグを終えた明石の彼女はキョロキョロと周りを見渡している。


    「ああ、それは……」


    　明石が僕らを指差そうとする前に、彼女はこちらを見て動きを止とめた。そして腕を真まっ直すぐに突き出して早希の顔を指差した。


    「早はや川かわ？　あんた早川だよね。なになに？　もしかして一緒に旅行に行く女の子ってあんたなの？　マジで、マジに、マジのマジ？」


    「……………………」


    　早さ希きは口を真ま一いち文もん字じに結んでなにも答えなかった。


    「もしかして知り合い同士だった？」


    　明石あかしが二人の間に割って入る。


    「そうなの。クラスメイトなんだ」


    　彼女は明解に答えたが、早希はなおも黙ったままだった。


    「それにしても予想外。てっきり早川ってもっと大人おとなしい子かと思ってた。でも人は見かけによらないんだね。世の中って不思議」


    「話が盛り上がってるのもいいけど、とりあえず紹介を済ませようぜ」


    　明石はそう言うと、まずは彼女のことを僕に紹介してきた。


    「これが俺のカノジョの樹いつき樹じゆ里り。陸上部所属。ちなみにスリーサイズは極秘だ。といっても俺もまだ教えてもらってないんだけど」


    「もう、明あきらくんのバカッ」


    「いてっ！　ハハハハッ」


    　明石は樹さんと小こ突づき合ったあと、今度は僕を彼女へと紹介した。


    「こっちが俺のクラスメイト、かつ部活仲間、かつ腐くされ縁えんの平たい良ら良りよう平へい。そして早希ちゃんの彼氏だ」


    「明石。勝手なことは言わないでくれよ」


    「はいはい。じゃあ彼氏候補ってことにしようぜ」


    　それでも異論はあったが、いちいち突っ込んでいたらきりがない。


    「……ふうん。この人が早川のカレシねえ。あ、カレシ候補か」


    　樹さんは遠慮なく僕のことをジロジロと見回してきた。それこそ頭の先から爪つま先さきまで、というくらいに。


    「とりあえず今日から三日間よろしくね。平良センパイ」


    　サッと手を差し延べられたので、僕は流されるがままに樹さんと握手した。


    「早希っちもよろしくね」


    　早希っち？


    　僕は思わず早希の顔を見つめた。


    　彼女はなんとも微妙な表情で樹さんと握手を交わしていた。


    「あっ、そうだ。トイレだ。樹里、トイレに行ってこないと。早希っちも一緒に行く？」


    「……いい」


    「あ、そう。じゃあ明くん。荷物お願いね」


    　樹いつきさんはバッグを明石あかしに預けると、走ってその場からいなくなった。


    　全体的に忙しい印象の女の子である。


    　明石がうしろから僕の肩に腕を回してきた。


    「で、俺のカノジョを初めて見た感想はどうだ？　キュートだろ。ビューティーだろ。でもな、どんなに羨うらやましくっても手は出すんじゃねえぞ。ま、仮にそんなことしても痛い目見るのはおまえだろうけどな。ハハハハハッ」


    　果たしてカワイイ系とキレイ系は両立するのだろうか？


    　僕はそんな余計なことを考えていて、彼の話はほとんど聞いていなかった。


    「それにしても早さ希きちゃんと俺のカノジョが友達同士だったってのには驚いたな。そうとわかっていれば最初からそう言って誘ったのに。なにはともあれ幸さい先さきのいい旅行になりそうでよかったよ」


    「友達ではありません」


    　キッパリと早希は否定した。


    「え？」


    「ですから友達ではないと言ってるんです。勝手に納得しないでください」


    「でも、クラスメイトなんだろう？」


    「クラスメイトであれば誰も彼もが友達ですか？　いいえ。樹さんはただの顔見知りでしかありません」


    　僕は心配になって早希に訊たずねた。


    「もしかして樹さんのこと、嫌いなの？」


    「それはまだわかりません。だってさっき初めて話をしたんですから」


    「「さっき？」」


    　僕だけではなく、明石も声を合わせて驚いていた。


    　早希の言うことが本当だとすると、樹さんは初めて言葉を交わした相手にあれだけのテンションで話しかけていたことになる。しかもいきなり「早希っち」とあだ名をつけていた。ただでさえ早希は人見知りする人間なのだ。警戒して当然だろう。


    「……と、とにかく、まったく知らないよりはマシだろう？　なあに。樹じゆ里りは順応性が高いから大丈夫だって。すぐに馴な染じむさ。なんたって俺のカノジョなんだからな」


    　そのフォローは僕らを不安にさせるだけだということを、きっと明石は気づいていない。


    「ところで樹さんの親は説得できたわけ？」


    　僕はふと思い出して明石に訊ねた。そもそもこの旅行がみんなで行くことになった発端はそこなのだ。


    「ああ。それについてはな……」


    　明石が答えかけた時、バタバタと足音を響かせて樹さんが戻ってきた。


    　ずいぶんと早いトイレだったなと思うと、彼女はケータイをまるでリレーバトンのようにこちらに突き出しながら走ってくる。


    「パパからだ。もうかけてきた。早さ希きっち。タッチ。バトンタッチ！」


    「え？」


    　樹いつきさんは急停止すると、戸惑う早希の手に無理やり自分のケータイを押し付けた。


    「あとはよろしく。お願いね、早希っち」


    「よろしくって、なにが？」


    　早希は樹さんと手の中のケータイを交互に見つめる。


    「なんでもいいからとにかく出て。そしてテキトーに話を合わせて」


    「テキトーって言われても」


    　早希は眉まゆをひそめたまま、樹さんのケータイをしぶしぶ耳元に持っていった。


    「……もしもし？」


    『ジュリッ！』


    　送話口から、樹さんの父親と思われる声が僕らのところまで響いてきた。しかし聞き取れたのはそこまでで、あとは怒ど鳴なり散らしているせいでなにを言っているのかさっぱりわからなかった。


    「ウンでもハイでも、なんでもいいからとにかく合わせて」


    　樹さんが繰り返し指示を出すが、いずれも的まとを射ない説明ばかりだった。


    　それでも早希はがんばっていたと思う。途中までは「はい」とか「さあ」とか「違います」など、どうにか相手の言葉に返事をしようとしていた。


    　しかし限界はすぐにやってきた。パチンとブレーカーが落ちたように、早希の顔から表情が消え去った。


    　早希は短く息を吸い込むと、それから一言も区切らずに一気に言い放った。


    「知りません聞いてません関かかわりありませんどれもこれもわたしには無関係です！」


    「意味ねええぇ！」


    　たまらず明石あかしが頭を抱かかえて座り込む。


    　卒業旅行、失敗。


    　しかし早希が悪いわけではない。あらかじめ話の口裏を合わせなかった明石と樹さんの責任だろう。


    「ちょっと貸しなさい」


    　おもむろに僕らのうしろから一人の女性が現れ、早希の手からケータイを取り上げた。


    「あ」


    　早希はケータイを奪われたにも拘かかわらず、取り返そうとはしなかった。


    「もしもし。お電話代わりました。初めまして。私わたくし、今回彼らを引率することになりました平ひら子こと申します」


    　その女性は僕の親しん戚せきの平たい良ら平子さんだった。パリッとしたスーツに身を包み、慣れた手つきでケータイを耳に当てている。電話をする姿が非常に様さまになっている。


    「ええ、ええ。はい。なるほど。え、部活の顧問ですか？　はい。それが私わたくしです。ええ。はい。れっきとした高校の部活動の一環として行おこなわれております。ご心配には及びません。はい。私が責任を持って彼らを監督させていただきます」


    　平子さんはまったく悪びれることもなく、スラスラと会話を進めていく。


    「この人って顧問なの？」


    　樹いつきさんが不思議そうな顔をして僕に訊きいてくる。


    「違う」


    「それなら何者？」


    「……僕の、親戚」


    　僕はそれ以上の説明はしなかった。世の中には語らないほうがいいことがままあるのだ。沈黙は金。


    「ええ。はい。了解しました。失礼いたします」


    　平子さんはケータイをパチンと折り畳むと、僕らをぐるりと見回した。


    「このケータイの持ち主は誰かしら？」


    「樹じゆ里りの」


    　樹さんが手を上げると、平子さんは諭さとすように笑いかけた。


    「こういうことは事前に計画を練っておきなさい。次からはもっと首尾よくやるのよ」


    「ど、どうもありがとう。樹里、ホントに助かった」


    　樹さんはケータイを受け取ると、深々と平子さんへ頭を下げた。


    「……なんかカッコイイお姉さんだな。本当におまえの親戚か？」


    　明石あかしが疑わしげに僕に訊たずねる。


    「人ってのは親を選べないように、親戚たちも選べないんだよ」


    　僕は明石にそう言って、平子さんの前へと進み出た。


    「平子さん。すいませんけど、ちょっとこっちへ来てもらえますか？」


    「いいわよ」


    　僕は平子さんを連れて明石たちから距離を取った。


    「これってどういうことですか？」


    　明石たちから二十メートルほど離れた場所まで来て、僕は平子さんに訊ねた。


    「これは、というと？」


    「無料ツアー券をくれたのは親戚の誰かってことは見当ついてました。でもここに平子さんが来ているってことは、やっぱり仕組まれた旅行だったってことですか？」


    「どうやら誤解があるようね。いったん冷静になってから、順を追って説明してくれない？」


    　しらばっくれているのか、本当に知らないのかはわからない。とりあえず僕は無料ツアー券を入手した経緯を平ひら子こさんに話して聞かせた。


    　彼女は腕を組みながら諭さとすように答えた。


    「まずね、私は君たちがこれからどこに行くのかまったく知らなかったのよ。というよりも、正直今ではあまり興味はないの」


    　興味がない、というのは流石さすがに噓うそだと思った。


    「電話で話を合わせてくれたのは助かりました。でもそれってこれから僕らの旅行についてくるってことじゃないんですか？　そもそもちょうどよくここに居合わせているってのが怪しいですよ」


    「良りよう平へいくん。なんだか昔の公こう平へいくんみたいよ。疑ぎ心しん暗あん鬼きはよくないわ。疑いは目を曇らせ、まったく異なる事実を自分の中に作り出してしまうものよ」


    「じゃあここでなにをしていたんですか？」


    「デートの待ち合わせよ」


    「え？」


    　まったく予期していなかった返事に、僕は口を開けたまま言葉を失ってしまった。


    「驚きすぎよ！」


    　こっぴどく怒られた。確かに我ながらかなり失礼な反応だったと思う。


    「……あ、相手は誰なんですか？　差し支えなければ、でいいですけど」


    　おっかなびっくり質問すると、平子さんは柄がらにもなくポッと頰ほおを赤らめた。


    「相手はね、高校の頃の同級生。ずっと前に話して聞かせたのを覚えてるかしら？　私の初恋の人よ。その人にこの前、偶然近くのカフェで再会したの。互いに仕事のせいで少ししか話せなかったけど、メールアドレスは交換したの。するとその日の夜に彼からメールが届いた。それからちょくちょく食事に誘ったり、誘われたり。……ウフフフ」


    「お、おめでとうございます」


    　ほかにどう言えばいいかわからないので、とりあえず祝っておく。


    「いやあね。まだつきあっているわけじゃないの。ただ仲がいいだけ。これからどうなるかはわからないけどね」


    「……は、はあ」


    　平子さんはうっとりとした表情でどこか遠いところを見つめているみたいだった。


    「おーい、平たい良ら。そろそろホームに移動しなとマズイぞー」


    　改札のほうから明石あかしが呼びかけてきた。


    「今行く！」


    　僕はいったん明石に言葉を返し、それから平子さんへ頭を下げた。


    「いろいろと疑ってすいませんでした。それじゃ、僕はそろそろ行きます」


    「ううん。いいのよ。お礼言いたいのは私のほうだから」


    「お礼？」


    「平たい良ら家の呪のろいのことよ」


    「まだそんなものの存在を信じているんですか？」


    　思わず本音を言ってしまったあとで、僕は慌あわてて口を手で覆った。


    　平ひら子こさんは自じ嘲ちようするように笑った。


    「最近ね、良りよう平へいくんのそういう姿勢こそが、呪いを断ち切る鍵かぎだったのかもしれないってようやく思えるようになってきたの。現に公こう平へいくんも同じ大学の子と上う手まくいっているみたいだし、それに最近私までなんだかいい感じだしね。これもすべて良平くんの影響だと思ってるわ。そしてそれを、ほかの親戚たちも感じているはずよ」


    「僕はべつになにもしていませんよ」


    「そう思っているのならそれでも構わないわ。でも、ありがとうは言わせてもらうわ。あ、そうそう。言うのが遅れたけれど、高校卒業おめでとう」


    「あ、いえ。こちらこそありがとうございます」


    　僕は頭を下げて、明石あかしたちのいる改札へと歩き出した。


    　最後に、うしろから平子さんが呼びかけてくる。


    「今回のことに私は関かかわってないけど、きっとこの旅行はみんなからのプレゼントだと思うわ。だから安心して行ってきなさい」


    　平子さんの言葉が本当かどうかはともかく、行くからにはそうだと信じたいものだ。


    



    　新幹線は午前十一時半に東京駅に到着した。予定では四よ畳じよう半はん島じま行きの船は正午ちょうどに出港することになっている。だから僕らはそれまでに、電車を乗り換えて東京湾に向かわなければならなかった。


    「俺、東京って全然来たことないからわからないんだ。平良。ここは一つよろしく頼むぜ」


    「樹じゆ里り、東京には何回か来たことあるけど、いっつも友達のあとをついてくだけだからよくわかんない」


    　明石と樹いつきさんの二人はそう言って最初から道案内を僕に押し付けてきた。


    　来月から東京に住むといっても、僕だってまだまだ東京の地理には明るくない。しかしそう言っても二人はまったく耳を傾けてくれなかった。


    　仕方がないので僕が電車の乗り場を探し、降りる駅を指示し、さらに港への道順まで一人で調べることになった。


    「すいません。いつも道案内を任せっきりにしてしまって」


    　港までの道を歩いている途中で、早さ希きがすまなさそうに言った。


    「いいんだよ。適材適所ってやつだよ。ただしうしろの二人は最初から人任せすぎるけどね」


    　いつの間にか僕らは少し離れて歩いていた。僕と早さ希きが前を進み、少し遅れて明石あかしと樹いつきさんがついてくる。


    「それにしてもこの旅行、どうなるんでしょうか」


    　早希が小さな声で呟つぶやく。


    「どういうこと？」


    「しっかり検討をしないうちに旅行を決めてしまった気がしないでもありません」


    「それって主に同行者への不満？」


    　僕はチラリと後方を一いち瞥べつした。明石と樹さんはなにがそんなに愉ゆ快かいなのか、大声で笑い合っている。


    「少なくとも、参加者のことはあらかじめ確認しておくべきだったと思っています」


    「やっぱりあの樹さんって人のことは苦手？」


    「樹さんが、というよりもあの二人がです。まだ明石さんのテンションは予想がついていました。ですからもう一人似たような人が参加するだけなんだろうってタカをくくっていたんです。でも実際には足し算じゃなくて掛け算だったんですよ。二倍でなくて二乗うるさい感じです」


    「二倍じゃなくて、二乗。……ああ、確かにね」


    　そう言っているうちに道が開け、潮の香りとともに目の前に港が現れた。コンクリートの波止場には消波ブロックが並び、大小様々な船が海の上に浮かんでいる。


    「来た、来たぜー。海ってホンットに久しぶりだぜ！」


    　うしろにいた明石と樹さんが嬉き々きとして僕らを追い抜いていった。


    　盛り上がる二人を放っておいて、僕は自分たちが乗るべき船を端から順番に確認していった。乗船時間まで微妙に時間がないのだ。


    「あの青いのでもないし、こっちの大きいのでもない。なんだか船って全体的に似に通かよっているよね」


    「海上を進むという役割上、こういう形にならざるをえないんでしょうね。車と一緒ですよ。デザイン工学とやらです。……あっ！」


    　突然、早希がある方向を見て声を上げた。


    　彼女の視線の先を追うと、そこには僕らが乗ることになっているフェリーがあった。しかし早希が見ているのはそこではない。


    　タラップを上がった先のデッキに一人の女の人が立っていた。逆光になっていてよく見えなかったが、海からの風を受けて長い髪がなびいている。


    「遅かったね。良りよう平へいくん。それと早希もねー」


    「さ、早さ苗なえ先輩!?」


    　そこにいたのは去年高校を卒業した天体観測部の先輩であり、早希の姉である早はや川かわ早苗だった。


    　茫ぼう然ぜんとする僕らを尻しり目めに、早さ苗なえ先輩はピンと人差し指を立てる。


    「さて、ここでクイズ。見事に正解したらこの船に乗ることを個人的に認めてあげるよー。さあ、問題。山ではヤッホー。ゴルフ場はファー。花火がタマヤー。さて、それなら海でやるべき合いの手は？」


    「え、ええ？」


    　ただでさえ早苗先輩の登場に頭がついていっていない。そのうえいきなりクイズを解けるほど僕の頭は回転が早くないのだ。


    「じゃあヒント。波のさざめきに耳を澄ませてみよーう。さあ、これでもわからない？」


    　そもそも前提からして意味不明である。「ヤッホー」も「ファー」も「タマヤー」もきっと合いの手とは言わない。


    「ブブー。はい、タイム・リミットー。じゃ、正答ね。実にシンプル。シー、だよ、シー。海のシーね。わかるかな、この言葉の妙みよう味みー」


    「…………………………」


    　沈黙していたのは僕だけではなかった。早さ希きも一緒になって早苗先輩を冷ややかに見つめている。


    「……ん？　なにかな、このシーらけきったような空気はー？　もしかして『シーン』っていう沈黙シーン？　ま、それならそれでべつにいいんだけどね。ところで考えたことある？　最も優すぐれている擬ぎ音おん語ごはなにか、って。あたしは断然『シーン』を推おすね。なぜなら静寂を音にしてるんだよ。これは凄すごい。センス・オブ・ワンダーだねー」
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    　僕はぼんやりしながらも、どうにか早さ苗なえ先輩に質問をした。


    「先輩。どうしてこんなところにいるんですか？」


    「どうして存在しているのかって？　うんうん。存在という概念を問う深遠な疑問だね。いいよいいよー。その答えの用意されていない答えを求める姿勢は、大学生にとってはなくてはならないものだからね。これまでは知識を脱脂綿のように吸収するのが勉強だったろうけど、これからはいかに既存の知識に疑問を持つことができるか、それこそが問題なんだー」


    　なんだかもっともらしいようで、そうでもなさそうな話だった。しかもドサクサに紛れて僕の質問は華麗にスルーされている。


    　僕は隣となりに立っている早さ希きに小声で囁ささやいた。


    「……今日、旅行するってことを早苗先輩に話した？」


    「いいえ。そんな面めん倒どう臭くなるってわかっていること、わざわざするわけないですよ。それに旅行を決めたのって昨日のことじゃないですか。仮に情報がリークされたところで、そんなに急に現れたりできないはずですよ」


    「……普通の人、だったらね」


    　となると親しん戚せきの誰かが意図的に伝えたのだろうか。もっとも考えたところで仕方がない。現にそこに早苗先輩がいるのだから。


    「いやー、それにしても港はいいねー。サラリーの匂いがするよ。あ、ちなみにサラリーの語源は塩なんだよ。この言葉が出来た当時のヨーロッパでは、塩がお金のような扱いだったらしいんだよねー。今も昔もお金の話はしょっぱいってことかなー」


    　けっこうタメになるトリビアだ。とはいえ、今気にするべきところはそこではない。


    「……先輩。一応確認しておきますけど、この船に乗ってるってことは、ここからどこかに出かけようとしているわけですよね？」


    「そりゃそうだよねー。べつに船を観察するんだったら、その手の科学館とか博物館とか、いくらでも見て回れるところがあるからねー。あくまでもこの船は移動用。アッシーだよ、アッシー。湖のネッシーならぬ、海のアッシー」


    「先輩はどこまで行くつもりなんですか？」


    「そういう良りよう平へいくんたちはー？」


    「質問文に質問文で返すのは失礼なことなんだよ」


    　早希がすかさず非難したが、早苗先輩は「フフーン」と鼻で笑っただけだった。


    「僕たちは四よ畳じよう半はん島じまというところに行くんです」


    「おや、奇遇だねー。実はあたしも四畳半島まで行くんだよー」


    「噓うそばっかり。サナ姉ねえ、今の話を聞いてから合わせただけでしょ」


    「まあまあ。そんなにカリカリしなさんなー。世界にたった一人の姉なんだからさ。もっと重宝しなよー。というわけでそろそろこっちに乗ったら？　間もなく出航時間だよー」


    　折よくフェリーのエンジンが低い音を立てて動き出す。


    「……まったく、今度はなにを企たくらんでいるんだか」


    　タラップを上がりながら、早さ希きは不満げに呟つぶやいた。


    



    　フェリーが港を出航してから二時間が経たとうとしていた。


    　僕と早希と早さ苗なえ先輩はデッキに並んで、後方へ流れていく風景をぼんやりと眺めていた。


    　周りに陸地は一いつ切さいなく、先ほどからずっと海と空と雲しか見えていない。


    　その光景には最初こそ「壮大だ」と打ちのめされたものだったけれど、今となっては退屈の極みだった。おそらく電車と違って風景がまったく変わらないのがいけないのだろう。


    　仮にニンジャを走らせてみたとしても、風景が単調すぎて面白味がない。それにすぐに沈んでゲームオーバーだ。


    　僕はケータイをポケットから取り出す。


    　港を出たのは正午ちょうど。現在時刻は十四時。島に到着予定は十六時なので、まだ残り半分もある。


    「はっきり言って退屈だー。秋でもないのに飽き飽きだー」


    　早苗先輩は船べりにアゴを乗せながら気けだるそうに言う。


    「ここまで風景に変化がないと、どうしてもダレますよね」


    　さっきまで一緒にデッキに出ていた明石あかしと樹いつきさんの姿もいつの間にか見えなくなっていた。一時は船首でタイタニックごっこをしたり、人目もはばからず走り回るなどしていた二人だったが、ついにやることがなくなって船の中に引っ込んだようだ。


    「ううーん。やっぱりこの退屈はどうにかしないとー。ねえ、二人とも。もう一回船の中を探索しようと思うんだけど、一緒に行くー？」


    　早苗先輩が痺しびれを切らしたように言ってきた。


    「それ言うの三回目じゃない。もういいよ。わたしはしばらくここにいるから」


    　早希はそう言って早苗先輩の誘いを断った。すでに二回ほど、僕ら三人は船の中を暇ひま潰つぶしで探索していたのだ。今さら新しい発見があるとも思えない。


    「僕は中に入りますけど、探索はしません。座席に座ってゆっくりすることにします」


    「あ、そう。それじゃあ各自で自由行動ってことだねー」


    　僕はまずデッキで早希と別れ、それから船の中で早苗先輩とはべつの通路に進んだ。休憩スペースの自動販売機で缶ジュースを買い、座席の一つに腰を下ろす。


    　そのまま窓の外を見ながらのんびりしていると、明石が現れて僕の隣となりに座った。


    「よお。なにやってんだ」


    「明石あかしのほうこそ。樹いつきさんは？」


    「今は別行動中。で、調子はどうだ？　早さ希きちゃんとしっかりエンジョイしているか？」


    「まあ、普通に」


    「俺たちがいて邪魔かもしれないが、それはお互い様だからな。もっとも、早さ苗なえさんが乱入してきたのにはちょっとばっかし驚いたけど」


    「僕も驚いたよ。でも今になって考えると、なんだか最初からこうなるようになっていたんじゃないかって気もするんだ」


    「あいかわらずおまえって早苗さんに対して諦あきらめがよすぎるよな。ま、それはさておき計画はバッチリなのか？」


    　明石が急に真顔で質問してきた。


    「計画って、なに？」


    「なに、だと？　おまえ、そんな暢のん気きな心構えじゃ旅行なんてただの物理的な往復で終わっちまうぜ。そんなのは時間と体力と金の無む駄だだ。まあ、今回は無料だったわけだけどな」


    「いや、でも旅行ってのは基本的に家と目的地の往復じゃないかな」


    「おまえはなんにもわかってないな。それともしらばっくれているだけなのか？　だとしたら水臭いぞ。ここまで来たからには腹を割ってなんでも話しやがれ」


    「僕がなにをしらばっくれているって？」


    「おまえ、この旅行を機に早希ちゃんに告白するつもりだろう？　というか、そのための旅行じゃないか」


    「ちょ、ちょっと待ってくれよ。どうして勝手にそういうことになってるんだよ」


    「旅行ってのは日常から切り離された非日常なんだぜ。ここで告らずにいつ告る？　なあ」


    「それ以前に、どうして僕が告白することになっているんだよ。前提がおかしいって」


    「だっておまえ、まだ早希ちゃんとつきあってないんだろう？　だったら告白だろう。告白すればつきあえるんだ。そして旅行は告白にうってつけだ。俺、おかしいことでも言ってるか？」


    「根本的な部分からおかしいって」


    「おかしいのはおまえだろう。そもそも未いまだにつきあってないってことからして本当はおかしいんだ」


    　僕はそれからしばらく明石と話を続けたが、会話は平行線のままだった。


    「ちょっと風に当たってくるよ」


    　僕は無理やり話を断ち切って席を立った。


    　廊下を歩きながら「やれやれ」とため息をつく。


    　ほかに行くところも思いつけず、とりあえずデッキに出ることにした。


    　船の周りはあいかわらず空と海の青一色だった。


    　デッキのさっきと同じ場所には早さ希きが立っていた。そして隣となりには樹いつきさんの姿があった。


    　なにをしているのかと思って進んでいくと、途中で二人の話し声が聞こえてきた。


    「ねえねえ。平たい良らセンパイにはいつ告るつもり？　一人でやる勇気がないなら、樹じゆ里りも一緒についていってあげよっか？」


    「……悪いけどなにを言ってるのかわからない。というよりもその話題はどこから出てきたの。さっきまで春休みの課題のことを話していたと思うんだけど」


    「だって気になるんだもん。話の流れなんてどうでもいいじゃん。現代文とか苦手だし。だから教えて、早希っちセンセー」


    　僕は出ていきにくくなって物陰で足を止とめた。二人の会話は続く。


    「教えるもなにも、そっちが勝手に言い出したことでしょう。そんなの答えようがないよ」


    「同じクラスのよしみなんだから、ちょっとくらいいいじゃない。せっかく一緒に旅行しているんだからさ」


    　樹さんの話の内容はついさっき僕が明石あかしにされたものとそっくりだった。流石さすがは明石とつきあっているだけのことはある。いわゆる似たもの同士ということか。


    　もっともこのまま立ち聞きを続けるわけにもいかないので、僕は船の中に引き返すことにした。


    　しかしドアの前に来たところで僕は樹さんに見つかってしまった。


    「あっ。平良センパイ。どこ行くの？　こっちに来てみんなでお話ししようよ」


    　呼ばれてしまった手前、無視して去るわけにもいかない。僕は二人のいる船べりに引き返した。


    「二人でなにしてたの？」


    　何なに気げない調子で訊たずねたところ、樹さんは爽やかな笑顔で答えた。


    「愛について語らってたの」


    「へ、へえ。そうなんだ」


    　傍かたわらでは早希がわずかばかり眉まゆをひそめている。


    「ところでいいチャンスだから二人同時に質問しちゃうね」


    「なに？」


    「二人ってどうしてつきあってないの？」


    「「………………」」


    　単純な質問ほど人を困らせるものもない。


    　おもむろに早希が僕に向かって口を開いた。


    「平良さん。わたしサナ姉ねえに用事があるのを思い出しました。ちょっと捜しに行ってきます」


    「え？　あ、そう」


    　僕が曖あい昧まいに頷うなずくと、早さ希きは足早に船の中に去っていった。この場に止とどまりたくないのはわかるが、ちょっと薄情ではないかと思った。そもそも樹いつきさんとなにを話せばいいのかさっぱりわからない。


    　僕が黙っていると、樹さんは悪びれることなく同じ質問を繰り返した。


    「それじゃあ、もう一度。平たい良らセンパイと早希っちって、どうして未いまだにつきあってないの？　それとももしかして、どっちかほかにつきあっている人がいたりするの？」


    「いないよ。少なくとも僕は」


    　僕はしばらく考え込んだものの、最終的にハッキリと答えることにした。


    「じゃあ早希っちにはいるってこと？」


    「さあ。それは僕の窺うかがい知ることのできないことだし」


    「でもなんとなくわかるじゃない。っていうか、一緒に旅行に来ているくらいなんだから、いるわけないじゃん。もしかして平良センパイってニブチン？」


    「自分が知っていることだけで、物事を断言するのは傲ごう慢まんだと思うから」


    「ふうん。なんだか平良センパイってよくわからない人だね。石橋を叩たたき割って渡らないタイプ？　男の人にしか興味ないってわけじゃないよね？」


    「そういうつもりはないよ」


    「じゃあどうしてもっとガツガツしないの？　樹じゆ里りの周りの男子たちはもっとアクティブだよ。女子もだけどね」


    「つい最近まで受験勉強一色だったから、あまりそういう方面のことは考えてこなかったんだと思う」


    「もう受験は終わってるんでしょう。だったらガンガンいこうよ」


    　樹さんの恋愛トークは止とどまるところを知らなかった。


    　もしも相手が明石あかしであれば、さっきと同じように強制的に話を終わらせていたかもしれない。しかし今相手にしているのは初対面に等しい一年生の女の子だ。無む下げに扱うのには抵抗がある。


    　とはいえこのままではきりがないので、僕は逆に問い返すことにした。


    「そもそも、つきあうってのはどういうことなんだろう？」


    　樹さんは理解不能とばかりに顔をしかめて僕を見た。


    「え、なに言ってんの、平良センパイ。もしかして樹里のことバカだと思ってバカにしてる？」


    「そんなつもりはまったくないよ。ただ本当によくわからないんだ」


    「そんなの簡単だよ。シンプル、シンプル。好きだからつきあう。それだけのことなんじゃないの？」


    　案の定、樹さんは僕の納得できるような答えは言ってくれなかった。


    　まあ、それがわかったからといってなにがどうということもないのだけれど。


    「樹里思うんだけど、平良センパイにはこういうふうにつきあいたいっていうモデルがないんじゃない？」


    　しばらく沈黙が続いたあと、おもむろに樹いつきさんが口を開いた。


    「モデル？」


    「そう。こうなりたいっていう、理想。だから『つきあうってなに？』みたいな理屈っぽいことばっかり考えちゃうんだよ。そんなのはダメ。もっと脊せき髄ずい反射で恋しないと」


    「……と言われても」


    「だからね、樹里たちがモデルになってあげるよ」


    「は？」


    「今回の旅行で、樹じゆ里りと明あきらくんが理想のカップルってものを見せてあげる。そしたら羨うらやましくなって、自然と早さ希きっちとつきあいたくなるから。それですべてはオールオッケーだから」


    　僕はぼんやりと樹さんを見つめた。


    　流石さすがに明石あかしの彼女だ、と思った。


    　僕には彼女の恋愛観とやらがまるでよくわからない。

  


  
    



    　　　第三章　四よ畳じよう半はん島じま


    



    　四時間の船旅の末に、僕らはようやく四畳半島に到着した。


    　コンクリートの埠ふ頭とうにかけられたタラップを、荷物を抱かかえて渡る。ちなみにここで船を降りたのは僕ら五人だけだった。


    「うんうん。浮き足立っている船上よりも、やっぱり確固たる大地が一番だよねー。本能的に落ち着くっていうかさー。やっぱり人間は大地の子だね」


    　早さ苗なえ先輩は大きく伸びをしながら能天気に言う。


    「しっかし思ったよりも暑いなー。これはあとで着替えないといけないぞー」


    　早苗先輩は気けだるそうにパタパタと襟えり元もとに風を入れている。


    　フェリーは海面に白い軌跡を残して島から離れていった。ここの周辺にはほかにもいくつか島が散らばっており、一日に二度の定期便が周回しているとのことだった。


    「とりあえず荷物を宿に預けて身軽になろうかー。良りよう平へいくん、あたしたちの進むべき未来とホテルはどっちだー？」


    「その前に先輩。僕らはツアーなのですでに泊まるところは決まってますけど、先輩は予約とか入れていませんよね？」


    「予約なんてしなくったって、こんな小さな島のホテル、いつだって閑かん古こ鳥どりが鳴いてるんじゃないかな。もしかしたら向こうから泊まってくれって頼まれたりしてね」


    「逆に小さいからこそ、部屋の数が少ないとも考えられますけど」


    「その時は良平くんとルームシェアリングすればいいんじゃないかなー」


    　早苗先輩はニヤニヤしながら言ってきたが、そこで早さ希きが淡々とした口調で説明を始めた。


    「サナ姉ねえ。ルームシェアという言葉はどちらかといえば賃貸アパートに使われるものであって、一つの部屋に複数で宿泊する場合は相部屋って言うのが一般的だと思うよ」


    「じゃ、後者ってことで。時に良平くん。東京での下宿先はあたしとルームシェアしない？　とても安くて済ませられてお得だよー」


    　あらかじめこういう話になるだろうとわかっていたので、僕は余裕を持って答えることができた。いつまでもからかわれるだけの僕ではないのだ。


    「せっかくの申し出ですけど、僕はもう東京で住む部屋は決めましたので」


    「えええー、いつの間に？」


    　早苗先輩の不平は受け流しつつ、僕はパンフレットを取り出してホテルの場所を確認した。


    「まず埠頭から島の内側へと進んで……道路を左、か」


    　パンフレットの見取り図にはホテルは一軒しか記されていなかった。道も単純なので、そんなにかからないだろうと思った。


    　僕は荷物を担いで歩き始めたが、何歩も進まないうちに樹いつきさんが大声を上げた。


    「明あきらくん！　ビーチだよ、ビーチ。砂浜のビーチ！」


    　彼女が指し示した先には確かに内陸へ湾曲した大きな浜辺があった。


    「おお、スゲエ。ビーチフラッグとかして遊びたいな」


    　明石あかしは腕を素早く振って、旗はたを取るような動作を繰り返す。


    「明石。浜辺で遊ぶのもいいけど、まずはホテルに荷物を置きに行かないと」


    　しかし僕の呼びかけは頭から無視されてしまった。


    「勝手にしろよ。早さ希き、先輩。もう行きましょう」


    　そう言って僕は歩き出したが、ついてきたのは早希だけだった。


    「ちょっと先輩。なにしてるんですか？」


    「ねえ、良りよう平へいくん。あの砂浜、ミニ砂漠って感じでなんだか楽しそうじゃない？」


    「楽しそうなのは否定しません。でも、まずは荷物を置きに行きましょう。順番ですよ、順番」


    「べつにここに置いといても問題ないんじゃないかなー。周りに全然人もいないし、仮に誰かに盗まれたとしても、こんな小さな島なんだよ。犯人探しは難しくないと思うな。というかむしろやりたいね、犯人探し。せっかくの孤島なんだから、そんなミステリー的展開を希望するぞー」


    　五人の中で一番年上のする発言とは思えない。


    「もういいです。僕らは先に行ってますから」


    　僕はそう言い残し、早希を促うながして歩き出した。


    　少し進んでから振り返ると、残された三人は自分たちで宿を探すのは面倒だと気づいたのだろう。渋々と僕らのあとを追ってきていた。


    「宿に辿たどりつくだけでこの苦労。これから先が思いやられますね」


    　早希がため息交じりに言った。


    



    　ホテルは歩いて五分程度の距離で、白はく亜あの壁に覆われた四階建ての建物だった。


    　パンフレットに記されていた「ホテル・フラット」という名前と看板が一致したので、僕らは扉を開けて中に入った。


    　ロビーには高級そうな肘ひじ掛かけ椅い子すとローテーブルが何個か並んでおり、その奥にフロントがあった。人の姿はなく、銀色の呼び鈴がテーブルに置かれている。


    「おー、いかにもホテルっぽい。これ、テレビでよく見かけるけど、実際にお目にかかったのは初めてだなー。鳴らそ、鳴らそー。チリンチリン、リンリン、リンギングー」


    　早さ苗なえ先輩は嬉き々きとして一回、二回、三回、四回と呼び鈴を叩たたいた。決して大きくはないがよく通る音だった。


    「はいはい。どーも」


    　フロント内側の扉が開き、ホテルの主人らしき男性が姿を現した。


    「えっ？」「あれ？」「おー」「…………」


    　それぞれ明石あかし、樹いつきさん、早さ苗なえ先輩、早さ希きのリアクションだった。


    　ホテルの主人は僕らを見回すと朗ほがらかに話し出した。


    「いらっしゃい。ここは四よ畳じよう半はん島じまで唯一のホテルだヨ。お客さんたち、ツアーでいらっしゃったんだネ。ツアー券を拝見させてもらっていいかナ？」


    　樹さんが明石に耳を寄せてひそひそと囁ささやく。


    「……似てる。似てるよね。平たい良らセンパイに。兄弟？　にしても怖いくらいにそっくりだね」


    「もしかしてドッペルゲンガーじゃないか？　そういえば俺、いつだったか平良のドッペルゲンガーに会ったことがあった気がするし」


    　二人がそんなことを言っているそばから、奥の扉からもう一人僕と同じ顔の男の人がやってきた。彼は僕と目が合うと「やあ」と手を上げかけたが、不意に思い直したようにそそくさとその場から去っていった。


    「おわ、平良がさらにもう一人。なんだなんだ、もっと増えるのか？　よくわかんねえけど面白くなってきたぞ」


    「ああ。彼はここの従業員なんだヨ。まあ君たち旅行者は見分けられないだろうけどネ。……ん？　そういえば真ん中に立っているお客さん。なんだか我々と顔が似ているネ？」
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    　ホテルの主人はさも今気がついたとばかりに僕へ言った。


    「これっていったいどういうことですか？」


    　僕は少しばかり語調を強めてホテルの主人に訊たずねた。しかし彼は何食わぬ顔で悠々と答える。


    「この島の人間は全員同じ顔をしているんだ。最初は不思議に思うかもしれないけれど、それさえ慣れればけっこういいところだからネ」


    「なんですか、そのカタコト。それに微妙な設定は」


    「設定？　なんのことだかわからないナ」


    　ホテルの主人がしらばっくれようとも、僕は彼らが親しん戚せきであることを確信していた。というよりもそれ以外に考えられないではないか。


    「平たい良ら。とりあえずチェックインを済ませないか？」


    　明石あかしの言葉に僕は不ふ承しよう不ぶ承しよう頷うなずく。ほかに宿があるかどうかわからない。仮にあったとしても、さっきホテルの主人は「島民は全員同じ顔」と言っていた。つまりこの島にいる以上、親戚たちからは逃れられないということだ。


    　幸いだったのは明石が全然僕のことをからかってこなかったことだ。もっともそれは彼の優しさによるものではなく、単純に樹いつきさんと宿泊できることに舞い上がっていたからにほかならない。


    　僕らはそれぞれ宿泊券をホテルの主人に差し出した。早さ苗なえ先輩だけはお金を払って宿泊手続きを行おこなった。当然だけど、空き部屋は存分にあるとのことだった。


    「お恥ずかしい話ですが、あなた方以外には誰も泊まってないんですネ。常に閑かん古こ鳥どりが鳴いているんですヨ。そのせいでこのホテルは島の人間の溜たまり場のようにもなってましてネ。そのあたりはどうか大目に見てやってください。代わりといってはなんですが、部屋割りはいい案あん配ばいにさせていただきましたヨ」


    　僕らはホテルの主人から鍵かぎを受け取る。ナンバーを確認し合うと、早苗先輩が四階の一号室。僕がその隣となりの二号室。早さ希きが三号室。明石は三階の一号室で、樹さんは二号室だった。


    「普通、こういうのって男子と女子で階を分けたりしませんか？」


    　あまりにも作為的な部屋割りに顔をしかめると、間かん髪はつを容いれずに明石から叱しつ責せきされた。


    「バッカ野や郎ろう。おまえ、これは卒業旅行であって修学旅行じゃねえんだぞ。この部屋割りは露ろ骨こつにナイスだろうが。サンキュー、マスター。俺は感動した！」


    　明石がグッと親指を立てると、ホテルの主人は両手で親指を立て返した。


    「なに、この以い心しん伝でん心しん」


    　僕が辟へき易えきしていると、うしろから早苗先輩にポンと肩を叩たたかれた。


    「そんなに心配することもないでしょー。だってあたしたち三人は一つ屋根の下どころか、一つワンルームの中で二晩を過ごした仲じゃない。今さら部屋が隣同士だったからってなにするものぞー」


    　それは半年前、僕と早さ希きが大学祭に招かれて早さ苗なえ先輩のアパートに泊まった時の話だ。とはいえ彼女の部屋はそれはもう酷ひどいものだったので、あまり女の人の部屋に泊まったという感覚はない。


    　しかし周りの人間はそんな事情など知らない。案の定「ええっ？」という声が上がった。


    「平たい良ら、おまえいつの間にそんな大胆な……」


    「平良センパイ。船ではあんな奥手なことを言っておきながら……」


    　二人に加えて、ホテルの主人まで興味津しん々しんと身を乗り出してきている。


    「僕、荷物を部屋に置きにいくから」


    　いちいち説明するのも面めん倒どう臭くて、僕は先にロビーの横の階段を上った。


    



    　親しん戚せき（一応彼らは島の人間だと言い張っているけれど）の経営しているホテルということでかなり心配していたけれど、部屋は充分な広さがありながらも隅々まで清潔に保たれていた。ざっと見た限りでは宿泊施設としてはなにも問題はないようだった。


    「こっちの部屋はどんな感じかなー」


    　とりあえず思ったよりも暑いので薄手のシャツに着替えたところ、早苗先輩が無断で僕の部屋に入ってきた。


    「せめてノックの一つでもしてくださいよ」


    「叩たたけよ、さらば開かれん。尋ねよ、さらば見いださんってかー」


    　早苗先輩はいったん部屋の入り口まで戻ると、内側からドアをコンコンと叩いた。そしてこちらに向き直り「ノック完了ー」と言った。完璧に事後報告というやつだ。


    「さて、それではお部屋チェックと洒しや落れ込もうかー」


    　早苗先輩はズンズンと部屋の中へやってくると、備え付け冷蔵庫のドアをノックしてから開け放った。


    「なんだ、ミネラルウォーターかー。わかってないなー。コーラでも置いておいてくれれば高評価なのにねー」


    「コーラならロビーの自販機にありましたよ。有料ですけど。というか、みんな同じ部屋なんですから備品は変わりませんよ。調べるなら自分の部屋でやってください」


    「同じだからこそ、ここで調べても変わらないってことだよー」


    　理屈が通っていないわけでもないが、詭き弁べんだ。


    　早苗先輩はそのあとも僕の部屋で物色を続けた。


    　彼女はひととおり部屋の中を調べ終えると、今度はユニットバスのドアを開け放った。


    「いいかな、良りよう平へいくん。ホテルのクォンティティーは部屋の広さを見ればすぐわかる。広いってことは量があるってことだからね。これは単純明快でシンプル。ではクォリティーを調べるためにはどうしたらいいかわかるー？　三、二、一、はい、タイムオーバー。答えは水回り。ウォータースライダーだー」


    　早さ苗なえ先輩はそう言うと勢いよくお湯の蛇じや口ぐちを全開にした。シャワーが浴槽に流れ込み、少し間があってから湯気がもくもくと上がる。ただでさえ気温が高いのに、余計に暑くなる。


    「うん、これはなかなかいいぞ。及第点だー。安いところになると、お湯が出てくるまでにシャンプーを済ませちゃえるほど時間がかかるところもあるからねー。いいよ、いいよー。ここのホテルはなかなかいい」


    　確かに早苗先輩の目のつけどころはよかった。実際、東京でアパートを探した時にもそのあたりを注意するように公こう平へいさんも言っていた。


    　もっとも早苗先輩のアパートはお湯が出るのにずいぶんと時間がかかった記憶があるけれど。


    「うぉ。これってウォーターがシュッと出てくるトイレット？」


    　早苗先輩はシャワーのお湯を出しっぱなしのまま、横に操作パネルのついているトイレを見て驚きの声を上げた。


    「いやー、噂うわさには聞いていたけど実物を見るのは初めてだなー。ねえ、良りよう平へいくん。ここのボタン、プッシュしちゃってもいいと思うー？　やっぱりスプラッシュするかな？　押すよ。ダメかな？　これがいわゆる『おしてはかれ』ってやつー？」


    「使用中でないと動かないはずですけど、万が一ってこともありますからやめてください。というかまずシャワーも止とめてくださいよ」


    　湯気は浴室からもくもくと溢あふれ出ていく。僕はお湯の栓を閉じようとしたが、早苗先輩が邪魔で手が届かなかった。


    「ああっ。これはー」


    「今度はいったいなんですか」


    　早苗先輩は壁に備え付けられたトイレットペーパーを指でつまみ上げている。


    「この感触、いい。あたしが知っているどんな紙よりも、ずっといいかもしれない。素朴な素材でありながら、シルクのような肌触り。良平くん。ちょっとこれ触ってみなよー」


    「いえ、遠慮しておきます」


    　その時、ドアをノックする音が聞こえたような気がした。しかしそれを確かめる暇ひまもなく、早苗先輩は僕にトイレットペーパーを握らせようとしてくる。


    「スベスベだよー。こそばゆいよー。触って減るものでもないんだからさー」


    「いや、遠慮しておきます」


    「エンリョするのはリョーケンが狭いってことだよー。リョーカイ？」


    「了解じゃないですよ。そもそもそれを触ってなんの得があるんですか」


    「何事もものは試しって言うじゃない。敬けい虔けんな態度は経験不足になりかねないよ。さあさあさあ。レッツ・トライ、トライ、トライ。ちなみにトライには三って意味が含まれているからねー」


    　べつにトイレットペーパーに触ったところでなにがどうということもない。だけど最初に断った手前、いつの間にか引くに引けなくなっていた。


    「本当にお構いなく！」


    　僕は今一度力を込めて腕を引っ込めた。


    　すると早さ苗なえ先輩が手を離したわけでもないのに手がすっぽ抜けた。


    　僕はタタラを踏みながら浴室から後退し、背後の壁に寄りかかる。


    　そこでふと、早さ希きが入り口に立っていることに気がついた。


    　目が合ったものの、しばしの沈黙。


    「ごめんごめん。手がスポッとすっぽ抜けちゃったねー。頭とかぶつけてないかなー？」


    　早苗先輩が浴室からヒョイと姿を現すと、早希の眉まゆが微かすかに動いた。


    　ユニットバスからは未いまだに湯気が溢あふれ出ている。


    　早希は無言のままうしろに下がると、静かにドアを閉じた。


    「ちょ、ちょっと待って！」


    　僕は慌てて部屋を出て、早希のあとを追った。


    



    「まあ、そんなことだろうとは思っていましたけど」


    　早希を部屋に連れ戻して状況を説明すると、彼女は思いのほかすぐに納得してくれた。


    「とかなんとか口では言っておきながら、実は心の中ではあたしと良りよう平へいくんがお風呂でキャッキャ、ウフフしてたんじゃないかって妄もう念ねんが渦巻いてたりするんじゃないのー」


    「してないってば。要はトイレットペーパーを巡るやりとりだったんでしょ？　そんなもののために怒ったりしたらわたしがバカみたいじゃない」


    　早希はいくぶん不満げではあったが、誤解はきっちりと解けたようだった。


    「それじゃそろそろさっきの浜辺に行きましょうか？」


    　僕は仕切り直すようにして早苗先輩に言った。


    　荷物もそれぞれの部屋に置いてきた。早希も早苗先輩も気温に合わせて着替えを済ませている。ようやく島ならではの行楽を始めるのだ。


    「否いなー」


    　すると早苗先輩はあろうことかあっさりと僕の提案を切り捨てた。


    「どうしてですか？　というか、先輩が行こうとしていたところじゃないですか」


    「人間の興味というものは常に移ろうものなんだよー。一分一秒たりとも不変であるということはありえない。万物は流る転てんする。それこそ寄せては返す波のように。そして風に吹かれて流れる砂のようにねー」


    「じゃあ今からなにをするんですか？」


    「それはもう決めてあるよー。このホテルは今日を含めて三日間もお世話になるわけでしょ？　もしもの時のための非常口チェックとか、お腹なかが空すいた時の非常食ジャックのためにも、初日のうちにくまなく調査しておく必要があると思うんだー。というわけでここにホテル探索隊を結成するー」


    「要はサナ姉ねえは外に出るのが面めん倒どう臭くなったってことですよ、平たい良らさん」


    　傍そばに立っていた早さ希きが的確に説明をしてくれる。さもありなん。


    「さあ、つべこべ言わずに探索探索ー」


    　僕と早希は早さ苗なえ先輩に引き連れられて、ホテルの中を練り歩くことになった。


    　まずは自分たちのいる四階から。僕らの部屋のほかに奥に四つほど客室があり、そのいずれも施せ錠じようされておらず自由に出入りができた。


    　次に三階。明石あかしと樹いつきさんの部屋に行ったら二人はすでに外出したあとだった。おそらくさっきの浜辺に出かけたのだろう。このフロアも全部で七つの客室があった。


    　二階も客室であることに変わりはなかったが、廊下が途中から防火扉で閉め切られていた。おそらく管理の手間を省くために封鎖しているのだろう。


    　最後に一階を見て回った。ここのフロアはロビー、フロント、食堂、厨ちゆう房ぼう、リネン室など、ホテル運営に欠かせない部屋ばかりだった。スタッフと思われる親しん戚せきたちと何人か顔を合わせたが、一様に初対面のフリをされた。まあ、下へ手たに知り合い顔をされるよりはマシだけれど。


    　一通り見て回ったので四階に戻ると、いつの間にか廊下がオレンジ色に染まっていた。


    　ずいぶん早い日没だと思ったけれど、思い返せば島に到着した時間が遅かったのだ。ケータイで時間を確認するとすでに十八時を回っていた。


    「平良さん。太陽が海に潜っていきますよ」


    　海に面した窓から外を見ると、夕日が水平線の向こうに沈んでいくところだった。


    「ああ、なるほど。確かに潜っているね」


    「綺き麗れいですね。こういう光景はまさに島に来ないと見れませんよね。レアリティの高い光景です」


    　すると横で早苗先輩がおもむろにお腹を押さえた。


    「夕日を見るとお腹が空すいてくるんだけど、これってあたしにだけ起こる現象だと思う？　それとも人間に本能的にそなわっている欲求かなー」


    　早希は眉まゆをひそめながら自分の姉へ言った。


    「人がせっかく感動しているのに、いきなり俗っぽいこと言わないで。パブロフの犬じゃあるまいし」


    



    　明石と樹さんは十八時半にホテルに戻ってきて、十九時には食堂で夕食になった。


    　料理は新鮮な魚介類がメインで、無料ツアーとは思えないほど豪勢なものだった。味に関してもまったく文句のつけようがなかった。もしかしたら料理の得意な親戚が来ているのかもしれない。


    「明あきらくん。樹じゆ里りが食べさせてあげるね。はい、あーんして」


    「あーん。うん、ウマイ。じゃあ今度は俺が食べさせてやるよ」


    「はーい。あーん。あーんぐり。とっても美お味いしい！」


    　明石あかしと樹いつきさんも楽しそうに食事をしていた。もっともそういうことは人前では多少自重してもらいたかったけれど。


    「ところで飯食ったらどうするんだ？」


    　テーブルの料理が半分ほどに減ったところで、明石が思い出したように言った。


    　僕は計画と呼べるようなものはなにも考えていなかったので、隣となりの席で海鮮サラダを食べている早さ希きを頼ることにした。彼女ならこの島について事前にインターネットで情報を収集してきているに違いない。


    「ごめんなさい。今回はなにもないんです」


    　早希の返事は意外だった。てっきり詳細な地図をプリントアウトして、観光スポットをいくつかまとめてきているものと僕は思い込んでいた。


    「わたしの検索能力が低かったのか、この島が辺へん鄙ぴすぎるのか、全然情報が得られなかったんです」


    「今時ネットに情報がない場所なんてあるの？」


    「あるんですね。わたしも驚かされました。日本の文明化ってまだまだ途上だったんです」


    　そんなことを話していると、早さ苗なえ先輩が驚いたように会話に入ってきた。


    「あんたたち、流星群を見に来たんじゃなかったのー？」


    「え、流星群ってなんですか？」


    「コラー。栄はえある天体観測部の部員でありながら、今回の流星群を知らないとは何事だー」


    「いや、だってついこの前まで受験でしたから。それより今の話、もう少し詳しく教えていただけませんか？」


    「詳しくもなにも、流星群だよ。リューセイグン。ちなみに良りよう平へいくんがたくさんいるのはリョーヘイグンね。なんでも十年に一度の大雨のような流れ星なんだってさー。期間はちょうど今夜から三日間。だからてっきりこれに合わせて旅行に来ているもんだとばかりあたしは思ってたよー」


    　僕は明石と樹さんに流星群のことを確認してみたが、二人とも知らないと答えた。


    「思い出した。でも駄だ目めだよ、サナ姉ねえ」


    　早希はそう言って首を左右に振った。


    「確かに流星群があるのは事実だったと思う。前にどこかのネットの記事で読んだから。でもそれが全然話題になっていないのは、日本では見られないからだよ。まったく、ぬか喜びさせないで」


    　早さ苗なえ先輩は動じない。それどころか待ってましたとばかりに口元を歪ゆがませる。


    「早さ希き。あんたは確かに情報収集は上う手まいけど、もっと知識を応用することを覚えないとダメだよー」


    「な、なに？」


    「確かに今回の流星群は本州では見られない。だから新聞にも出てなければ、テレビでもほとんど取り上げられていない。だけどここはどこ？　東京からずっとずっと南に下った辺へん鄙ぴなところ。もはやちょっとした外国も同然なんじゃないかなー」


    　そこまで聞いて、ようやく僕は早苗先輩の言葉の意図を察することができた。


    「ああ、なるほど。わかりました。つまり……」


    「あ、良りよう平へいくん。わかった？　そうだよ。つまり経度が低いってことだー」


    「それを言うなら緯度だってば」


    　早希はすかさず早苗先輩の間違いを指摘する。


    「あいかわらずあんたってば、細かいところを狙ねらい撃ちにするのが得意だよねー。さておき、これであたしが噓うそをついていないってことがわかったね。さあ、ここで今一度考えよう。今夜はなにをするー？」


    「そこまで言ったらもう決まりじゃないですか」


    　僕はそう答えながら、同時に島の環境について考えた。


    　今日見た限り、この島が相当の田舎いなかだということはわかっている。おそらく夜の闇は深く、鮮明な星空を期待できるだろう。まさに天体観測にうってつけの場所だ。


    　しかし早苗先輩は常に僕の期待を裏切るのだ。


    「もっとも、ここまで話を振っておいてなんだけど、今夜は外出を禁ずるからねー」


    「え、なんでですか？」


    「観測できるのは三日間だけど、ピークは明日の夜なんだってさ。で、これはなんにでも言えることだけど、似たような局面、言うなればコピーなフェイズを繰り返すと、どうしても新鮮味って失われたりするでしょー。それならいっそのこと、一番いい時に一回こっきりこれっきりってことにしたほうが楽しいと思うわけ。ファーストインプレッションはお大事にー、ってね」


    　確かに早苗先輩の言うことは一理ある。


    　僕は早苗先輩を除いた三人と話し合うことにした。その結果、流星群の観測は一番見ごたえのある明日にしようという意見でまとまった。


    「でも、それなら今夜は代わりになにをします？　結局話が振り出しに戻りましたね」


    「いくらでもあるぞー」


    　早苗先輩は足元から自分の旅行バッグを持ち上げ、テーブルの上に中身をばら撒まいた。


    「トランプ。ＵＮＯ。ジェンガ。オセロ。特に一押しはこれだね。カタン。島をみんなで開拓するドイツのゲーム。あたし、前々からこれをやりたくて頭数がそろうのを待っていたんだー」


    　半年前、早さ苗なえ先輩のアパートで夜通しゲームにつきあわされたことを思い出す。


    「……今日って何時に眠れるのかな？」


    　僕が呟つぶやくと、隣となりで早さ希きが諦あきらめたように頭を振った。


    



    　翌日、三月二十八日の朝食は十時にとることになった。思ったとおり昨夜は就寝が遅くなり、当然のように起きるのが遅くなってしまったからだ。


    　食卓には五人のうち一人だけ姿の見えない人がいた。早苗先輩だ。


    「サナ姉ねえは誰よりも余計に寝なければ気が済まないんですよ。たとえそれが長かろうが、短かろうが」


    　早希がパンにマーガリンを塗りながら、もはや自然の摂理であるかのように言う。


    　明石あかしと樹いつきさんは昨日と比べるとかなり大人おとなしかった。


    「……樹じゆ里り、朝は弱いの。低血圧だから」


    　早苗先輩は僕らの食事が終わりかけた頃にようやく食堂に現れた。


    　僕ら四人はすでに外出着に着替えていたが、彼女は未いまだに寝巻き姿のままで、髪に櫛くしも入れていなかった。


    「……むう」


    　早苗先輩はテーブルにつくと、ぼんやりしたまま食事を口に運んだ。それからふと正面に座っている明石と樹さんを眺めて口を開いた。


    「ねー。君たちって、昨夜みんなでゲームをしたあと、部屋に戻ってから露ろ骨こつにアバンチュールしてないよねー？　たとえばセックスとかさー」


    　僕は危うく口に含んだミネストローネを噴き出しそうになった。


    　寝ぼけているのか、覚かく醒せいしたうえで喋しやべっているのかはわからない。どちらにしろ好ましい発言ではないけれど。


    　隣となりの席では早希が非難めいた視線を早苗先輩に送っていた。


    　一方、樹さんはコーヒーカップを持ったまま固まっている。いかに恋愛の話が好きな人とはいえ、これは手に余る話題だろう。


    「ハ、ハ、ハ」


    　明石が乾いた声で笑った。だけど目は全然笑っていなかった。


    「イヤだなあ、早はや川かわ先輩。俺らまだ高校生っスよ。巷ちまたじゃ高校生は乱れまくりやりまくりなんて言われてますけど、実際はそんなこと全然ないっスから。俺らピュアな関係なんスよ。いや、本当に」


    「フィジカルが目当てじゃなくて、心の繫つながり信じるメンタリティー？　うんうん。それは素敵だね。生き物の本能としてはどうだかわかんないけどー」


    「そういう早はや川かわ先輩たちこそ昨夜はどうだったんスかねえ。夜よ這ばったり、夜這われたりしてないんスか？」


    「こっちのフロアは部屋が三つ連なっていたからねー。もしも誰かがなにかを企てようとも、三権分立的に互いが互いを監視するようになっちゃってたわけだ。いわゆる三すくみ？　だから生あい憎にく、明石あかしくんが思うような展開には進展しなかったねー」


    　なんだか朝からよくわからない応おう酬しゆうになってきた。夜ならいいというわけではないけれど。


    「サナ姉ねえ。そんなことよりも今日はこれからどうするの？」


    　軌道修正とばかりに、早さ希きが会話に割って入った。


    「ん？　だから流星群を見るって決めたじゃない。そのために昨夜は外出禁止令まで出したんだからさー」


    「だからそれは夜になってからの話でしょ。昼間はなにをしようか、って言ってるの」


    「うーん。そうだね。せっかく島まで来たからには海で泳ごうかー？　いや、でもちょっとこの気温は微妙かもしれないね。まあまあ暑いけど、うだるほどってわけでもない。まあ、実際にはまだ三月だしね。ねえ、いっそのことここは昼寝とかうたた寝とかまどろみ消去ってのはどうかなー」


    「スイミングと睡眠をかけてるつもりかもしれないけど、その手の冗談ってもう化石だから」


    　そんなことを二人が話していると、近くにいたホテルの主人が声をかけてきた。


    「観光場所を決めかねているようでしたら、いっそわたしが案内いたしますかネ？」


    　未いまだにカタコトの話し方を続けているところから、まだ自分たちのことを島民だと言い張りたいのだろう。


    「大丈夫です。心配には及びません」


    　僕は島民を追い払おうとしたが、明石に反対された。


    「勝手に決めるなって。明日には帰らなきゃいけないんだから、実質的に羽を伸ばせるのは今日だけなんだぜ。効率よく遊ぶためにも、ここは現地の人の力を借りるべきだろうよ」


    　現地の人なものかと言いたかったけれども、おそらく地理に詳しいのは事実なのだろう。僕は明石に言い返すことができなかった。


    「じゃあさ、どんな観光スポットがあるわけー？」


    「いくつかありますヨ。この日のためにいろいろ準備してきましたからネ」


    「準備？」


    「あ、いいえ。こちらの話です。たとえば今日なんて、そう。ヨットなんてどうかナ？」


    「「「「「ヨット？」」」」」


    　計らずとも五人全員の声が重なった。


    「興味があるようでしたら、わたしが車でそこまで送ってさしあげますヨ？」


    「すぐそこのビーチじゃなくて？」


    　樹いつきさんが特に興味を引かれたようで、ホテルの主人に食い入るように質問する。


    「いいえ。ここからは少しばかり距離がありますネ。歩いていくと一時間くらいはかかるでしょう」


    「だったら乗せてってもらおうよ。ね、明あきらくん」


    「そうだな。マスター。お願いします！」


    　いつの間にやら目的地が決まったような雰囲気になっていた。


    　島民（というか親しん戚せき）の介入は好ましくないけれど、ここで僕一人だけ反対するわけにもいかない。


    



    　車は海沿いの道を淡々と走っていく。


    　運転席にはホテルの主人、助手席には僕、残りの四人は後部座席に詰めて座った。


    　僕は助手席に乗って、しばらく左手に見える山並みを眺めていたけれど、ふと運転席のホテルの主人に訊たずねてみることにした。


    「なんのために島民だなんて言い張っているんですか？　べつに顔を隠しているわけでもないのに。そもそもこの島はいったいなんですか？　平たい良ら家の別荘地とか？」


    　ホテルの主人は運転が好きなのか、気さくに僕の質問に答えてくれた。


    「そんなに勘ぐらなくてもいいじゃないか。これでも我々は君たちのためにと思って行動しているんだよ。この島だって恋を進展させるためにはなかなかいいロケーションだろう？　もっとも我々がこそこそ動くと逆に君たちが警戒すると思ってね。だから一応顔はさらしたまま、君たちのサポートを行おこなおうってことに……あ！」


    　ホテルの主人はすらすらと陽気に喋しやべったあと、ハッとしたように口を押さえた。それから急に口調をカタコトに戻して弁解を始めた。


    「……な、なんでもない。今のなし。わ、わたしはただのしがない観光地のホテルの主人です。君のことなんて知らない。君と顔が似ているのはたまたまだ。いやあ、偶然って恐ろしいなあ。恐ろしいヨ。ハハハハハ」


    「はいはい。わかりましたから」


    　おそらく親戚の間で正体は隠しておくように決まっていたのだろう。しかしながら彼らの気の遣いどころはズレていると言わざるをえない。今さら彼らが自分たちのことを親戚と認めようと認めまいと、どちらでも構わないのだけど。


    　ビーチには十五分ほどで到着した。車道から見下ろすと海面に浮かぶ一艘そうのヨットと、傍かたわらに立つ島民の姿があった。


    　六人で砂浜に下りていくと、ホテルの主人がヨットの所有者らしき島民に話しかけた。彼もまた僕と同じ顔だが、もはやいちいち突っ込んでいられない。


    　ヨットの持ち主はホテルの主人から事情を聞くと、すぐに僕らへと話しかけてきた。


    「やあやあ。君たちがヨットに乗りたい観光客だネ。幸か不幸か今は君たちしかこの島には観光客が来ていないんだ。だから好きなだけヨットに乗せてあげよう。もちろん初めてだって大丈夫。むしろ初めてのほうがドキドキワクワクするからオススメだネ」


    　それからヨットの構造や乗り方についてレクチャーが始まった。彼の話しぶりは熱がこもっていて、本気でヨットが好きなのだなと思わせるほどのものだった。


    　ちなみに彼の話によると、ここにあるヨットはディンギーという二人乗りのものだそうだ。


    　説明の途中で、早さ希きが僕のシャツの裾すそを引っ張っていることに気がついた。


    「どうしたの？」


    「確か平たい良らさんの親しん戚せきの人たちって、それぞれ得意分野みたいなものを持ってましたよね？」


    「そういえばそうだったね」


    　僕は去年のイケメンコンテストを思い出す。親戚たちはそれぞれ一いち芸げいに秀でており、その力を合わせることで宿敵の宗むな像かた宗そう助すけに打ち勝つことができたのだった。


    「となると今ヨットについて喋しやべっているあの人も、実はその道のプロだったりするんでしょうか？」


    「かもしれないね。案外、マリンスポーツのインストラクターだったりして」


    「わたし、あまり本格的すぎると逆に気が引けてしまうんですけど」


    　そんなことをボソボソと話していると、持ち主による説明が終わった。


    「ま、なんだかんだ言ったところで、最後はやっぱり体で覚えてもらうしかないんだヨ。習うよりも慣れろってやつだ。要は自転車と一緒だと思えばいい。さあ、誰かやってみたい人はいないかナ？」


    　ナ、のところで熱い視線が送られてきた。明らかに僕らを乗せたがっているのがわかる。


    「平良さん、どうしますか？」


    　早希に問われて、僕はしばし返答に困った。


    　せっかくここまで来たからには乗っていかないと損な気もする。しかし僕はあまりスポーツが得意ではない。それに根がインドア派なので、チャレンジ精神が旺おう盛せいともいえないのだ。


    「そういう早希は？」


    「え？　わたし？　えーと、わたしは……どっちでもいいです」


    　互いに踏ん切りをつけられずにいると、ヨットの持ち主がひときわ陽気な声で勧めてきた。


    「さあさあ、お兄さん。かわいいカノジョと愛の共同作業で大海へと乗り出そうじゃないか。大丈夫。万が一海に落ちたって死ぬほど冷たいわけじゃない。むしろそれはそれでラッキーじゃないかナ。水に濡ぬれたカノジョを温めてあげる口実ができるんだからネ。ハハハハハ」


    　僕は反射的に顔をしかめた。僕をその気にさせたかったのだろうが、実際には逆効果だった。煽あおられると冷める性質なのだ。


    「このバカ」


    　ホテルの主人が非難がましくヨットの持ち主を肘ひじで小こ突づいていた。


    「……え、ええと。ほかにヨットに乗りたい人はいるかナ？」


    　ヨットの持ち主は場の空気を取り繕つくろうように周りへと呼びかけた。


    　そこに食らいついたのは樹いつきさんと明石あかしだった。


    「ハイ、ハイ、ハ──イ！　樹じゆ里りが乗る。もちろん明あきらくんもやるよね？　二人でビッグウェーブを制覇しようよ！」


    「ああ、もちろんやるさ。こんな面白そうなこと、やらないわけにいくかってんだ！」


    　ヨットの持ち主は計算違いだといった顔をしながらも、二人に指導を始めた。時おり「本当は君たちに乗ってもらいたかった」と言いたげなアイコンタクトが送られてきたが、気づかないフリをしておいた。


    　明石と樹さんはケータイと財布を砂浜に置き、島民から渡された救命胴衣を着用した。


    「よし、行くぜ」


    　明石はヒョイとヨットに飛び乗る。


    　続いて樹さんが乗ろうとするが、水際で困ったように足踏みを始めた。


    「……靴が濡ぬれるのはちょっと困るかも。どうしよう」


    「樹里、ジャンプだ。俺の胸に飛び込んでこい！」


    　明石はヨットの上で悠然と両腕を広げる。


    　樹さんは一瞬頰ほおを赤らめ、それから勢いよく頷うなずいた。


    「うん、飛ぶ！」


    　樹さんはいったんうしろに下がると、徒競走のように姿勢を低くして地面に手をついた。


    「ＧＯ！」


    　明石の合図で樹さんは見事なクラウチングスタートを切る。


    　彼女は水辺の手前で砂の地面を蹴けった。


    　水辺を飛び越えてきた樹さんの体を、明石は真正面からキャッチした。


    　直後、二人の乗ったヨットがグラリと傾いた。


    「あ」


    　誰かがそう呟つぶやいた時には、ヨットは腹を向けるようにして転てん覆ぷくした。


    　浜辺に立っていた僕らの頭に、キラキラと輝く飛ひ沫まつが舞い降りてくる。


    「おおー。これまたスペクタクルなスペクトルだなー」


    　早さ苗なえ先輩は笑いながら両手で飛沫を受けていたが、彼女以外は総じて絶句していた。


    「ハッハッハハハハッハ！」


    「アハハハハハ」


    　海面から顔を出した明石と樹さんは波に揺られながらも大笑いを始めた。


    　早さ希きがそんな二人を眺めながら忌いま々いましげに呟いた。


    「どうして笑ってられるんですか？　全然面白いことなんてないのに」


    　言葉にこそしなかったものの、僕もほとんど同じ意見だった。


    



    　ヨットは二人の島民が海に入って復旧させることになった。マストの先端が海底に突き刺さってしまったらしく、水中でそれを引き抜くのにはずいぶんと時間がかかった。


    　ようやくヨットの直しが成功すると、砂浜で休んでいた明石あかしが「待ってました」とばかりに立ち上がった。ちなみに彼と樹いつきさんは濡れた服を乾かすために持参した水着に着替えていた。


    「よーし。気を取り直して再チャレンジといくか」


    　僕はとっさに口を挟んだ。


    「明石。せっかくあの二人が元に戻してくれたのに、すぐにまた転てん覆ぷくさせたら流石さすがに失礼だよ。ちょっとは自重するべきだ」


    「細かいこと言うなよ。次はヘマなんかしねえから。それにこのまま誰も使わないよりはマシだろう。ヨットは人を乗せるために存在するんだ。それともなにか？　おまえが今から早さ希きちゃんと一緒に乗るのか？　それなら順番は譲ゆずるぜ。愛の共同作業を始めてくれよ。ホラホラ」


    「………………」


    　僕がそういう言い方をされるのが嫌いなことを、明石は実によくわかっている。


    　結局、またしても明石と樹さんがヨットを使うことになった。


    　彼は樹さんを今度は慎重にヨットに乗せると、島民から教わった手順どおりに帆を広げた。


    　思ったよりもヨットは滑らかに海面を走り出した。


    「ほお？　もしかしたら彼には風を読む才能があるのかもしれないナ」


    　どんどん浜辺から離れていくヨットを見ながら、持ち主の島民が真ま面じ目めな顔で呟つぶやいた。本人はすでに海の上なので、たぶんお世せ辞じではないだろう。


    　しかし明石は風は読めても、空気を読む能力は欠けていた。


    　ヨットはそれから長いこと陸に戻ってこなかった。


    　島民たちが何度かそろそろ戻ってくるようにと呼びかけるが、一向にこちらへ旋回してくる気配がない。時おり二人の楽しげな笑い声が波風に乗ってこちらに届くばかりだった。


    



    「樹じゆ里りと明あきらくんが理想のカップルってものを見せてあげる」


    



    　僕はふと、昨日樹さんから聞かされた言葉を思い出す。


    　確かに今、彼女は心の底から楽しそうに見える。


    　しかし周りに迷惑をかけていることにはまったく気づいていないようだ。


    　これが理想的なカップルなのだとしたら、つきあうというのは恥ずかしいことなのではないか、と僕は思ってしまった。


    「なんだか底抜けに楽しそうだねー」


    　ビーチチェアに寝そべっていた早さ苗なえ先輩が立ち上がって僕の隣に並んだ。


    　彼女は泳ぐつもりはなかったようだが、昼寝と日焼けを同時にできるからと言って水着になっていた。変なところで用意のいい人である。


    「あれだけ無邪気、思春期、能天気ぶりを展開されると、呆あきれを通り越して羨うらやましさすら感じちゃうねー」


    「え、先輩。羨ましいんですか？」


    　早苗先輩は顎あごをしっかり引くようにして頷うなずく。


    「うん。ちょっと乗ってみたくなってきたなー」


    「あ、ヨットのことですか」


    「ヨット以外になにかあるのかなー？」


    「い、いえ。なんでもありません」


    　幸いにも僕の勘違いは気づかれなかったようだ。


    「といってもしばらくはヨットに乗るの無理じゃないですか。あの二人は今、自分たち以外にはなにも見えていないようですから」


    「べつにイージス艦を呼び戻すわけでもないんだからさ。イージーイージー」


    　早苗先輩は二人が置いていった荷物に歩み寄ると、屈かがみ込んでケータイを拾い上げた。


    「先輩。なにを……？」


    　彼女は海辺のギリギリに立つと、海の上のヨットに向けてケータイを大きく振ってみせた。


    　距離があるのですぐには気づかれなかったが、ケータイの液晶パネルが太陽の光を反射させたのか、やがてヨットの上の樹いつきさんが訝いぶかしげにこちらを見た。


    　早苗先輩は耳に当てるジェスチャーを何度か繰り返すと、唐とう突とつに大きく振りかぶった。


    　それは放物線を描いて、砂浜とヨットの間に着水する。


    　ヨットから悲痛な叫び声が響く。直後、ヨットは慌あわただしくこちらへ旋回してきた。


    「ケータイ？　さっき空を飛んで海に落ちたのは樹じゆ里りのケータイ？」


    　ヨットから飛び降りてきた樹さんは物凄すごい剣幕で早苗先輩を問いただす。


    　しかし早苗先輩は彼女をするりとかわすと、陽気な声で僕に呼びかけてきた。


    「ヨットも無事に戻ってきたことだし、いざ一緒に乗ろうか、良りよう平へいくん」


    「樹里のケータイは！」


    　樹さんは早苗先輩に追いすがってくる。


    　早苗先輩はまったく悪びれた様子もなく答える。


    「大丈夫、大丈夫。本当にあたしが投げ捨てたと思ったー？　そこまで鬼畜な人間じゃないよ。ホラ、このとおりー」


    　早苗先輩は樹さんにポンと彼女のケータイを放り投げた。


    　キャッチした樹いつきさんはヘナヘナとその場にへたりこむ。


    　遅れてやってきた明石あかしが釈然としない様子で早さ苗なえ先輩に訊たずねた。


    「じゃあ、さっき海へ投げたのは？」


    「誰のなんだと思う？　んんー」


    「……まさか、俺の？」


    　早苗先輩は黙ったまま、含みを持たせた表情でニヤニヤと笑っていた。


    「…………っ！」


    　明石は勢いよく振り返ると、水泳選手のように体をしならせて海に飛び込んだ。泳ぐにはまだ冷たいはずの海を、果敢なクロールで進んでいく。


    「まったく不思議なもんだよね。投げたのはケータイだなんて一言も言ってないのに、勝手に勘違いしてあくせく立ち回るんだからー。疑ぎ心しん暗あん鬼きは怖いなー」


    「とか言いながら、明らかに騙だまそうとしてやってましたよね？」


    「それはどうかなー」


    　ちなみにさっき早苗先輩が投げたのは、ケータイと見せかけてその辺りで彼女が拾った貝かい殻がらだった。距離があったせいで明石と樹さんにはよく見えなかったのだろう。ただ、状況的にケータイだとばかり思い込まされてしまったのだ。


    　早苗先輩は隠し持っていた明石のケータイを取り出すと、「彼氏が戻ってきたら渡してねー」と言って樹さんへ投げた。それから僕に向き直ると、急せかすように両手を打ち鳴らした。


    「良りよう平へいくん。なにを静観してるいるのかな？　さあさあ、乗った乗ったー」


    「え、いや、僕はべつに……」


    「このヨットは二人乗りだって教わったじゃない。平たい良らくんが乗らないとあたしも乗れないんだぞー。ヨーソロー。でもこの船はソロじゃなーい」


    「早苗先輩はヨットは得意なんですか？　ちなみに僕は一度も乗ったことがないんですよ」


    「あたしもないよ。だからこそどんなものなのか体験してみないとねー。なーに、大丈夫。大乗仏教の大船に乗ったつもりにでもなってくれれば。さあ、大航海時代の幕開けだー」


    　思わず今の言葉が『大後悔時代』と変換されてしまったのは、きっとただの偶然ではない。


    「でも、早さ希きさんも乗りたがっているんじゃ……」


    　僕が振り返ると、砂浜に座っていた早希は慌あわてたように手を振った。


    「いいえ、大丈夫です。お構いなく」


    「本当に？」


    「わたし、あまり運動神経がよくないんですよ。それにさっきヨットが引っくり返る様を見て、心底怖おじ気けづいてしまったんですね。どうぞサナ姉ねえと乗ってきてください。お気をつけて」


    「そう？　なんだか乗りたがっているように見えたけど」


    「だって落ちたらどうするんですか？　海には危険がいっぱいですよ。たとえばクラゲの毒はスズメバチと同じように、アナフィラキシーショックを引き起こすものもあるらしいんです。あとアンボイナ貝。毒針をミサイルのように飛ばしてくるそうです。しかも連射が可能。さらに言うなら、ヒトデ。海に落ちてきたお星様とか言って触るのはいけません。自分がお星様になってしまいます。ほかにも枚挙に遑いとまがありませんが、今はとりあえずここでやめておきます」


    「……やっぱり僕もヨットに乗るのはやめようかな」


    　思わずそんな弱音を吐いたら、早さ苗なえ先輩が手錠をはめるかのように僕の手首をガッシリとつかんできた。


    「穴開きＣ級ショックだかアンニュイな貝だか知らないけど、要は海に落ちなきゃいいんだよー」


    　僕はグイグイとヨットへ連行されていった。


    



    　案の定、早苗先輩のヨットは惨さん憺たんたるものだった。


    「鈍角ターン！」


    「次は直角ターン！」


    「でもって鋭角ターン！」


    　早苗先輩は珍奇なかけ声とともに、強引にヨットを操作しようとした。


    　これはヨットの持ち主が最初に説明してくれたことだが、ヨットは帆の角度によって進行方向を変える。


    　しかし早苗先輩はそれを知ってか知らずか、ひたすら重心移動でヨットを操ろうとした。つまりバイクでコーナーを曲がるように、体を内側へ傾けようとするのだった。


    　もちろんヨットはバイクではない。だから当然、船体はバランスを崩くずして倒れそうになる。そこで僕が慌あわてて外側に体を傾けてバランスを保つのだった。


    　結局、三十分にわたる僕のヨット体験はこのバランス中和作業の繰り返しだった。ある意味、同乗者との共同作業と言えなくもない。


    「いやー、ヨットってもっとオットットってなるのかと思ってたけど、意外と安定感があるんだねー。これは確かに体験してみないとわからない面白さだー」


    　砂浜に戻ってきた僕がしばらく座ったまま動けずにいる一方、早苗先輩はお気楽な調子でそんな感想を述べていた。


    「平たい良らさん、大丈夫ですか？」


    　早さ希きがやってきて心配そうに訊たずねてきた。


    「まあ、どうにかね」


    　そう言って立ち上がろうとしたけれど、急に足場がぐるりと回ったような感覚に襲おそわれ、僕は慌ててその場に手をついた。


    「あ、あれ？　おかしいな」　


    　時間を置いて何度か立ち上がろうと試みるのだけど、なかなかその地面が動いているような感覚は抜けなかった。


    「もしかして船酔いになったんじゃないですか？」


    「これが……？」


    　最初はなかなか信じ切れなかった。フェリーではなんともなかったので、船酔いなど自分には無関係だと思い込んでいたのだ。


    　このあと僕らは再び島民の車でべつの観光スポットを見て回ることになったのだけど、終始僕の意識はぐらぐらしていて、ほとんど観光を楽しむことはできなかった。

  


  
    



    　　　第四章　早はや川かわ早さ苗なえの告白


    



    　ホテルに戻ってきた僕は、夕食のあと、五分だけ休むつもりで自室のベッドに横になった。


    　食後の眠気もあいまってか、気づいた時には二十一時を回っていた。


    　夜には流星群を見る予定だったことを思い出し、僕は慌あわてて部屋を出る。


    　早さ希きも早苗先輩も部屋にはいなかった。階段を下りて明石あかしと樹いつきさんの部屋もノックしてみたけれど、こちらも同じことだった。


    　一階まで下りていくと、島民たちがロビーに集まってざわざわとしていた。昨夜も何人か島民を目にしていたけれど、今日はざっと六、七人はいるようだった。


    「なにしてるんですか？」


    　覗のぞき込んでみると早苗先輩が輪の中心になってトランプに興じていた。どういうルールで遊んでいるのかはわからなかったけど、ここ一番とばかりに場が白熱しているのは伝わってきた。


    「さあ、これで決着だー。ロイヤルストレートティースプラッシュー」


    　早苗先輩は意味不明な決め台詞ゼリフとともに手札をテーブルに広げた。


    　その途端、島民たちから感嘆と賞賛がない交ぜになった呻うめき声が上がる。


    「スゲー、スゲーぜ！」


    「本当に最後の最後で逆転されちまったナ」


    「宣言どおりだネ。いったいどうなってんだろう？」


    　早苗先輩は余裕とも狡こう猾かつとも思える表情でニヤニヤと笑っている。


    「それは神ならぬ、あたしのみぞ知るってやつですからねー」


    「平たい良らさん。目が覚めたんですね？」


    　テーブルから少し離れたところに早希が立っていた。


    「ごめん。どうやら寝ちゃっていたみたいで。明石と樹さんは？」


    「あの二人ならさっき流星群を見に外へ出ていきました。たぶん船着き場の近くの浜辺に行ったんだと思います」


    「もしかして僕が起きるのを待ってた？　ごめん。構わずに行ってくれててもよかったんだけど」


    「いいえ。サナ姉ねえ曰いわく、このゲームは暇ひま潰つぶしではなく、流星群を見に行くために必要なステップなんだそうです。まあ、わたしにもよくわかりませんけど」


    「必要なこと？」


    　早苗先輩のほうを見ると、彼女は両手を広げて勝利の対価を請求しているところだった。


    「さあさあ。敗者は黙って戦利品をプレゼント・フォー・ミー。三つ数えるうちに貢みついでこーい」


    「うーん。仕方がないネ」


    　ホテルの主人は立ち上がると、フロントの奥の部屋からなにかを取って戻ってきた。


    「くれぐれも無茶だけはしないでくれたまえヨ」


    　早さ苗なえ先輩はそれを受け取ると、フンフンとハミングしながら僕らのところへやってきた。


    「グッドアフタヌーン、良りよう平へいくん。これまたグッドなタイミングで復活してきたね。ちょうど準備も整ったことだし、いざ出かけようかー」


    「どこにですか？　というか今もらったのはなんですか？」


    　早苗先輩はあっさりと手の中のものを僕に見せてくれた。


    「え、車の鍵かぎ？」


    「そうだよ。カーのキー。といってもカーキ色じゃない。なんの変哲もないただのカギだねー」


    「それをどうするつもりですか？」


    「もちろんキーはカーにイン。でもって山の上にゴーイングー」


    「山の上？」


    「良平くん。目の穴開いてこれを見なー」


    　早苗先輩は僕に向けて一枚の紙を広げた。それはパンフレットのものよりも詳しい島の地図だった。


    「平たい良らくんが寝ている間にいろいろ情報収集をしたんだよ。そしたらね、この島の真ん中の山に天文台があることを発見したんだー。もっとも今は使われてなくて、中には入れないんだってさー。でもこの島で最も高い位置であることに変わりはないわけ。天体観測部としては是非ともここで星空に挑むしかないよねー」


    「そのためにどうしてわざわざトランプ勝負で車の鍵を？」


    「わかってないなー、良平くん。あたしはわかってるんだぞー。良平くんは島の人たちにあんまり首を突っ込んでもらいたくないって思ってることをねー」


    「確かにそうですけど、だって仕方がないじゃないですか。みんなで移動するためには車でないと不便なんですから」


    　それに思ったよりも島民たちは妙な介入をしてこない。時おり変なことを言ってくることもあるが、いつぞやのように無む理り強じいをしてきたり、入れ替わりを画かく策さくしてくるようなこともなかった。おおむね良心的に旅のサポートをしてくれている。


    「だいたい鍵だけもらったって、いったい誰が運転するんですか？」


    「良平くんは車の免許持ってるかな？」


    「いいえ。車どころか、原付きすら持っていませんよ」


    「早さ希きはー？」


    「わたしまだ十六なんだよ。持ってたら法的におかしいから」


    「それならあたしがやるしかないよねー、ドライブ。ドライなライブでブンブンブーン、っと」


    　しばらく僕は早さ苗なえ先輩の言葉を理解することができなかった。


    「……早苗先輩が運転？」


    　早さ希きが呆あきれたようにため息をつく。それは早苗先輩にではなく、僕に対してだったようだ。


    「平たい良らさん、ダメですよ。真まに受けてはいけません。冷静沈着に、そして常識的に考えてみてください。法治国家の現代社会が、サナ姉ねえのような自分本位な人間に自動車の運転を許すと思いますか？　いいえ、万に一つも許しません」


    「ああ、それもそうかな」


    「コラコラコラコラコーラコラー。さっきからなにをナチュラルにネガティブキャンペーンしちゃってくれてるかなー。根も葉もないのにそんなことを言うなんて失礼極まりないんじゃないかー？」


    「だってサナ姉の言うことはおおかた信用に値しないんだもの。疑われたくなかったら公的な証明書を提示してみせてよ。そしたらどんな運転だろうと、黙ってどこまでもついていってあげるから」


    「公的な証明書ー？」


    　早苗先輩はクルリと振り返ると、テーブルの上からトランプをかき集める。そしてそれを僕らの前で丹念に切って、カードを扇状に広げてみせた。


    「さあ、この中から一枚だけ好きなカードを抜いてみてねー」


    「そんなことしたってどうせハッタリでしょ。誤ご魔ま化かされないんだから」


    　早希は真ん中から思い切りよくカードを引き抜いた。


    「……え、えええ？」


    　カードを裏返した早希は取り乱したように大声を上げた。


    　早希の手元を覗のぞき込むと、彼女が手にしていたのはトランプではなく運転免許証だった。顔写真はいつにも増してぼんやり眼まなこの早苗先輩だった。


    　早希はブンブンと首を左右に振るう。


    「に、偽物に決まってる。サナ姉、公文書の偽造は犯罪なんだよ！」


    　僕は早希から免許証を貸してもらった。しかしどんなに注意深く調べてみても、偽物だと断定できる箇所は見つけられなかった。


    　それでも念のために早苗先輩にカマをかけてみる。


    「先輩。ここに書かれているＡＴ限定ってどういう意味ですか？」


    「オートマ限定ってことだね。だからマニュアル車は乗れないんだー」


    　僕は車のことはよくわからない。近くの島民に確認してみると、本当だと言われた。


    「……疑ってすいませんでした。丁重にお返しします」


    「うむ。くるしゅうないー」


    　傍かたわらでは早希が未いまだに茫ぼう然ぜんとした顔で立ち尽くしていた。


    「……し、信じられない」


    「ンフフフフー」


    　早さ苗なえ先輩は勝ち誇ったように笑うと、ホテルの外へと率先して歩き出す。


    「それじゃ三人仲良く山の上を目指そうか。それにしてもちょうどよかったなー。免許を取ってから一度も実車に乗ってこなかったんだよねー。でも今日はナビ役が二人もいることだし、ブランクを埋うめるにはもってこいだねー」


    



    「サナ姉ねえの運転は絶対危険です。乗る前からわかっているんです」


    　ぶつぶつと不平を呟つぶやく早さ希きではあったが、約束を破るのは卑ひ怯きようだと思ったのか、車には自みずからあっさりと乗り込んだ。後部座席に座ってシートベルトを何度も確かめるように装着する。


    　助手席には僕が島の地図を持って座ることになった。


    　そして僕の隣となりの運転席には早苗先輩が座る。


    　彼女は意外にもテキパキとした動作で座席の位置やルームミラーの角度を調節している。


    　それにしても摩ま訶か不思議な光景だと思った。早苗先輩がまだ高校にいた頃は、まさか彼女の運転する車に乗る日が来るとは夢にも思っていなかった。いや、今だって上う手まく信じられない。


    　早苗先輩がキーを回すと、エンジンが音を立てて始動する。


    「い、今、変な音がしました。そして不規則な振動まで」


    「普通にエンジンが動き出しただけだから」


    　過剰に怖がる早希を、僕はどうにかこうにかなだめすかす。


    「よーし。いろいろ完了ー。あ、そうだ。ライト・オン」


    　早苗先輩がカチッとレバーを回すと、ライトが前方の車道を照らし出した。


    「それじゃいよいよリフト・オフー」


    　早苗先輩は陽気なかけ声とともに、アクセルを踏み込んだ。


    　いきなり「ガガガガガッ！」という激しい音が響いて車が揺れる。


    「あ、そうかー」


    　早苗先輩は音の原因に気づいたらしく、ブレーキを一気に底まで踏み込んだ。


    　ガクンと車は急停止。時間差でうしろから「ボフッ」という衝撃が伝わった。


    「だ、大丈夫？」


    　振り返ると早希が僕の座るシートの裏側に顔を埋うずめていた。


    「……大事には至っていませんけど、地味に痛いです。シートベルトを過信してました」


    　早希は目め尻じりにうっすら涙を浮かべながら鼻をさすっている。


    　どうやら助手席と後部座席の間が狭いせいで、シートベルトをしていても前にぶつかってしまうらしい。


    　どうにかしなければと思ったが、それよりも先に確かめなければならないことがあった。


    「先輩。今の変な音はなんだったんですか？」


    「あー、単純明解なシンプルプレー。サイドブレーキをかけっぱなしでアクセル踏んじゃったんだ。でもって思わずブレーキ踏んじゃったんだねー。踏んだり蹴けったりだー。まあ蹴ってはいないけど。それにしてもあの程度の速度でも急に止とまるとあんなにガックンコってなるんだね。凄すごいね。これが慣性ってやつか。身をもって体感しちゃったなー」


    「先輩。サイドブレーキは予想外だったとしても、急ブレーキだけは避けてもらえませんか？　早さ希きさんがシートにしたたか顔をぶつけているんですよ」


    「あー。顔はいけないな、顔はー。フェイスはディフェンスしないとねー。以後、気をつけるよー」


    　言うは易やすく行おこなうは難かたし。早さ苗なえ先輩は再び車を発進させたが、言ってる傍そばからタイヤが縁石に乗り上げたり、直進しているだけなのに車体がふらふらと左右に揺れたりした。


    「せ、先輩。乗せてもらっておきながらなんですけど、もう少しどうにかならないんですか？」


    「うーん。きっとベンツのような高級車なら、もっと綺き麗れいに走ると思うんだけどねー」


    「車のせいにしないでください。明らかに先輩の運転技術の問題ですから」


    　振り返ると、早希は車の揺れを大いに被こうむって頭をグラグラさせていた。


    「いっそのこと前に来る？　こっちならつんのめってシートにぶつかることもないし、次にどんな方向に揺れるか一応予想がつくから、多少はマシになると思うんだけど」


    「いいです。そっちのほうがスリルが増してしまう気がするので。こっちで我慢します」


    「無理そうなら、いつでも言ってね」


    　僕はそのあとも何回か早希を気遣ったが、次第に僕自身余裕がなくなってしまった。というのも、車が山道に入ってカーブが増してしまったのだ。ただでさえ普通の道を走るだけでも怖い運転なのだ。道が険しくなれば言うに及ばない。


    「着いたー」


    　早苗先輩は駐車場の真ん中で車を止めると、我先に車を降りた。


    「うーん、やっぱり山の上は空気がうまいなー。ドライブ、アライブ、あー生きているって感じ？　んん？　でも論理的には高いところほど空気は薄いはずだから、これって薄味なのかなー。うーん、よくわからない。まあいいか。さあ、二人とも。降りてこーい」


    　僕はほうほうの体ていで車から出たが、後部座席の早希はなかなか姿を現さなかった。


    「早希？」


    　僕は車の後部に回り込み、ドアを開けて中を覗のぞき込む。


    「……ちょっと酔った、みたい、です」


    　早希はぐったりと座席にもたれかかっていた。


    「おやおや、これはなんだか剣けん呑のんだなー」


    　早苗先輩が僕の横から車内に割り込み、早希の背中をさする。


    「ちょっと外に出て深呼吸したほうがいいよー。ヒッ、ヒッ、フーってな具合にね。それともウップス、ゲップ、オエップ？　吐くならさっさと吐いたほうが楽になるぞー。って、あれ？　なんだかあたし今、刑事ドラマみたいなこと言っちゃった？」


    「そんなに吐く吐く言わなくていいから」


    　早さ希きは忌いま々いましそうに早さ苗なえ先輩を睨にらんだが、語調はとても弱々しかった。


    「そんなに嘔おう吐とすることに対して忌き避ひ意識を持たなくてもいいんだぞー。奇くしくもちょうど周りは総天然色の大自然。ここで吐いたらきっと大地のサイクルに組み込まれるよ。壮大だぞー」


    「それにどうしてそんなに吐くことを勧めるの？　しかも外に。だいたいすぐそこにトイレがちゃんとあるじゃない」


    　早希が目で示した先には公共トイレがあった。


    「狭っ苦しい個室でゲーゲー嘔吐するよりも、外のほうが解放感があって清すが々すがしいかなって思ってさー。それにホラ。せっかくこんな辺へん鄙ぴな島に来てるんだから、そういうワイルドな思い出作りもアリなんじゃないかなーってね」


    「……もういいから、先に行っててよ」


    　早希は辟へき易えきしたように言うと、すがるような視線を僕に向けた。


    「平たい良らさん。すいませんけど、サナ姉ねえを連れて天文台に行っててもらえませんか？」


    「かなり具合悪そうに見えるけど、大丈夫？」


    　すると早苗先輩が「チッチッチ。良りよう平へいくんの無知ー」と歌うようにして口を挟んできた。


    「畢ひつ竟きようとどのつまり要するに、早希はリバースするところを君に見られたくないって言ってるんだよー。わかってない。根本的に女心ってものがわかってないよ、良平くん。こういうのはね、言葉にされる前に水面下で気づいてあげるべきなんだぞー」


    　それならなおさら黙っていてくれればよかったと思う。


    「ハー」


    　早希は深くて長いため息をつく。


    　どうやら一刻も早く早苗先輩を連れていったほうがよさそうだ。


    　僕は車の中の早希に呼びかける。


    「とりあえず先に行くけど、具合が治らないようなら電話してね。ドアはどうする？　このまま開けておく？」


    「閉めておいてください。なにかが開きっぱなしってのは落ち着かないので」


    　僕は静かに車のドアを閉めると、早苗先輩に向き直って言った。


    「先輩。それではこれ以上早希さんに迷惑をかけないためにも行きましょうか」


    「オーケー。って、あれれ？　なんだか何なに気げにあたしが悪者みたいな言われ方してないかなー」


    「そんなことないですから行きましょうよ」


    　僕は適当なことを言って、早苗先輩を車の傍そばから離すように誘導していった。


    



    「そうだ！　良りよう平へいくん。タイム、ストップ、オクロックー」


    　天文台に続く石段に足をかけたところで、早さ苗なえ先輩が唐とう突とつに声を上げた。


    「なんですか？」


    　振り返ると早苗先輩は思いのほか真ま面じ目めな顔をしていた。


    「良平くん。ここに来るまでに星空を見た？」


    「星空？　え、いや、どうでしょうね」


    「大事なことだからよーく思い出して。ただし空を見ないようにしながらねー」


    　僕は腕組みをして記憶を巻き戻してみる。


    「うーん。絶対に見ていないとも言えませんけど、意識的に見たつもりもないですね。車の中では戦せん々せん恐きよう々きようとしていてほとんど周りが見えていませんでしたが、最初に車に乗り込んだ時はわかりません。そもそもいったいなんの話ですか？　あ、もしかして昨日のアレはまだ続いてたんですか？」


    「そう。星空ファーストインプレッション計画ねー。まあ、その様子ならきっとまだ大丈夫かな。視界には入ったかもしれないけど、意識には植え付けられていないみたいだからねー。というわけで、はい。こうやって。こう！」


    　早苗先輩は両手で額ひたいの前で帽子のツバのようなものを作った。よくわからないまま彼女に倣ならってやってみた。当然、視界の上半分が覆われる。


    「このまま天文台への道を進むぞー」


    「えーと、つまりこれは途中で空を見てしまわないためのひさしですか？」


    「そうそう。やっぱり良平くんはわかってるねー。名づけるなら、ファーストインプレッションガーターってところかなー」


    「本当にこんなポーズをしながら石段を上がるんですか？　はっきり言って危ないですよ。視界が狭いってこと以外にも、見た目という意味で」


    「こんなところにほかに人なんていないだろうし、歩くのはそれ相応に気をつければいいだけだよ。ワーニング、ウォーキングー」


    　早苗先輩が一度決めたことを覆くつがえすのは難しい。


    　僕は諦あきらめてその妙なポージングのまま早苗先輩と石段を上がる。


    　幸い石段が短くて、すぐに頂上の天文台に辿たどりつくことができた。


    「ほーう。ここか、ここかー」


    　それは二階建てのドーム状の建物だった。早苗先輩はすでに使われていないと聞いていたはずなのに、正面のドアを何度も押したり引いたりした。当然施せ錠じようされていてビクともしない。


    「先輩。どうやらこっちから上に進めそうですよ」


    　建物の側面から伸びたスロープが二階の屋根にまで延びていた。


    　僕らはそこを上がって建物のテラス部分へと辿たどりつく。


    　建物自体はそれほどの高さはないが、山の頂上からなので島全体をぐるりと見渡すことができる。


    「それじゃあ満を持して星空解禁といこうか。準備はいいかな。三、二、一……ゼロー」


    　僕は早さ苗なえ先輩の合図とともに手のひさしを外し、頭上を仰いだ。


    「…………………」


    　言葉がまったく出てこなかった。


    　同好会に格下げになってしまったとはいえ、仮にも僕は天体観測部に三年間所属していた。星空の情景や、それを見た際の情感を伝える言葉はそれなりに持ち合わせているつもりだった。


    　でも、今夜の星空の下では僕の経験など取るに足りなかった。


    　僕はその場に立ち尽くしたまま、自分という存在を忘れたように満天の星空を見つめていた。


    「あ、さっそく流れ星を発見ー」


    　早苗先輩が僕のうしろの空を指差す。


    「え、どこですか？」


    　僕は素早く振り返ってみたものの、光の軌跡を見つけることはできなかった。


    「あ、今度はこっちだー」


    　早苗先輩は今度は逆方向を示したが、またしても僕は遅れを取る。


    「あ、ホラ。よ、ソレ。そっち、こっち、あっち。良りよう平へいくん、見ている方向がぜーんぜん違うよー。ニッチもサッチもいかないかー？」


    　早苗先輩は次々と流れ星を見つけていったが、ことごとく僕はそれを見逃していった。


    「……まさかとは思いますけど、僕をからかっているわけじゃないですよね？」


    　あまりにも自分だけが流れ星を見つけられないので、僕は思わず早苗先輩を疑った。彼女なら平気でそういうこともやりかねない。


    「そんなにあたしって良平くんに信用がないのかなー。よし、それならいっちょ本気を見せてあげよう。さあ、これならどうだー」


    　早苗先輩は絵画の写生でもするように、両手の指を合わせて長方形の枠わくを作ってみせた。


    「それがなんなんですか？」


    「はいはい、ちゃんと覗のぞき込むー。今からこのフレームの中に流れ星が現れるからー」


    　早苗先輩は僕がそのフレームを覗き込めるように肩をグイグイと寄せてきた。


    「ちょ、ちょっと。先輩」


    　早苗先輩が強引に身を寄せてくるものだから、僕は押されて反対側に転びそうになる。まるで加減というものを知らない。


    　しかしながらいかに早苗先輩であろうとも、そこまで都合よく流れ星を予測できるとは思えなかった。たとえそれがいかに珍しい流星群の日であったとしても。


    　ところがその数秒後、早さ苗なえ先輩の指の中をサッと光の尾が駆け抜けた。


    　たぶん見えていた時間は一秒の半分もなかっただろう。


    　気まぐれのように現れ、刹せつ那なのうちに消えていった。


    　でも、僕は確かにその流れ星を早苗先輩の作ったフレームの中で見たのだった。


    「おおおー。良りよう平へいくん、今の見た？　目撃した？　ジャスト・ルッキングしたー？」


    「え、ええ。み、見ました」


    　僕は茫ぼう然ぜんとしながらも、頭をガクガクと上下に振った。


    「うわー。それにしても本当に的中するとは思ってなかったよー。スゴイねー。スゴイなー。スゴイだろー」


    　思い返せば早苗先輩が高校三年生の終わり頃、新星を発見した時もこういう感じだった。


    　部室に呼びつけられ、無理やり天体観測につきあわされていたら、あれよあれよといううちに大発見の瞬間に立ち会うことになったのだった。


    　早苗先輩は自分が作った指のフレームを興味深そうに眺め回していた。


    　そんな彼女をこっそりと眺める。


    　やっぱりこの人にはかなわないな、と僕は思った。


    



    　それからしばらくは各々のペースで天体観測を続けた。


    　ふと気がつくと早苗先輩の姿が見えなくなっていた。


    「先輩？」


    　テラスの上をぐるりと見回すと、彼女は僕の足元で仰向けに寝転がっていた。


    「そんなところでなにしてるんですか。驚くじゃないですか」


    「良平くんもやってみなー。こうすると星空を一望の下もとに見渡すことができるんだぞー」


    　コンクリートとはいえ、野ざらしになっているテラスに寝そべるのには少し抵抗があった。だけど確かに星空を見るのには効率がよさそうなので、僕も早苗先輩に倣ならうことにした。


    「でもこれ、一望の下に見られているのって僕らのほうですよね」


    「まあ、宇宙なんてどっちが下でどっちが上かもわかんないけどねー」


    　そのまま寝転がったまま、僕らは黙って星空を眺めていた。


    「三十」


    　早苗先輩がおもむろに呟つぶやいた。


    「なにがですか？」


    　僕は少しだけ頭を上げて、早苗先輩へ訊たずねた。


    「あたしが見つけた流れ星のトータルだよ。流石さすがは流星群。大おお盤ばん振る舞いだよねー。あ、さらにプラス一。三十一だー」


    　そんなに数えたのかと感心すると同時に、もうそんなに時間が経たっていたのかと驚く。


    「早さ希きさん、ずいぶんと遅くないですか？」


    　僕は起き上がって早さ苗なえ先輩に言った。


    「まー、そうだね。でもそろそろ来る頃じゃないのかなー」


    　早苗先輩は流れ星を見つけることに集中しているせいか、返事が上うわの空だった。


    　ケータイで時間を確認すると、駐車場をあとにしてから三十分ほど経たっている。


    　メールを送ろうかと思っていたら、早苗先輩が明るい声を出した。


    「三十四、三十五！　おー、なんか急に増えてきたぞ。ラストスパートかなー」


    　空を見上げると確かにひときわ流星群が勢いを増しているように見えた。だからこそこのまま早希のことを放っておくわけにはいかないと思った。


    　次の瞬間、反射的に僕は口を開いていた。


    「先輩。数えるのはもうやめてください。少しは早希さんの分も残しておきましょうよ」


    「ん、んんん？」


    「……あ」


    　早苗先輩はむっくりと上半身を起こすと、まじまじと僕の顔を凝視してきた。それから肩を小刻みに震わせながら「くっくっく」と笑い出す。


    「今のはなんだったのかなー。良りよう平へいくんらしからぬ世よ迷まい言ごとだったぞー」


    「こ、言葉のアヤです」


    　僕は早苗先輩から顔を背そむける。


    　我ながら今の発言は意味不明だった。僕らが星を数えようが数えまいが、流れ星の数には変わりはない。まったくもって非科学的なことを大真ま面じ目めに言ってしまった。これで早苗先輩から突っ込まれないわけがない。


    「良平くんがとっても飛んでるトンデモ発言～♪　気持ち先走りすぎ～♪」


    　早苗先輩は起き上がって自前の小唄を即興で歌い出した。


    「間違いだったって認めてるんですから、もういいじゃないですか」


    　早苗先輩は歌うのをやめてくれなかったので、僕は憤然と立ち上がってテラスの端まで移動した。


    「おっとっとー。ちょっとからかいすぎちゃったかー」


    　早苗先輩が向かってくる足音が聞こえたが、僕は早苗先輩に背を向けたまま振り返らなかった。


    「まあまあー。そんなに怒らない、むつけない、腐くさらない。良平くんの言いたいことは本当はしっかり伝わってるんだからさー。言葉ってのは時に間違っているほうがよく伝わったりするものだよね。本当によーくわかったんだよ。良平くんが早希を気遣う心がリアルにアリアリとねー」


    　妙に含みのある言い方のように聞こえたけれど、とりあえず僕は当然のことのように答えておいた。


    「まあ、早さ希きさんは具合が悪いわけですからね。心配するなって言うほうが無理な話なんですよ」


    「……………………」


    　急に早さ苗なえ先輩が沈黙する。


    「ど、どうして黙るんですか？」


    　慌あわてて振り返ると、早苗先輩は口の端はを吊つり上げてニヤニヤと笑っていた。


    「なんですか、そのすべてを見透かしていると言わんばかりの笑い方は？」


    「べつにー。たださ、素直じゃないなーって思ってね」


    「な、なにが素直じゃないっていうんですか」


    「それはもう自分でわかっているんじゃないのかなー」


    　チョン、と人差し指で額ひたいを小こ突づかれた。


    「な、なにするんですか？」


    　抗議しているそばから、早苗先輩はさらに僕の額を二度、三度と突ついてくる。


    「いや、ちょっとやめてください。ストップ。タイム。ポーズですよ」


    　早苗先輩は一向にやめようとはしなかった。


    　その時、山の麓ふもとから「シュルシュルシュル……」という空気を裂くような音が聞こえてきた。


    　僕がとっさに音のほうに視線を向けると、空中で「パンッ！」という音とともに光が弾けた。


    「銃声？　殺人？　ついに孤島でミステリー？」


    　早苗先輩は音しか聞こえなかったらしく、欄らん干かんに身を乗り出して辺りをキョロキョロと見渡している。


    「たぶんあれじゃないですか？」


    　僕は自分たちが泊まっているホテルの方角を指差す。森の切れ目からちょうど船着き場の近くの浜辺を見下ろすことができた。そこには二人組の人影がいて、色とりどりの花火をやっていた。


    「十中八九、明石あかしと樹いつきさんでしょうね」


    　僕がそう言うと、早苗先輩は「なーんだ」と言って欄干から身を引いた。


    　実際にミステリーのようなことが起きても困るわけだけど、早苗先輩の落胆もわかる気がした。僕自身、「また明石たちか」と思ってしまったのも事実なのだ。


    「うーん。それにしてもあの二人って、常に自分たちのワールド全開って感じだね。せっかくの流星群の夜にまさか地上で花火をするなんて、流石さすがのあたしもそんな発想はなかったなー。まったく、天体観測部員らしからぬ連中だー。といってもあの二人は違うんだったっけ？」


    「明石は一応籍は置いていますけど、九割九分幽霊部員です。樹さんは完全に部外者ですね」


    　僕と早苗先輩はしばらく浜辺の二人を眺めた。


    　花火はおそらく島民から買うか譲ゆずってもらうかしたのだろう。季節的には早いが、この島の気温的にはちょうどいいかもしれない。できることなら参加したいとも思った。


    　しかし浜辺の二人は徐々に悪乗りしてきて、打ち上げ花火を海に向けて放ち始めた。火花が海面を照らしなら飛んでいく様さまは幻想的にも見えるけれど、きっと環境にはよくないだろう。道徳的にも感心できる行おこないではなかった。


    「あいかわらずフリーダムな二人だねー。言うなればリーフを汚すスーパーフリーってところかな」


    「ああいうのこそバカップルって言うんじゃないですか。死語かもしれませんけど」


    　僕が忌いま々いましげに答えると、早さ苗なえ先輩はうんうんと頷うなずいた。しかし不意に「でもねー」と言った。


    「もしかしたらああいう二人こそ、本来あるべきカップルなのかもしれないよー。周りに遠慮なんか一いつ切さいしないで、自分たちの望むがままに突き進む。ある意味、利己的な生き物としてはあるべき姿なのかもねー」


    「僕にはよくわかりませんよ」


    「とかなんとか言いながら、良りよう平へいくんもあんなふうに青春を謳おう歌かしたいって思ってたりするんじゃない？　たとえば早さ希きなんかと一緒にさー」


    　僕が返事に窮していると、早苗先輩はあらかじめそれを見越していたかのように笑った。


    「ま、どうせ君たち二人はやれって命令されても、あの二人ほど突き抜けられないだろうけどねー」


    「そ、そういう先輩はどうなんですか？」


    　僕は意い趣しゆ返しとばかりに早苗先輩に問いかける。


    「んー？」


    「先輩も好きな人とあんなふうにバカ騒ぎしたいって思ってるんですか？」


    　早苗先輩はニヤリと口の端はを吊つり上げた。


    「あたしは常にライク・ライクなライフを送ってるぞ。好きな人と、好きなように生きているってことねー」


    「好きな人、いるんですか？」


    　僕は驚いて反射的に追及してしまった。


    　これまで早苗先輩はこの手の話には関心がないものと思ってきた。むしろ世の中のカップルをバカにしているきらいさえあったように思う。


    「うん、いるよ。歴史上でも二次元でもなく、ましてや一次元でもない、三次元立体の人物がねー」


    「それって僕が知っている人ですか？」


    「まー、知ってると言えば知ってることになるのかなー」


    　僕は早さ苗なえ先輩と面識があった人の名前を片端から挙げていった。


    「足あし利かが先輩ですか？」


    「ノンノンノン。いい人だとは思うんだけどねー」


    「じゃあ大学で賭かけをやっていた、トラのお面の人？」


    「久く保ぼくんね。実は未いまだに素顔を見たことないんだー。パスパス」


    「宗むな像かた宗そう助すけ……は流石さすがに違いますよね」


    「もちの論の外。勿もち論ろん外がいだねー」


    「まさか公こう平へいさん？　いや、それもないですよね」


    「ありえないってわかってるなら名前を出すこともないでしょー」


    　最終的に僕はほかに候補者を挙げることができなくなった。


    「まったく。鈍いどころの話じゃないね。むしろわざと知らないフリをしてるのかなー」


    　早苗先輩は頭をカリカリと搔かくと、おもむろに僕の顔へと人差し指を突きつける。


    「誰も彼も、君だよ、君。良りよう平へいくん。ユー・アー・ユー」


    「え？」


    　僕はしばし早苗先輩をぼんやりと見返す。


    　言葉は耳に届いた。頭の中にも入ってきた。だけど言葉の意味は上う手まく理解できなかった。


    　いったい彼女はどういうつもりなのか。


    　いや、どうもこうも額面どおりの意味だとしたら？


    　その場合、僕は真剣に返事をしなければいけないのだろうか。


    　しかしそう考えれば考えるほど、言葉は僕の中から擦すり抜けていくかのようだった。


    



    「……ぷふっ」


    



    　突然、早苗先輩は自分の口元を押さえた。


    　と思いきや、彼女は体をのけぞらせて大っぴらに笑い出した。


    「ッハハハー。アーハハハハッ。面白い、面白いなー。良平くん、反則だってば。エンターテインメントにすぎるよー」


    　その笑い声は高らかで、山の麓ふもとの浜辺まで響き渡りそうなほどだった。


    「な、な、なんなんですか!?」


    　思わず顔や耳が熱くなった。よくわからないなりにも、とにかく自分が笑われていることだけは間違いなさそうだ。


    「良平くんがあまりにも困ったような顔をするもんだからさー。ついついおかしくなって笑っちゃったんだよー」


    　早苗先輩はそう言いながらも、しばらく腹を抱かかえて笑い続けた。しかしやがて苦しくなってきたのか、欄らん干かんにもたれかかると「ふうー」と長く息を吐いた。


    「……やっぱり、僕のことをからかっていただけなんですね？」


    　僕はできるだけ険しい視線を早さ苗なえ先輩へと向ける。


    「心外だねー。そんなことないってばー」


    「じゃあどういう意味であんなことを言ったんですか？」


    「だから好きだから好きって言っただけだよ」


    「ユーモアとか、冗談とか、ジョークとかってことでなくてですか？」


    「疑ぎ心しん暗あん鬼きはいけないよ。あたしは本気。それこそ超異性的な意味でねー」


    　超異性的。果たしてそれは「とても異性的な」ということなのか、「異性を超えている」という意味なのだろうか。


    　僕は疲れを感じてふらふらと欄干に寄りかかった。もはやなにがなんだかよくわからない。


    「おやー。すっかり頭の中グルグル状態？　仕方がないから解説してあげるよ。懇こん切せつ丁てい寧ねいにねー。まずはね、良りよう平へいくんが好きってのは本当。これは前提。世界公認公理。ここは疑うところじゃない。で、次。笑ったのは良平くんの顔が面白かったから。面白いから笑う。これってしごくまっとうな感情の発露でしょー。べつになんにも不自然なことなんかないんだぞー」


    「いや、普通は人の顔を見て笑い出したりしないでしょう」


    「仕方がないよー。だって良平くんってば、いきなり核ボタンのスイッチでも渡されちゃったみたいな顔するんだもの。そんな表情なんて滅めつ多たにお目にかかれるものじゃないからさ、ついつい反射的に笑っちゃったってわけよー」
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    「か、核ボタンを持たされたような顔ってなんですか？」


    「まあ簡単に言えば、驚きと、ちょっとした持て余し感ってところかな。実際、良りよう平へいくんってばけっこう内心であくせく焦あせっていたでしょう？　『すわ、なんか言われた。でもとにかく返事しないと。でもなんて？』ってな具合にさー」


    「いや、だって告白されたら返事はしないといけないでしょう。普通は」


    「ところがどっこい、どんとこい。あたしはそんなことぜーんぜん求めてないんだ。というかね、あたしはべつにつきあいたくて告白したわけじゃないんだぞー」


    「どういうことですか。意味がわからないんですけど」


    「わかんないかなー。あたしはね、好きってことと、つきあうってことはべつのものだと思ってるのね。好きな相手と一緒にいて、それで楽しかったらまた遊べばいい。ただそれだけのこと。だからあたしは今日、良平くんと一緒にヨットに乗ったり流星群を見たりして遊んだわけー。それだけで存分に満足なのに、さらにつきあうとかつきあわないっていう取り決めをしなきゃいけないのは、正直ぶっちゃけ面めん倒どう臭い。というか必要性を感じないんだー」


    　早さ苗なえ先輩はそんな恋愛を否定しているような、そうでないようなことを飄ひよう々ひようと語った。


    　僕は試みに彼女に訊たずねてみる。


    「じゃあ普通につきあっている人たちのことはどう思ってるんですか？　たとえば明石あかしと樹いつきさんのようなカップルについて、ってことですけど」


    「あれは不安なんだと思うねー」


    「不安？」


    「そう。互いに好きなのはわかっているくせに、それを目に見える形にしないと落ち着かないんだろうねー。世の中すべてのカップルがそうだとは言わないけど、少なくとも明石くんとその彼女は間違いないね。不安でしょうがないから、あんなにつきあってるってことを主張したがるんだろうねー」


    「……人前で抱き合ったり、食事を互いに食べさせ合ったりとかですか？」


    「その点、あたしはつきあうってことにはこだわらなくていいって思ってるんだ。本当に相手のことが好きであればよりいっそうねー」


    　僕はしばらく早苗先輩の言葉について考えてみた。


    「本当に好きであれば、つきあうことにこだわらなくてもいい……」


    　僕はぼんやりと早苗先輩の言葉を繰り返す。


    　今日や昨日、いやそのずっと前から僕はいろんな人たちから「好きならつきあえ。つきあわないのはおかしい」と言われ続けてきた。まるでそれが唯一の正解であるかのように。


    　しかし早苗先輩の考えはみんなのものとはまったく逆だった。そしてこちらのほうが僕にはしっくりくるような気がした。


    「……先輩。ありがとうございます」


    「んん。いきなりなんだー？」


    「いえ、個人的なことなんですけど、なんか早さ苗なえ先輩の考え方っていいなって思いまして」


    「ふーん。よくわからないけど、リスペクトされて悪い気はしないね。そうだろ、そうだろー。あたしの言うことは常に正しいんだよー」


    　早苗先輩はすぐに調子に乗って笑っていたが、やがて思い出したように顔を上げた。


    「そういえば早さ希きがまだ来てないんだったね。流石さすがにちょっと様子を見に戻ろうかー？」


    　僕は早苗先輩のあとについて天文台のテラスから降りた。


    　駐車場に戻って車の中を見てみると、早希は後部座席に横になって寝息を立てていた。


    「おやおや。こんなところで寝入っちゃうなんて珍しいなー。昔はよく枕が変わると絶対に眠れないとか言ってたくせにー」


    「今日はあちらこちら回って疲れたんですよ。もっとも、ここに来るまでの精神的な疲労がかなり大きかったと思いますけどね」


    「うーん。確かにちょっと悪かったとは反省しているよ。仕方がない。今日はもう帰ろうか。無理に起こすのも忍びないしねー」


    「そうですね。でも、来る時以上の安全運転でお願いしますよ」


    　僕は厳重に釘くぎを刺してから、早苗先輩の車に今一度乗り込んだ。

  


  
    



    　　　第五章　早はや川かわ早さ希きの告白


    



    　卒業旅行の最終日となった、三月二十九日。


    　朝食の席は昨日とほとんど変わらなかった。食べ始めた時刻も同じであれば、座席の配置も一緒、そして早さ苗なえ先輩だけ起きてこないのもあいかわらずだった。


    「昨夜はおまえら何時に寝たんだ？　なんだか上からほとんど物音が聞こえてこなかったみたいだけどさ」


    　明石あかしがパンを嚙かみながら僕に訊たずねてきた。


    　僕は口に含んだ牛乳を飲み下してから答える。


    「時間を見てなかったからよくわからないけど、一昨日おとといと比べたらかなり早かったはずだね。たぶん日付が変わる前にはもう自分たちの部屋に戻ったんじゃないかな」


    「なんだかずいぶんと健全な生活だな。せっかくの卒業旅行も今日で最後なんだぜ。もっとはっちゃけておけよ」


    　明石の変な説教を受け流しながら、僕は黙々と食事を進めていった。


    　隣となりに座っている早希は三枚目の食パンに手を伸ばしたところだった。昨夜はあれからそのまま熟睡してしまったようだが、今ではすっかり体調はよくなったみたいだった。


    「ふう。食った食った」


    　明石が腹部をポンポンと叩たたき、満足げに息を吐く。


    「あーあ。このままずっとこの島で暮らせたらいいのにな。食事には困らないし、勉強に追い立てられることもない。娯楽がちょっと少ないのが物足りないけれど、おおむねいいところだよな。今日の夕方には帰らなきゃいけないってのはダルすぎるぜ」


    　自分で滞在費を払っているわけではないからね、と言おうと思ったけれど野や暮ぼったいのでやめた。


    「で、例によって今日はこれからどうするんだ？　なにか案がある奴やつはいるか？」


    　明石がまるで部長のようにそう言うと、待ってましたとばかりに樹いつきさんが手を挙げた。


    「ハイハイハイ！　昨日回れなかった、島の反対側にあるっていう間かん欠けつ泉せんが見たい！　ボーン、ズボボーンってやつ。樹じゆ里り、これを見ないと絶対に帰れない」


    「お、いいね。それにしようぜ。オイ、平たい良らたちもそれでいいか？」


    「僕としては異論はないけど、まずは早苗先輩を起こしてからでないとね」


    　時計を見ると十時四十分を回っていた。昨日よりもわずかに遅い。いや、一昨日よりも早く寝ているのだからこれは充分に遅いと言える。


    「べつにいいじゃんか。寝てたい人は寝させておけば」


    　明石は面めん倒どう臭そうな顔をしたが、僕は早苗先輩を放っておくわけにはいかなかった。


    　僕は立ち上がって早さ希きに声をかける。


    「先輩を起こしに行くから一緒に来てくれないかな？」


    「ちょっと待ってくださいね」


    　早希は食べかけの食パンをテキパキと食べ終えると、コップの水を飲み干して立ち上がった。


    「はい、お待たせしました」


    　明石あかしと樹いつきさんを食堂に置いたまま、僕と早希は階段を上って四階に向かった。


    　僕は早さ苗なえ先輩の部屋の前に立つとまず二回、それから少し間をあけて三回ドアをノックした。


    「先輩。もう十時五十分ですよ。帰りの船まであと五時間弱です。そろそろ起きて行動しましょう」


    　しばらく待ってみたが、ドアの向こうからはなにも返ってこなかった。


    「もしかして昨日、僕らが寝たあともずっと一人で夜よ更ふかししていたのかな？」


    「ありえなくはないですね。一人将しよう棋ぎとか、一人ジェンガとか、一人双すご六ろくとか普通に深夜でもやりかねません。それで遅刻してきても、『昨日はあんまり寝てないから』って真顔で主張したりするんですよ、サナ姉ねえという人間は」


    　僕は試しにドアノブに手をかけてみた。すると鍵かぎがかかっていないことがわかった。


    「自分のアパートも施せ錠じようしない人ですからね。逆に律りち儀ぎにかけているほうが意外ですよ」


    　早希は今さら驚くでも呆あきれるでもなく、淡々と言った。


    　なにはともあれドアが開くからには入ってみるしかない。


    「それじゃあここからは君に任せるよ」


    　僕はいったんドアの前から立ち退のいて早希に先頭を譲ゆずった。


    　曲がりなりにも年上の女性が泊まっている部屋なのだ。本人は気にしないかもしれないが、やはり遠慮なしに踏み込んでいいとは思わない。


    「それでは立ち入り調査を行おこないます」


    　早希はドアを開けるとツカツカと中に入っていった。僕は少し距離を置いてからあとに続く。


    「サナ姉！」


    　早希が鋭く呼びかけたのは、ベッドの上にこんもりと膨ふくらんだ掛け布ぶ団とんだった。いかにも中に潜もぐっています、と言わんばかりの丸まりっぷりだった。


    　早希は両手を腰に当てて、そこに向かって険しい声で呼びかける。


    「さっさと起きてよ。みんな迷惑しているんだよ。朝ご飯もさっさと食べて。でないとせっかく作ってくれたホテルの人に失礼じゃない」


    　早希はそう言うと、枕元の置き時計を手に取った。


    「猶ゆう予よは一分。それが過ぎたら強硬手段に移るからね」


    　キッチリ一分後に、早希は有無を言わさず掛け布団を剝はぎ取った。しかし中にあったのは二つの大きな枕だった。バランスよく縦に置かれていて、いかにも中に人が入っているように仕掛けられていたのだった。


    「またこんな幼稚っぽいことを」


    　早さ希きは荒々しく枕をベッドから取り除いたが、もちろんその下に早さ苗なえ先輩が隠れているわけでもない。


    　早希は怒いかり肩になりながら、クローゼットやユニットバスなど、人が隠れられそうな場所に次々に目を通していった。しかし早苗先輩を見つけられなかった。


    「……まったく。今日で旅行が終わるっていうのに、こんな時間を無む駄だにするようなことばかりさせて。平たい良らさん。すいませんけど自分の部屋を見てきてくれますか？　わたしも自分の部屋を調べてきます」


    「うん。わかった」


    　僕は早希といったん別れて自分の部屋をチェックしたが、早苗先輩の姿はおろかその気配すらも感じ取ることはできなかった。


    　部屋から出ると早希も一人で廊下に出てきたところだった。それだけでもう結果を訊たずねるまでもない。


    「とりあえずもう一度だけサナ姉ねえの部屋を見てみます。ベランダ越しに逃げ回っているとも考えられなくもありませんから」


    　僕は頷うなずいて早希と一緒に早苗先輩の部屋に入った。


    「……あれ？」


    　さっきまでは気づかなかったものの、妙な違和感を覚えた。


    　僕は今一度早苗先輩の部屋を見回す。


    　開け放たれたユニットバスのドア。つけっぱなしの照明。テーブルの上に投げられた持ち込みのゲーム類。椅い子すの背もたれに引っ掛けられた昨日の服、などなど。いかにも早苗先輩が利用していたと言わんばかりの乱れようだ。


    　しかし、この部屋にはなにかが欠けている。


    　僕はハッと気がついて早希に言った。


    「……早苗先輩のバッグがない」


    「え？　あ、本当です」


    　その事実に気づくと、芋づる式に財布やケータイなどの貴重品もないことがわかった。


    「必需品を持って、いったいどこへ……？」


    　早希がぼんやりと呟つぶやいた時だった。


    　不意に僕のケータイが鳴り出した。ポケットから慌あわてて取り出してみると、タイミングを計ったかのように早苗先輩からだった。


    「サナ姉からですか？」


    「うん。とりあえず出てみるよ。もしもし？」


    『おはよう、良りよう平へいくん。さて、ここで朝のお目覚めクイズだ。あたしの今朝の夢の内容を当ててみてね。その一。バースデーケーキの蠟ろう燭そくを吹き消そうとしたらシュガーパウダーが舞い上がっちゃって粉ふん塵じん爆発。その二。爆発からかばってくれた良平くんが顔面に大火傷やけどを負って病院送り。その三。するとどうでしょう。良平くんの顔の皮が剝むけて世紀のイケメンが現れたではないかー。めでたしめでたし。そんなハッピーエンド。さあ、どれだと思うー？』


    「先輩、今どこにいるんですか？　いえ、どこに隠れているんですか？」


    　僕は早さ苗なえ先輩のクイズを頭から無視して訊たずねた。というよりもそれはすでにクイズですらない。ただの夢の報告だ。


    『おやおや、せっかく楽しませてあげようとしたってのにせっかちだねー。ま、ついでだからもう一つだけクイズを出しちゃおう。さて、あたしは今どこにいるでしょうー？』


    　室内はすでに確認済みなので、ケータイを耳に当てながらベランダに出る。タイミングよくかけてきたからには、おそらく外から僕らを見ていたのではないかと思った。しかし僕にはそれらしき人影を見つけることはできなかった。


    「わかりません。先輩からは僕のことは見えているんですか？」


    『ううん。見えてないよ。たぶんそろそろあたしを捜し回っている頃合だろうなと思って電話をかけてみたんだー』


    　噓うそ臭い話だが、早苗先輩ならありえるかもしれないと思ってしまう。


    「じゃあどこにいるんですか？」


    『五ご畳じよう半はん島じま』


    　どこかで聞いたことがある気がしないでもない。


    「適当な地名をでっちあげたりしていませんよね？」


    『酷ひどいなー。良平くんたちが今いるところが四よ畳じよう半はん島じまでしょ。そこから数キロ離れたところにある隣となりの島が今あたしのいる五畳半島なの。疑うんだったらあとで島の人にでも聞いてみなー。ちなみにこっちは広くて大きくて、町もずいぶんと発達してるよ。まさにいい意味で期待を裏切らないリゾート地だねー』


    「なんでそんなところに行ってるんですか？」


    『なんでって、もちろんフェリーだよ。それ以外になにか交通手段はある？　まさか泳いで海を渡るわけにもいかないでしょー』


    「いえ、僕が聞きたいのは理由のほうですよ。どうして急にそっちに渡っちゃったんですか？」


    『それがさー』


    　早苗先輩は苦笑しながら長々と話し始めた。


    『ホラ、あたしって裏技めいた一いち芸げい入試で大学に受かったじゃない？　でもそれは決していいことだけじゃなくて、とある天文系のゼミナールに所属することが義務付けられていたんだねー。まあ、去年はそこらへんの事情がよくわかってなくて、あんまりちゃんと行ってなかったんだけど。ところが今年に入ってからゼミの教授に目をつけられちゃって、実は今回もゼミの合宿に参加することになってたんだ。本当は一昨日おとといからだったけどー』


    「え？　だって先輩、昨日きのうも一昨日もこっちの島に普通に泊まっていたじゃないですか」


    『そうなんだよねー。ちなみに合宿の内容は流星群の調査ね。まあ、最初は普通に参加するつもりだったんだよ。ところが折しも良りよう平へいくんたちが隣となりの四よ畳じよう半はん島じまに来るって情報を小耳に挟んじゃってさ。ちょっとだけ寄り道してから合宿に向かおうと思っていたところ、ついつい長居をして二日が過ぎちゃってたってわけー』


    「怒られなかったんですか？」


    『ま、怒られたよねー。今日の朝、とうとうゼミの先輩からお叱しかりの電話をもらっちゃったんだ。だから渋々こっちに移動してきたっていう次第なんだなー』


    　まだ大学生でない僕には、ゼミの重要性というものは正確にはわからない。しかしそれを軽んじてはいけないのは、なんとなくわかる。


    「その合宿ってのはいつまでなんですか？」


    『明日か明後日あさつてまでらしいけど、あたしだけスケジュールの半分を見事にスルーしちゃったからね。もしかしたら居残りさせられるかも。いや、流石さすがにそれはないなー。滞在費もかかるわけだしねー」


    「ということは、今日は一緒に帰れないってことですか？」


    『うん？　あー、まあ、そういうことになるのかなー。そう言われるとなんだか切ないなー。ぶっちゃけうちのゼミの人たちってメタリックのように冷ややかで、ターメリックライスのようにパサパサしてる感じなんだよねー。あーあ、できれば良平くんたちと一緒に帰りたいよー。でもそれもこれもすべては単位のためー。大学生は辛つらいんだー』


    「まあ、なんというかお疲れ様です」


    『あ、そうだ。それと早さ希きに伝えてもらいたいことがあるんだけど、いいかな？』


    　電話を代わったほうが早い気もしたが、一つか二つの伝言だと思ったので素直に請け負った。


    『えーとね、昨夜は無茶な運転で具合悪くさせちゃって悪かったって言っておいて。その代わりって言うのもなんだけど、あたしがいない間に存分に良平くんとの距離を縮めておくように、ってね。あ、これは良平くんに伝えさせるのはマズかったなー。いやー、失敬失敬ー』


    「……早希さんに代わりますね」


    　僕はケータイを早希に手渡し、「先に食堂に戻っているから」と言って部屋を出た。


    　きっと彼女も早さ苗なえ先輩にからかわれるんだろうなと思っていると、案の定ドア越しに「そんなことサナ姉ねえに言われる筋合いないよ！」という声が聞こえた。


    



    　食堂に戻ると、明石あかしが僕を見て首をかしげた。


    「ん、なんでおまえ一人で下りてきてんだ？」


    「早さ苗なえ先輩はいなかったよ。早さ希きは今、先輩と電話中」


    「はあ？」


    　僕は明石あかしに早苗先輩とのやりとりを説明した。要は本来の用事を放っておいて、こちらに寄り道していただけという話なのだ。


    「あいかわらず自分のペースで動く人だな。あの人も」


    「まあ、早苗先輩だからね。予測がつくと思っているほうが間違いなんだよ」


    「それもそうだな」


    　二人で頷うなずき合っていると、横にいた樹いつきさんがおもむろに手を上げた。


    「なんか樹じゆ里り、ピーンと来たんだけどさ、その大学のゼミって本当かな？」


    「え、どうして？」


    　僕は顔を上げて樹さんを見た。


    「樹里はあの早苗さんっていう人のことをよく知らない。でもなんか感じるんだよね。たとえるのなら……右下端のピースに左上端のピースがハマってるような違和感？」


    「いや、それは普通はハマらないものだから」


    　この発言で僕は少なからず樹さんのことを侮あなどってしまった。しかし彼女の次の言葉は完璧な不意打ちとなった。


    「平たい良らセンパイ。もしかして昨日の夜、早苗さんとなにかあったんじゃない？」


    「えっ？」


    　なにか、という曖あい昧まいな言葉のせいだろう。天文台のやりとりを反射的に思い出してしまった。


    「本当になにかあったのか！」


    　明石が俄が然ぜん興味深そうに身を乗り出してきた。


    「べ、べつになにもないよ」


    「なにもないってことあるか。人生は常になにかが起こってるんだ。さあ、昨日の夜のことを吐け。吐いて楽になれ」


    　樹さんが「わかった！」と叫さけんで指をパチンと弾いた。


    「そういえば平良センパイたち、昨日の夜は島の人から車を借りて外に出かけたでしょ？　帰ってきたらすぐに解散して寝ちゃったみたいだけど、きっとその間になにか起こったんだね。たぶん三角関係的なスッゴーイやつが。そう考えると早苗さんが急にいなくなったのも納得できそう」


    　僕は二人の勢いを押し返すように語調を荒あららげた。


    「だからべつになにもないって。昨ゆう夜べは流星群を見ようとして早苗先輩の運転で山の上に行ったんだ。そしたら早希が車酔いを起こしたから、すぐに戻ってきて解散した。それだけだよ」


    　二人はまったく納得しようとしなかった。


    「本当に？」


    「噓うそをつく理由なんてないじゃないか」


    　二人は僕に訊きくのが無む駄だだと諦あきらめたのか、自分たちで昨夜のことを想像で話し出した。


    　早さ希きが僕に告白しただとか、早さ苗なえ先輩が負けじとそれに対抗しただとか。最終的には早苗先輩は僕に振られたのがいたたまれなくて島から出ていったとか、もっともらしく語り出す始末だった。


    「明石あかし。そろそろいい加減にしないと……」


    　僕がそう言いかけた時、電話を終えた早希が食堂に戻ってきた。


    　明石はここぞとばかりに早希のところへ駆け寄っていった。


    「ねえ、早希ちゃん。昨日の夜、平たい良らと早苗さんの間になにがあったんだい？」


    「はい？」


    　早希は困惑したように眉まゆをひそめる。


    　僕は耐え切れなくなって明石の肩をグイと引っ張った。


    「明石。あんまり勝手なことばっかり言ってると、僕だって本気で怒るぞ」


    「なんだよ。おまえが素直に答えないから早希ちゃんに訊いてるんじゃないか」


    「どうせ聞いたって明石たちには理解できないよ」


    「あん？」


    「おまえたちと僕らを一緒にしないでもらえるかな」


    　明石が露ろ骨こつに嫌悪感を示したけれど、僕はひるまなかった。


    　昨夜、早苗先輩から聞いた言葉を思い出す。


    　本当に好きであればつきあうことにこだわらなくてもいい。


    　でも、おそらく彼にこの言葉を言っても理解できないのだろう。


    　好きだったらつきあう。それ以外はおかしい。


    　その程度しか考えていない奴やつに、早苗先輩をあれこれ評価されたくなかった。


    「今日は別行動しよう。一緒にいるのは不愉快だから」


    　僕は明石を真まっ直すぐに見据えながら言った。


    



    　明石と樹いつきさんはホテルの主人の車に乗って、島の反対側にある間かん欠けつ泉せんへと出かけていった。


    「……やっとうるさいのがいなくなったよ」


    　車がカーブを曲がって見えなくなったところで、僕はポツリと呟つぶやいた。


    「平良さんにしては珍しく感情的になってましたよね」


    　ホテルの入り口の階段に腰を下ろしていた早希が、立ち上がってスカートの裾すそを払った。


    「え、そうだったかな」


    「サナ姉ねえもかなりうるさい人ですけど、あの人たちはまたちょっと違いますからね。人間として方向性が違うというか、属している部分が正反対と言いますか」


    　ケータイで時刻を確認すると十一時四十三分だった。帰りの船は十六時の予定だ。


    「あと約四時間か。これからどうする？」


    「どうしましょうね」


    　それこそいつもの調子であれば、早さ希きが事前に印刷してきた地図を参考にして行動すればいいだけだった。でも今回それはない。


    　ホテルにたむろっている島民に訊きけば、徒歩で行ける範囲のお勧めスポットを教えてくれるかもしれない。


    　でも、僕はそれは極力避けたかった。とにかく今は誰からも余計な干渉はされたくない気分だった。


    「そういえばそこの砂浜の先に灯台があるらしいですよ」


    「じゃあそこに行こうか」


    「はい」


    　どうしても灯台が見たかったわけではない。ただゆっくりと時間が潰つぶせればよかった。


    　船着き場の傍かたわらにある砂浜に出ると、早希の言ったとおりその先の岬に灯台のシルエットが見える。歩いていくにはちょうどいい距離のように思えた。


    　しかし砂浜というのは長く歩いてみると、けっこう足腰にこたえることがわかった。


    　気がつけば黙々と足を進めることに専念していた。


    　僕はふと並んで歩いていたはずの早希が遅れがちになっているのに気がついた。


    「ごめん。疲れた？」


    「いいえ。そんなことないです」


    「もしかしてまだ体調が優すぐれなかったりする？」


    「体調？　ああ、車酔いのことですか。もう大丈夫ですよ。あれだけ寝たら、むしろ治らないほうが問題ありますって」


    「なんなら宿に戻ってもいいんだよ」


    「いいです。このまま前進しましょう」


    　早希は僕を追い越していった。そんな彼女を追うようにして僕は砂浜を進む。


    　灯台に着いたのはそれから二十分後のことだった。


    「もうちょっと時間がかかるもんだと思ってた」


    「たぶんこの灯台が小さかったからですね。見た目よりも遠くにあると錯覚してしまったんですよ」


    「なるほど。そうかもしれない」


    　僕は根元の部分から灯台を見上げる。高さはおそらく僕の身長の四、五倍程度か。灯台というよりも寸ずん胴どうなポールという印象だった。


    「そういえば僕は子供の頃、灯台のトウは塔の字だと思い込んでいた時期があったよ。タワーの、塔ね。たぶんそのせいなんだろうけど、灯台ってのは本来的にもっと大きくなければいけないってイメージがあるんだ。だから正直なところこれは……ちょっと騙だまされた気分だよ」


    「ああ、言葉の印象と実物がそぐわない時ってありますよね。あれ？　でももしも灯台のトウがタワーの塔だとすると、塔台ってのは塔の台座って意味になってしまいませんか？」


    「言われてみるとそのとおりだ。そうなると灯台っていうより土台だね」


    「平たい良らさん。今、なんだかサナ姉ねえみたいでしたよ」


    「そうだった？　べつにそんなつもりじゃなかったんだけど」


    「サナ姉のあの駄だ洒じや落れは世間的にはかなり顰ひん蹙しゆくものですからね。気をつけてください。……とか言っておきながら、私もサナ姉の真ま似ねを思いついてしまいました。ためしにちょっと言ってみてもいいですか？」


    「うん。いいよ」


    「あくまでも真似ですからね。『良りよう平へいくん、とうとう辿たどりついた灯台はどーだい？　だいたいでいいから感想を言ってみなー』ってな具合です」


    「ハハハハ。うん。似てる似てる」


    　僕は思わず笑ってしまった。まさしく早さ苗なえ先輩の言いそうなことだ。


    　普段は早苗先輩のことを疎うとましそうにしている早さ希きだけど、なんだかんだいって実の妹だ。


    「……って、あれ？」


    　気がついたら早希は意気消沈したようにうつむいていた。


    　なにが起きたのかと思ったが、ふと早希は早苗先輩と似ていると言われることを嫌っていたのを思い出す。しかし今の場合、彼女から物真似をしてきたのだ。それでも僕が悪いのだろうか？


    「ご、ごめん。その、似てるってのは真似のことであって、君自身が早苗先輩と似ているってことじゃなくて、その……」


    　僕がしどろもどろに弁解すると、早希は視線を落としたまま頭を振った。


    「違います。平良さんのせいじゃありません。これは違うんです」


    　そう言われてもなにが違うのかよくわからない。


    「…………めた」


    　しばらくその場で戸惑っていると、おもむろに早希が呟つぶやいた。


    「え、なんだって？」


    　早希は急に両手の拳こぶしを握ると、勢いよく顔を正面へと振り上げた。


    「平良さん。やっぱり今から昨日の浜辺に行きましょう！」


    「昨日の浜辺って、ヨットのある？」


    「そうです」


    「どうして急に？　昨日はべつに乗らなくていいって言ってたじゃないか」


    「昨日はヨットのこともよく知りませんでしたし、なんだか本格的すぎて難しそうに見えたんです。でも気が変わりました。せっかく普段来れないところに来ているんです。後悔するくらいならやっておくべきなんですよ。だからお願いです。連れていってください！」


    　これまで早さ希きのわがままは「～したくない」といったネガティブなものが多かったけれど、今日の早希のそれは前のめりにポジティブだった。これはかなり珍しいことだ。


    「そうしてあげたいのはやまやまなんだけど……」


    　しかし僕は言葉を濁さざるをえなかった。


    「ここから昨日の浜辺までって、確か歩いていくと一時間くらいかかるって言われなかったっけ？　そうなると往復だけで二時間かかることになるよ。帰りの船には間に合うだろうけど、それだけの距離を歩くのは現実的じゃないと思うんだ」


    「わかっています。だからこそ平たい良らさんに頼んでいるんです。どうにかしてもらいたいんです」


    「うーん」


    　僕は灯台の壁に背中をつけて腕を組む。


    　もしもここが普通の島であれば、バスやタクシーを見つければいいだけだ。しかしここは島民の名を騙かたる親しん戚せきたちが管理する島で、今のところ車は一台しか見かけていない。しかもそれは今、明石あかしと樹いつきさんが使用中だ。まさか今さらこっちに回してくれと頼むわけにもいかない。


    「平良さん、あれ！」


    　唐とう突とつに早希が山沿いの道路を指差した。


    　島民が一人、自転車に乗って走り去っていくところだった。


    「つかまえてください！」


    「ええっ？　つかまえるって、捕獲するってこと？」


    「捕獲するのは自転車だけでいいんです。自転車なら車ほどではないにしろ、充分にヨットのある砂浜と往復できるはずです」


    「そ、それはそうかもしれないけど」


    「急いでください。自転車に逃げられます」


    　僕は早希に押し切られるようにして走り出す。


    　それにしても普段の早希らしくない。


    　まるで早さ苗なえ先輩のようだと思ったけれど、入れ替わっているわけではない。万が一そうしていたとしても、僕は二人を見分けることができる自信がある。


    　僕は島民を呼び止め、どうにか彼に追いつくことに成功した。


    　自転車を貸してもらえないかと頼み込むと、島民は遅れてこちらに向かってくる早希を一いち瞥べつして笑顔になった。


    「是非とも持っていってくれたまえ。若者といったらやっぱり自転車だからネ」


    　気前よく自転車を貸してくれた。


    　追いついてきた早さ希きが満面の笑みを浮かべて僕に言う。


    「流石さすがは平たい良らさん。さっそく向かいましょう」


    　僕が自転車にまたがると、早希はすぐに横から荷台に腰かけてきた。


    「本当は二人乗りは駄だ目めなんだけどね。まあ、この島じゃあ事故なんて遭あわないか」


    　僕はペダルをゆっくりと踏んで自転車を走らせる。


    　基本的に右手に海を望みながら一本道を進むだけなので、迷うことはなかった。


    　やがて見覚えのある砂浜が前方に見えてきた。


    「……あれ？　ヨットが見えないな」


    「場所を間違えたんじゃないですか？」


    「たぶんここでよかったはずなんだけど」


    　もう少し見晴らしのいい場所まで移動すると、ヨットの所有者らしき島民の姿が見えてきた。


    　自転車を路肩に置き、僕らは砂の傾斜を下っていった。


    「おや。良りよう平へいくんに早希ちゃんじゃないか」


    　浜辺の島民は僕らの姿を見ると、人ひと懐なつっこい顔で笑いかけてきた。


    「下の名前を名乗った覚えはないんですけどね」


    「え？　あ、ああ。失礼。昨日の観光客のお二人さんだネ。それでなにか用かナ？」


    　島民は慌あわてて取り繕つくろうが、べつに今さらどちらでもいいのだ。


    「すいませんけど、ヨットに乗せていただけませんか？」


    　早希が前に出て頼み込むと、島民は気まずそうに顔を曇らせた。


    「うーん。悪いけど今日はヨットを出していないんだヨ」


    「え、どうしてですか？」


    　早希が驚いたように目を見開く。


    「実は昨日、君たちが帰ったあとに船体に破損箇所が見つかったんだ。こんなチンケな島だし、修理できるのはいつになるかわからないナ」


    「それはまさか昨日、サナ姉ねえが無茶な乗り方をしたからですか？」


    「どっちかっていうとあの活発な男の子……いやいや。べつに誰のせいってわけでもないヨ。形あるものはいつかは壊れるんだ。それがたまたま昨日だったって話さ」


    「どっちみち、今日のヨットは無理なんですね？」


    「本当は乗せてあげたいんだけど。すまないネ」


    「……そう、ですか」


    　彼女は島民に背を向けると、とぼとぼと砂浜を歩き出した。


    「ど、どこ行くんだよ？」


    　僕は早希を追いかけて前方に回り込んだ。


    「どこにも行きません。というか、どこにだって行けやしませんよ。周りは海なんですから」


    　冷ややかに不満をこぼすその様さまは、不ふ機き嫌げんになった時のいつもの早さ希きだった。


    「そんなにヨットに乗りたかった？　大丈夫だよ。旅行から戻ってからでも、ヨットに乗れる場所なんていくらでもあるさ。インターネットで探せばそれこそ一瞬で見つかるって」


    「そんなの無理ですよ」


    「無理じゃないよ。この島でしかヨットに乗れないってわけでもないんだしさ」


    「わたしは平たい良らさんと乗りたかったんです！」


    　思いのほかはっきり言われたことで、僕は言葉に詰まってしまった。


    　卒業旅行を終えてからは引っ越しの準備が迫っているし、大学生活が始まるとさらに時間は取りにくくなるだろう。慣れれば比較的自由な時間は作りやすいとも聞くけど、どちらにしろそれはまだわからないのだ。


    　しばしの沈黙のあと、早希が小さな声で言った。


    「……どうして急にわたしがサナ姉ねえみたいな我がの通し方をしだしたのか、気づいていますか？」


    「……ごめん。わからない。だからちょっと戸惑ってた」


    　早希は少し間を置いてから、次の言葉を発した。


    「わたしと平良さんってかなり似ていますよね」


    「え、そうかな？」


    「趣味の領域とか、あまり多くの人と関かかわろうとしないところとか、そういう人間のベクトルのようなものが」


    「ああ、そういうことね。確かに僕も君もインドア派ではあるよね」


    「でも、互いにそういう性格だと、組み合わせとしてはよくないと思うんです」


    「組み合わせ？」


    「どっちも遠慮してしまって、物事が動きにくい気がするんです」


    「悪いけどなんの話をしているのかな。抽象的でよくわからないんだけど」


    「その点、平良さんはサナ姉と一緒にいる時はとても楽しそうですよ」


    「えっ？」


    　思わず僕は、まじまじと早希を見つめた。


    　どちらかといえば僕は早さ苗なえ先輩には振り回されているばかりで、ちょっとした被害者のようなつもりでいた。そして似たような境遇にある早希も、当然それをわかってくれているものと思っていた。しかしそれは僕の思い違いだったのだろうか。


    「といっても、べつにサナ姉に嫉しつ妬としてるわけじゃないですよ。……いえ、したくないんです」


    　早希は僕に視線を向けないまま、独白のように続ける。


    「サナ姉と平良さんのつきあいはわたしよりも断然長いわけですよね。それに不満を抱いだくのは歴史に不満を言うくらいお門かど違ちがいなことだってわかってます。だからいっそのことわたしもサナ姉のように振る舞ってみようと思ったんです。そうしたらいろんなことが上う手まくいくのかなって思ったんです。でも駄だ目めでした。根底から失敗です。呆あきれるほど大振りな空回りでしたよ」


    「いいんだよ。べつに自分が慣れていないことはしなくても」


    「でも平たい良らさん。サナ姉ねえとはヨットに乗って、わたしとは乗らなかったじゃないですか」


    「だって君が乗らなくていいって言ってたし、僕もそれなら無理にはいいなって思ったから……」


    「つまりそういうことなんですよ。互いに冷静なことばっかり言って、なにもなさないまま終わるんです。もしかしたらこの卒業旅行だって、明石あかしさんが話を持ってこなかったら一緒には来ていなかったかもしれないんですよ」


    「去年の十一月には一緒に大学祭を見に東京に行ったよね」


    「あれもサナ姉が招待状を送ってきたからです。要はわたしたちって外からの力が働かないと、なにもしないんですよ。決定力に欠けるんです！」


    「…………………………」


    　著いちじるしく悲観的になってしまっている早さ希きに、僕はどんな言葉をかければいいかわからなかった。


    　だからといって伝えるべきことがないということではない。


    　僕は早希の手をつかみ、砂の傾斜を上って自転車のところへ連れていった。


    「乗って」


    　僕は自転車にまたがって早希に台座を指し示した。


    「どこへ行くんですか？」


    「着けばわかるよ」


    「目的地はあらかじめ知っておかないと落ち着かないんですけど」


    「知らない楽しみというのもきっとあるよ」


    「………………」


    「………………」


    　互いに黙り込んだものの、最終的に根比べは僕が勝った。


    　早希が諦あきらめて荷台に腰かけると、僕は強くペダルを踏み込んだ。


    　海沿いの道を走り抜け、途中から山あいの道へと入っていく。


    「もしかして昨日の天文台へ向かっているんですか？」


    「うん。そのとおり」


    「なんのために？　昼間に行っても星は出ていませんよ」


    「星が出てないわけじゃなくて、太陽の光のせいで見えないだけだよ。星はいつだって空で光っているんだ」


    「詭き弁べんですよ。いえ、正論かもしれませんけど、見えないことに変わりはないじゃないですか」


    「そうだけど、それだけじゃないよ。昨日、君は天文台に来れなかったよね。あそこからの見晴らしはすごくよかったよ。昼ならもっといいんじゃないかな」


    「それって山の頂上ですよね？　サナ姉ねえの運転が酷ひどかったせいもあると思いますけど、だいぶ距離があったように思います。それに坂道だらけですよ。自転車で行くのはきつくないですか？」


    「僕が君とそこに行きたいんだ」


    　次第に周囲は木々が深まり、言っているそばから坂道が急になってきた。


    　必然的にペダルは重くなり、自転車の速度が落ちてくる。


    「降りますか？」


    「いいよ。どうにかする」


    　僕はサドルから腰を浮かせて、ペダルを踏み抜くようにして立ち漕こぎをする。


    「無理はしない主義だったんじゃないですか？」


    「え、なんだって？」


    　僕は坂道を上ることに集中していて、早さ希きの言葉を聞き取ることができなかった。


    「……なんでもないです」


    　しばらく進むと小休止のように傾斜が緩ゆるくなったので、僕は息をついてサドルに腰を下ろした。


    　トン、と背中に固いなにかが押し当てられた。


    　肩越しに少しだけ振り返ると、早希が頭をもたせかけてきていた。


    「平たい良らさん。……いえ、良りよう平へいさん」


    「なに？」


    「わたし、良平さんのこと好きなんですよ。知ってました？」


    「……うん。たぶんそうだと思ってた」


    　坂道はまだ比較的緩いままだった。僕はゆっくりと自転車を走らせながら答える。


    「良平さんはわたしのこと、どう思っていますか？」


    　僕はなにかいいことを言おうと考えたけれど、結局は思ったことをそのままストレートに答えることにした。


    「僕も君のこと好きだよ。遅ればせながら」


    「わたしもそこはかとなく知ってましたよ」


    　振り返って確認するまでもなく、早希が笑っているのが僕にはわかった。


    「でも互いに言葉にしたのは今回が初めてですよね？」


    「そうだね。今までこういうことは話してこなかった」


    「どうしてでしょう？　こんなにもすんなりとツーカーだったのに」


    「さっき君は、僕らは組み合わせが悪いって言ったよね。でも僕の見解は違うんだ。僕らはきっと二人でいることが自然すぎたんだと思う。だから言葉で確かめ合う機会が今までなかったんじゃないかな」


    「なるほど！」


    　早さ希きは合が点てんがいったように叫さけんだ。


    「そう考えたほうがよっぽど前向きで、楽しくて、喜ばしいですね」


    　再び坂道の勾こう配ばいがきつくなる。だけど僕はそのままの姿勢でペダルを漕こぎ続けることができた。


    　不意に早希が僕の耳元に唇を寄せてきた。


    



    「わたしたち、つきあいませんか？」


    



    　自転車が「キッ！」と軋きしみを上げて止まる。


    　違う。自転車を止めていたのは僕だった。その証拠に右足が地面についていた。


    「どうしたんですか？」


    「……い、いや。なにか坂が急にきつくなったような気がしたんだ」


    「それじゃあ歩いていきますか？　すいません。ずっと漕いでもらっていて」


    「いや、いいんだよ」


    　口ではそう答えながらも、僕はそれ以上少しもペダルを踏み込むことができなかった。


    　すでに早希は荷台から降りて自転車の横に立っていた。


    「なんだかすごく思い詰めた顔をしてますけど、大丈夫ですか？」


    「……僕は」


    　まともに返事をしようと思っているのに、なぜかほかのことばかり頭に浮かんでくる。三年間彼女が欲しいと言い続けてきた明石あかし。船の上で交わした樹いつきさんとの恋愛トーク。特に昨夜の早さ苗なえ先輩との会話は、まるでついさっきの出来事だったかのように頭の中を巡めぐっている。


    「……良りよう平へいさん？」


    　早希に呼ばれて顔を上げる。


    　そして僕は意を決して彼女に言った。


    「僕は、必ずしもつきあう必要はないんじゃないかと思う」


    「えっ？」


    　瞬間、早希の顔から一いつ切さいの感情が抜け落ちた。


    　誤解されたかと思い、僕は慌あわてて手を振る。


    「ち、違うんだ。つきあいたくないって言ってるわけじゃない。なんていうか、その、君のことは本当に好きだと思ってる。だからこそ安易に『つきあう』っていう枠組みに自分たちを当てはめたくないんだよ」


    　それから僕はしばらく「つきあうことにこだわらなくてもいい」ということについて語った。


    　果たして上手うまく説明することができたかはわからない。


    　しかし茫ぼう然ぜんとしていた早さ希きも次第に相あい槌づちを打ってくれるようになった。


    「良りよう平へいさんって、つきあうということについていろいろ考えているんですね」


    　話を終えると早希は落ち着いた口調で言った。


    　わかってもらえたのだと思い、僕はホッとため息をつく。


    　しかし次の瞬間、彼女はキッと鋭く僕を睨にらみつけた。


    「でも、それってサナ姉ねえの考え方の丸々コピーですよね！」


    　実の妹なのだから、早希が姉の恋愛観を知っていても不思議ではない。不本意だったのは、僕が早さ苗なえ先輩の主張を横流ししているだけのように言われたことだった。


    　僕は強く首を左右に振った。


    「違う。確かに早苗先輩の考えは参考にしたけど、今言ったことは自分でもそう思ったことなんだ」


    「サナ姉からその手の話を聞いたことは否定しないんですね。となるとやっぱりコピーじゃないですか。いわゆるパクリってやつですよ」


    「それなら君は明石あかしと樹いつきさんのようなつきあい方に憧あこがれているってわけ？」


    　意図せず自分の声が刺とげ々とげしくなった。


    「どうして急にその二人が引き合いに出されるんですか？」


    「だってつきあうってことは、多かれ少なかれああいうことじゃないか。自分たちの姿しか見えてなくて、周りの迷惑も考えられなかったり。僕はそんなのは嫌いやなんだ」


    「つきあっている人のすべてがそうだとは限りませんよ」


    「それはそうだけど、少なからずああいうことになる危険性があるって話だよ。僕の言っていることわからない？」


    「わかりません！」


    　僕らの会話はどこまでいっても平行線だった。


    　早希が声を荒あららげて叫さけぶ。


    「さっきから明石さんたちのようにはなりたくないとか、サナ姉の言っていることは正しいとか、ずっと他人のことばっかりじゃないですか！　どうしてわたしのことは考えてくれないんですか？」


    「考えてるよ。だからこういう話をしているんじゃないか」


    「それじゃあ訊ききますけど、どうしてわたしがこんな時に告白したのかわかっているんですか？」


    　明石と樹さんのカップルに感化されて、というのは流石さすがに失礼だと思って口にしなかった。でもほかに思いつくことができなかった。


    「普通につきあいたいだけなら、わたしはずっと前に告白してましたよ。そうしなかったのは、大学受験を控えている良りよう平へいさんに余計なことを考えさせちゃいけないと思ったからです。でも良平さん、卒業したら東京に行くじゃないですか。今まではまだ同じ学校にいるからいいやって自分を納得させてましたけど、遠い。やっぱり東京は遠いですよ。だから今のうちに言うしかないって思ったのに。なのに良平さんは、全然わたしのこと……考えてくれな……」


    　早さ希きの声はどんどん小さくなっていく。


    「……良平さんは、ズルイ。卑ひ怯きよう者ものです」


    　その言葉で僕は頭から血の気が一気に引いた。


    　それがもしも罵ののしり口調であれば、僕は負けじと口論を続けていたかもしれない。


    　しかし早希は哀かなしそうに、ただ独り言のように呟つぶやいただけだった。


    　物静かな口調が、逆に僕の心を深くえぐった。


    「ご、ごめん。僕が浅はかだったよ」


    　僕は慌あわてて頭を下げたが、早希はすでに坂道を一人で下り始めていた。


    　僕は自転車を道路に置いて、早希のあとを追う。


    　すると彼女は急にクルッと振り返ると、僕の横をすり抜けて坂道を上がっていった。


    「……さ、早希？」


    　道路に止めてあった自転車に無言でまたがる。


    　彼女はそのまま僕を置いて自転車で坂を下った。


    　僕が苦労して上ってきた坂を、一瞬のうちにあっさりと。


    　僕は山の中の坂道に取り残された。


    　周囲の木々が、僕を嘲あざ笑わらうかのように葉を揺らしていた。

  


  
    



    　　　第六章　早はや川かわ早さ希きの失しつ踪そう


    



    　歩いてホテルに帰るのには一時間半ほどかかってしまった。


    　もう少し早く戻りたかったのだけど、僕の足は終始砂の中を進んでいるかのように重たかった。


    　エントランスに入る前に駐輪場を確認したら、早希が乗っていった自転車があった。とりあえず戻ってきてはいるらしい。


    　ちなみに車はなかったので、明石あかしと樹いつきさんはまだ出かけたままのようだ。


    　ロビーを通り抜け、階段を上がって四階に辿たどりつく。


    　僕は早希の部屋の前に立ち、少し迷いつつもドアをノックした。


    「僕だけど、戻ってきてる？」


    　返事はない。


    　僕はもう一度ドアを叩たたきながら、向こう側へと訴えかけた。


    「……さっきは本当にごめん。あれから歩きながらいろいろと考えたんだけど、やっぱり僕が悪かったよ。すぐに許してもらえるとは思っていないけど、とにかくもう一度君と話がしたいんだ。出てきてくれないかな？」


    　息を殺して反応を待ったが、結果は同じことだった。


    　僕は自分の部屋に戻ると、ベッドの上に自分の体を荒っぽく投げ出した。


    「……なんなんだ。なんなんだよ」


    　僕はべつに早希を傷つけようとしたわけではない。


    　ただ、僕らは普通のカップルよりもほんの少しだけ特別なんだと思いたかっただけなのだ。


    　そのままベッドの上でふて腐くされていると、ベランダの外から車のエンジン音が聞こえた。どうやら明石と樹さんが帰ってきたらしい。


    　五分と経たたないうちに部屋の中の電話が鳴った。受話器を持ち上げてみると明石からの内線だった。


    「平たい良ら。ちょっとロビーまで下りてこいよ。間かん欠けつ泉せんの話を聞かせてやるから。本当に凄すごかったんだぜ。まるで巨大なクジラの背中に立って、潮吹きを目の当たりにしているような迫力だったよ。ドッパァーン。ズババァーンってな」


    「……悪いけど今はそんな気分じゃないんだ」


    「俺は今、大自然の神秘に触れて心が豊かになっているんだ。さっきのケンカのことはさっぱり忘れてやるから、さっさと俺の話を聞きに来い。わかったな？」


    　明石は一方的に内線を切った。あいかわらず人の話をまったく聞かない奴やつだ。


    　僕は仕方がなく部屋を出てロビーに下りていった。


    　明石あかしは樹いつきさんとソファで談笑していたが、僕を見ると訝いぶかしげに首をかしげた。


    「おい、早さ希きちゃんはどうしたんだ？」


    「どうしたって言われても。呼びつけたのは僕だけだろう？」


    「てっきり一緒に下りてくるんだと思っていたからさ」


    「どっちにしろ早希は興味ないと思うよ。確認したわけじゃないけど」


    　べつに疎うとましそうに言ったつもりはなかった。


    　にも拘かかわらず、またしても樹さんが目をキラリと光らせた。


    「平たい良らセンパイ。今度は早希っちとなにかあった？」


    「そ、そんなこと……」


    　否定しようと思ったけれど、またしても言葉に詰まってしまってしまった。


    　明石が呆あきれたように肩をすくめる。


    「おまえね、せっかく卒業旅行に来たってのに、いったいなにやってんだ？　俺とだったらいくらでも仲なか違たがいしたっていいぜ。でも、なんでよりにもよって早希ちゃんとケンカなんかするんだ？」


    「ぼ、僕だってケンカをしようとしてしたわけじゃない」


    「そうだろうさ。で、早希ちゃんは今、どうしてるんだ？　まさか早さ苗なえさんのようにべつの島に渡ってたりしないよな？　ああ、どっちみち船はまだ来てないから移動のしようがないか」


    「ホテルには戻ってきているみたいだから、たぶん自分の部屋にいるんだと思う」


    「そうか。まあ、そんなに気に病むことじゃないさ。どうせ帰りの船が来たら嫌いやでも出てくるさ。あと一時間もないじゃないか。せいぜい今のうちに謝罪の言葉を山盛り考えておくんだな」


    「ケンカするほど仲がいいってね。ひゅーひゅー」


    　二人の発言は無責任ではあったけれど、多少は僕の気持ちを軽くした。確かに時間が解決してくれることもたまにはあったりするのだ。


    「みなさんそろそろお帰りですか。いやあ、寂しくなりますネ」


    　おもむろに島民たちがぞろぞろとロビーにやってきた。なんだろうと思っていると、彼らは各々さまざまな品物を携たずさえていた。


    「つきましてはこの島ならではのお土産みやげをご用意いたしましたので、よろしければ思い出の品としてお買い求めくださいナ」


    　そう言って彼らは浜辺で拾ってきたであろう貝かい殻がらや、真珠をあしらったネックレス（たぶんガラス）、魚の形のクッキーなどをテーブルの上に並べ出した。よく言えば手作り感のある郷土品、悪く言えば安く済ませた粗悪品だった。


    「なにこれ。ブサブサ～。きゃははは」


    　樹さんはお土産の一つをつまみ上げてケラケラと笑っていた。


    　何なに気げなくそちらに目を向けたところ、僕は思わず「あっ」と声を上げてしまった。


    「平たい良らセンパイって、こういうのが趣味なの？」


    　樹いつきさんは冷やかすように笑いながらその商品を僕に手渡してくれた。


    　それは困った顔で口元を結んでいるマンタのマスコットだった。タグをチェックすると『だんまりマンタ』と記されている。思ったとおり、早さ希きの好きな『のけものけもの』シリーズだった。


    「すいません。これはおいくらですか？」


    　島民に訊たずねると「千円だネ」という答えが返ってきた。


    「意外と高いんですね」


    「一応、海の近くの観光地でしか売ってない限定品なんだヨ」


    「これってほかにもあるんですか？」


    「一品限りだヨ。迷ったら買っておいたほうがいい。こういうのは一期一会だからネ」


    　僕は少し考えた末に、財布を取り出して『だんまりマンタ』を購入した。


    「わわっ。本当に買っちゃってる。平良センパイっておっかしい」


    　樹さんにはまたしても笑われたが、べつに自分のために買ったわけではない。あとで早希と仲直りをしたら渡すつもりだった。


    　ひとしきり物色を終えると、時計が十五時半を回っていた。


    「明石あかし。そろそろ出る準備をしておかないと」


    「そうだな。名残なごり惜しいが、行くか」


    　荷物を取ってくるために、いったん明石たちと別れる。


    　僕の荷物はもとから多くなかったので、準備はすぐに整った。『だんまりマンタ』はいつでも早希に渡せるように、ズボンのポケットに入れておいた。


    　僕は荷物を持って部屋を出ると、今一度早希の部屋の前に立った。


    　深呼吸を二回してから、思い切ってドアをノックする。


    「早希。もう帰りの船が着く頃だよ。とりあえず今は船着き場に向かおう。この便を逃すと次は明日の朝になってしまうからさ」


    　依然として返事はなかった。


    　ケータイで時間を確認すると、刻々と出航時刻が迫ってきている。


    「もう行かないとマズイんだよ！」


    　僕は反射的にドアノブに手をかける。


    　すると施せ錠じようされているとばかり思っていたドアはあっさりと開いてしまった。


    「……早希？」


    　僕は嫌いやな予感を覚えつつ、部屋の中に足を踏み入れた。


    　中は綺き麗れいに片付けられていた。ベッドは丁てい寧ねいに整えられており、ベランダのカーテンも束ねられている。備品の位置も正確だし、床にはゴミ一つ落ちていない。清掃があまりにも行き届きすぎているせいで、まるで最初からここには誰も泊まっていなかったかのようだった。


    　僕は部屋の中をくまなく捜した。けれども早さ希きを見つけることはできなかった。


    　もしかしたら一人で船着き場に向かったのかもしれないと思い、僕は急いでホテルを出た。


    　結果的に島民たちへのあいさつが疎おろそかになってしまったが、時間がなかったので仕方がなかった。


    「遅いぞ、平たい良ら！」


    　船はすでに到着しており、明石あかしがデッキの上から悪態をついてきた。


    　僕は急いで船に乗り込み、息を整えながら明石に訊たずねた。


    「早希はもう乗ってるんだよね？」


    「は？　俺は見てないぞ」


    　明石は混じりけなしの真顔で言った。


    　視線を樹いつきさんへ移すと、彼女は困った顔で首を左右に振った。


    「乗ってないよ。乗ってたら樹じゆ里り、ちゃんと気づいてるはずだから」


    　僕は早希のケータイに電話をかけた。しかし半ば予想どおり、電波が届かないという音声メッセージが流れるだけだった。


    「どうするんだ。もう出航だぞ？」


    　明石に言われるまでもない。僕だってそんなことはわかっている。


    「……僕は、降りる」


    「え？　あ、オイ」


    　一度床に置いたバッグを持ち上げ、僕は素早く船から駆け下りた。


    　埠ふ頭とうに降り立つと、明石が手すりから身を乗り出して言った。


    「おまえ、今日のうちに家に帰らないとヤバイんじゃなかったか？　引っ越しのスケジュールが詰まってるって言ってただろう？」


    「そうだけど……」


    　僕は思わず口ごもる。いくらか目め処どが立ったとはいえ、引っ越しの作業はまだまだ終わっていない。正直なところこの旅行だって半ば強行軍だったのだ。


    　僕は顔を上げて明石に答える。


    「だからって早希を置いて帰るわけにはいかないよ」


    　船員がデッキにやってきて、「乗るの？　乗らないの？」と訊ねてきた。


    「いいです。行ってください」


    　僕がそう言うと、船員は運転室へと戻っていった。


    　やがてフェリーがエンジン音を響かせ始める。


    「それじゃあ、明石。またいつか」


    　僕はデッキの上の明石へと手を振った。


    　連絡先は互いに知っているから、今後も会おうと思えば会えなくはない。しかし同級生という繫つながりがなくなった状態で、僕らは果たしてどれだけ自発的に会おうとするだろう。もしかしたら彼とはこれで二度と会わなくなるのかもしれない。


    　僕がそんなことを考えていたら、明石あかしがおもむろに荷物を肩に担ぎ上げた。そして船べりに足をかけると、いきなりジャンプして僕の隣となりに着地した。


    「な、なにやってるんだよ？」


    「三年間同じクラスだった義理人情ってやつだ。早さ希きちゃんを捜すのを手伝ってやるぜ」


    「……あ、明石」


    「それなら樹じゆ里りもっ！」


    　樹いつきさんはまず荷物を埠ふ頭とうに投げると、それから明石と同じようにジャンプした。


    　着地地点では明石が両手を広げて彼女の体を抱き止める。


    「まったく、いきなり飛ぶなんて危ねえなあ」


    「えへへへへ。明あきらくんのこと信じてたから」


    　あいかわらず傍はた目めを気にしない二人である。


    　しかし僕は以前よりは二人に嫌悪感を抱いだくことができなかった。


    「……二人とも。ありがとう」


    　僕が頭を下げると、明石は普段と変わらない口調で言った。

  


  [image: ]


  
    「礼は早さ希きちゃんを見つけてからにしようぜ」


    



    　僕らはホテルに戻ると、もう一泊することを主人に告げた。


    　本当は早希を見つけ次第帰りたいところだけど、次の便は翌朝の六時になるまでやってこないのだ。


    　宿泊費が心配だったけれど、ホテルの主人が「君は他人とは思えないから」と言ってそれを無料にしてくれると申し出てくれた。


    「いや、それはいくらなんでも悪いですよ」


    「構わないって。どうせ明日まで宿泊客がほかにいないんだ。問題ないヨ」


    　結果的に僕らは主人の善意にあやかることにして、それぞれ滞在していた部屋に再び荷物を置いた。


    　そのあと僕らは一つの部屋に集まって今後のことを話し合った。


    「人捜しの基本は情報収集だ。これは現実だろうとゲームだろうと、な」


    　明石あかしは率先してホテルの中でたむろしている島民たちに次々と声をかけていった。


    「早希ちゃん？　ああ、あのポニーテールの子？　かわいいよネ」


    「今日は見てないヨ。というか帰ったんじゃなかったノ？」


    「もしかしてかくれんぼでもしているのかい。若いっていいナ」


    　一通り話を聞き終えたものの、有力な目撃情報はなに一つ得られなかった。


    「同じ顔をしているだけあって、言うことも似たり寄ったりだったな」


    　明石は素すでそう言ったあと、僕に気がついて「あ、スマン」と謝った。


    「ねえねえ。樹じゆ里り、早希っちの部屋をチェックしたい」


    　僕が見た時はなにもなかったが、案外樹いつきさんならなにか手がかりを見つけるかもしれない。僕らは四階に上がって早希の部屋に入った。


    「スゲーな。本当にここの部屋を使っていたのかってくらい綺き麗れいじゃねえか」


    「明あきらくん。ちょっと退どいてて。ジュリエッタ・サーチ！」


    　樹さんは指をスコープのように目に当てて室内をギョロギョロと見回し始めた。


    「……ジュリエッタって、誰？」


    「さあ。本気を出した時の自分とかなんじゃねえの？　でも俺的にはカワイイからオールオッケー」


    「あ、そう」


    「重要証拠、ミッケ！」


    　ベッドの上に乗り出していた樹さんが、枕元からなにかをつまみ上げた。


    「……なに？」


    「髪の毛、髪の毛。この長さは樹じゆ里りのじゃない。ってことは確実に早希っちのものだよ」


    　目を細めてみてみると、確かに指の間から長い髪の毛が揺れている。そしてそれを持つ樹いつきさんはネズミを取ってきた猫のように誇らしげだった。


    「せっかく見つけてくれて悪いんだけど、それだけじゃなんとも言えないね。知りたいのは早さ希きがいつここからいなくなったのかってことなんだけど、流石さすがに髪の毛だけじゃわからない。それに可能性を言えば、早さ苗なえ先輩のものかもしれない。あの人もこの部屋には入っていたからね」


    「あ、そうか。うーん。それじゃもっと捜してみるね。ジュリエッタ・リサーチ」


    　樹さんは再び目元に自分の指を押し当てた。


    



    　結局、早希の部屋からはなにも見つからなかった。


    　それからホテルの中も見回ってみたものの結果は芳かんばしくなかった。


    「そもそも本当にホテルに戻ってきてるのか？　島の人たちも誰一人見かけてないって言ってるし、まだ外で寄り道しているんじゃないか？」


    「でも自転車はちゃんとホテルの駐輪場に置かれていたんだよ。それに戻ってきたからこそ、部屋を片付けることができたわけじゃないか」


    「ああ、それもそうか。ということはなんだ。いったん部屋に戻ってきて、それからどこかに出かけていったってことか？」


    「島民の誰からも見られずに？」


    「そういうことになるんじゃねえの？　だって現にいないんだからよ」


    　いろいろと引っかかることはあったが、どちらにしろこのまま手をこまねいているわけにもいかない。


    「……外を捜そう」


    　僕らは捜索範囲を屋外まで広げることにした。


    　まず船着き場の横手にある砂浜、それから灯台。今度は反対側の岩場を見て回った。


    　しかし早希は一向に見つからない。自転車を返しているところからして、決して遠くには行っていないはずなのだけど。


    　空を見上げると遠くのほうから灰色の雲が流れてきており、空気もずいぶんと肌寒くなってきた。


    　二時間後、空が灰色の雲で覆われると急に辺りが暗くなった。


    「あっ、冷たい。降ってきた。降ってきたよ」


    「仕方がない。平たい良ら、戻るぞ」


    　僕らは逃げるようにしてホテルに走った。


    　建物の軒下に駆け込んだ時にはすっかり本降りになっていて、辺りはねずみ色に煙っていた。


    　頭から濡ぬれてしまった僕らは、いったん各々の部屋に戻った。


    　僕はタオルで頭を拭ふいて服を着替えた。昨日も着た服だったけれど、背に腹はかえられない。


    　しばらくすると明石あかしが僕の部屋にやってきた。


    「よお」


    「樹いつきさんは？」


    「体が冷えたからシャワーを浴びてくるってさ。確かに風か邪ぜでもひいたら困るからな」


    「そうだね」


    「……………………」


    「……………………」


    　僕はベッドに腰かけたまま外の雨を見つめていた。


    「……ここまで見つからないものだとは思ってなかったな」


    　明石がポツリと独り言のように呟つぶやいた。


    　僕はどう答えたらいいかわからなくて、ただ「うん」と頷うなずいた。


    「正直三人がかりならすぐ見つかるものだと俺は思っていたよ。でなくても、しばらくすれば早さ希きちゃんのほうから諦あきらめて出てくるんじゃないかってタカをくくってた。でも、そんな甘い話でもなさそうだな」


    「うん」


    「よっぽど早希ちゃんは腹に据えかねているんだろう。だけどな、ここまで姿が見えないとなると、ただのケンカじゃ済まない場合も想定しておかないといけない。俺の言ってること、わかるか？」


    「わかるよ。理解してる」


    「雨も降ってきた。万が一どこかで事故に遭あっていないとも言い切れない。ここはもう島の人たちに協力してもらうべきじゃないか？」


    「…………………………」


    　本当は島民に協力してもらったほうがいいことはわかっていた。島民は親しん戚せきなのだから、頼めば全員で協力してくれることだろう。それこそ半年前の大学祭の時のように。


    　とはいえそれは極力控えたかったというのが僕の本音だ。


    　でも今はそんなことを言っている場合ではない。明石の言うとおり事故が起きてからでは遅いのだ。


    「……わかった。島の人たちに一緒に捜してくれるよう頼んでみるよ」


    　僕は明石にはあとで樹さんと来るように伝えて、一人で部屋を出た。


    　島民たちはロビーであいかわらずカードゲームに興じていた。


    「すいません。ちょっと話を聞いていただけますか？」


    　声をかけると、彼らはゲームの手を止とめて一斉に僕へと振り返る。


    　僕は早希が失しつ踪そう中であり、彼女を捜すのを手伝ってほしいと伝えた。


    「べつに大丈夫なんじゃないかナ？」


    　島民の一人があっけらかんとした口調で言った。


    「え？」


    「そのうち機き嫌げんを直してひょっこり現れるって。そんなに心配することじゃないヨ」


    「若者の喧けん嘩かを大人が仲裁するってのも野や暮ぼだしネ」


    「もうちょっと様子を見てからでいいと思うナ。焦あせらない焦らない」


    　どうやら危機感があまり上う手まく伝わらなかったらしい。僕は改めて彼らに訴えかける。


    「でも、雨が降ってるんですよ。ホテルにいないってことは、外に出ているってことです」


    　島民たちは誰一人として真剣に取り合わず、ぞんざいな返事だけしてカードゲームに戻っていった。


    　僕が茫ぼう然ぜんとその場に立ち尽くしていると、食堂からホテルの主人が姿を現した。


    「おお、ちょうどよかった。夕食の用意ができたヨ。さあ、食堂のほうへどうぞどうぞ」


    　僕は彼なら真剣に話を聞いてくれるだろうと思って早さ希きのことを伝えた。すると彼はニッコリと笑って言った。


    「まあまあ。そんなに思い詰めないで。温かいスープを飲んで落ち着きましょう。クルトンも入っていて美お味いしいヨ。きっと食事が終わる頃にはあの子も帰ってきますからネ」


    　僕は半ば無理やりに食堂に連れていかれ、椅い子すに座らせられた。


    　五分後、明石あかしと樹いつきさんがやってきた。


    「で、島の人たちは協力してくれるって？」


    「……それが全然ダメなんだ。まるでまともに取り合ってくれない」


    「なんでだよ？」


    　明石はいきり立ってホテルの主人に食ってかかったが、子供をあやすようにあしらわれただけだった。


    　食事はほとんど喉のどを通らなかった。早希が見つからないこともそうだったけれど、なにより島民たちがなにを考えているのか急にわからなくなったのが不安だった。


    　案の定、食事を終えても親しん戚せきたちは協力しようとはしてくれなかった。


    「大丈夫。大丈夫だヨ」


    　彼らは薄っぺらい笑みを浮かべながら、無責任な言葉を繰り返すだけだった。


    「……もしかしたら早希ちゃんは姿を現さないんじゃなくて、現せないんじゃないか？」


    　食堂を出て部屋に戻ったところで、明石が神妙な面おも持もちで言った。


    　樹さんが頭をブンブンと縦たてに振って頷うなずく。


    「それ、樹じゆ里りも思った。あの人たちなんか怪しすぎ。仮にも観光客の一人がいなくなったって言ってるのに、全然心配しないなんてありえない。絶対におかしい。変だよ」


    「なあ、平たい良ら。バカげたことを言うかもしれないけど、奴やつらに早希ちゃんが監禁されているって可能性はないか？」


    　明石あかしの予想は決して的まと外れではなかった。今でこそ親しん戚せきたちとはそれなりに親しくなったものの、彼らはもともと僕と早さ希きに危害を加えてきたことのある人々だ。去年の七月に彼らが早希のキスを狙ねらってきたことは未いまだに忘れられない。


    「……あの人たちは、僕の親戚なんだ」


    　僕は悩んだ末に親戚のことを話すことにした。打ち明けるのは恥ずかしかったけれど、二人が一緒に早希を捜してくれる以上必要な情報だと思ったのだ。


    「……って、聞けば聞くほどあいつらが犯人じゃないか！」


    「樹じゆ里り、またまたピーンときたんだけど、この島にみんなが招待されたのって、もしかして早希っちを誘い出すためだったんじゃない？　ってことはこれは陰いん謀ぼうってやつだよ、平たい良らセンパイ！」


    　二人は親戚たちが犯人だと決め付けたようだった。


    　一方、僕は自分で言っておきながらあと一歩確信が持てずにいた。


    　もちろん親戚たちが疑わしいことに変わりはない。しかし半年前の大学祭で僕らを助けてくれたことや今回の旅行のサポートぶりを振り返ると、根っから悪わる巧だくみをしているとも思えないのだった。


    「俺は行くぞ。ガツンと奴らに言ってやるぜ」


    　明石が憤然と立ち上がった。


    「もう少し様子を見たほうがいいんじゃないかな。今言ったことは、あくまで昔のことだから」


    　そう言うと、明石は僕の肩にポンと手を置いた。


    「おまえが事を荒立てたくないのはよくわかるぜ。親戚づきあいってのはいろいろと面めん倒どうなもんだからな。だけど安心しろ。部外者の俺だったらなにを言っても問題ないだろ。あとで文句を言われたら、俺のことなんて友達でもなんでもないって言えばいいのさ」


    　明石がドアに向かうと、樹いつきさんも立ち上がって彼に続く。


    「樹里も平良センパイの代わりにガッツンガッツン言ってあげるね。それとつかまっている早希っちの分も。陰謀許すまじ」


    「……いや、でも」


    　僕も立ち上がろうとしたけれど、明石によって押し止とどめめられた。


    「おまえはそこで座って待ってろ。すぐに終わらせてきてやるよ。ここは全部俺に任せておけ」


    　二人は一緒に僕の部屋から出ていった。


    　僕は二人を止めることも、一緒に行くこともできなかった。


    　決して他人任せにしようと思ったわけではない。


    　不覚にも僕は初めて明石のことをカッコイイと思ってしまったのだった。


    



    　二人が出ていってから十分ほどたった頃、急に下の階から騒がしい音が響いた。それは物がぶつかりあったり、怒ど鳴なり声や叫さけびが混ざったような音だった。


    　僕はとっさに廊下に出て階下に耳を澄ませたが、すぐになにも聞こえなくなった。


    　雨の音だけがずっと雑音のように続いている。


    　まさか親しん戚せきたちが明石あかしと樹いつきさんになにかしたのではないだろうか？


    　そんな疑いが頭をかすめたが、僕は頭を振って追い散らす。僕はまだ彼らのことを信じたかった。


    　しばらく部屋の中で待ってみたけれど、一向に二人が戻ってくる気配はなかった。


    　僕は意を決してロビーへ下りていった。


    　島民たちは依然としてゲームに興じていた。テーブルには食い散らかされた食べ物やお酒、ほかにタバコなどが乱雑に置かれている。


    　ソファの一つにホテルの主人が鷹おう揚ように座っていたので、僕は彼に声をかけた。


    「僕の友達の二人がこっちに来たはずですけど、知りませんか？」


    　主人は首をかしげて周囲の島民たちに呼びかけた。


    「おーい、みんな。彼の友達を見かけなかったか？」


    「知らないナ」


    「知らないヨ」


    「知らないネ」


    　島民たちはこちらをろくに見もせずに否定した。


    「生あい憎にく、誰も知らないみたいだネ」


    「そんなはずないでしょう！　じゃあさっきの物音はなんだったんですか？」


    　僕は思わず声を荒あららげた。


    「さあ。なにも聞こえなかったけどネ」


    　明石と樹さんは勇んでロビーに下りていったのだ。見ていないなんてことはありえない。


    　しかし僕がどれほど食い下がっても、彼らはろくに取り合ってくれなかった。それどころか僕が真剣になるほど、彼らは僕をなだめすかすように優しく笑うのだった。


    「大丈夫。安心しなヨ。なにも心配することはないからネ」


    　胡う散さん臭くさいカタコトが、いつしか不気味な響きを帯びてきているように聞こえてきた。


    「……そう、ですか」


    　僕は平静を装いつつ、足早にロビーをあとにした。


    　二階の踊り場まで来たところで全身に震えが走った。


    　僕は三階の明石の部屋に向かうとノックをせずにドアを開けた。いない。


    　隣となりの樹さんの部屋も開ける。こっちもいない。


    　どちらの部屋も荷物だけが忘れられたように残されていた。


    　僕はへたり込みそうになる足を鞭むち打って、どうにか四階の自分の部屋まで辿たどりついた。


    　早さ希きも、明石あかしも、樹いつきさんも消えてしまった。


    　もはや疑う余地などない。


    　元げん凶きようはやはり島民を騙かたる親しん戚せきたちだったのだ。


    　僕は枕元に置いていたケータイを手に取る。


    　早さ苗なえ先輩。


    　もう僕には彼女しか頼れる相手がいなかった。


    　一回一回のコール音が非常に長く感じられる。


    　十数回目で「プツッ」と、通話状態に切り替わった。


    「先輩！　僕です。平たい良らです。お願いです。助けてください」


    『……ただ今電話に出られません。御用のある方はピーッという音のあとにメッセージをどうぞ。ピーッ』


    　僕は思わず体全体から力が脱ぬけそうになったが、踏み留まって送話口に向かって声を荒あららげた。


    「ふざけないでください、先輩！」


    『おっとととー』


    　早苗先輩はひるむでもなく、むしろ楽しむように反応した。


    『いとも容た易やすく見抜かれちゃったなー。流石さすがは良りよう平へいくん。うん？　でもこの場合は聞き抜かれた、と言ったほうが適切なのかな？』


    「そんなことどっちでもいいですよ。それより僕の話を聞いてください」


    『ん、どうしたのかな？　言ってごらん。耳の穴かっぽじってよく聞いてあげるからー』


    　僕は早希とケンカをしてしまったこと、それから彼女がいなくなったこと、親戚たちが寝返ったこと、そして明石と樹さんまで彼らによって消されてしまったことを説明した。


    『ふうむ。題して親戚たちの逆襲、ってところかなー』


    　おちゃらけた言い方ではあったけれど、あながち的まと外れでもない。


    「最初は彼らのことはまったく疑ってなかったんです。半年前は大学祭で助けてくれたし、最近ではもう呪のろいだとかキスだとか、そんなことは全然言わないようになってたんです。でも明石たちがいなくなって思い出しました。あいつらはいざとなったら手段を選ばない危険な存在なんだってことを」


    『良平くんがそこまで言うのってなんだか珍しいね』


    　早苗先輩は静かな口調で言った。


    『いいよ、良平くん。このあたしがなんとかしてあげよう。ただし一つだけ条件があるよ。それをのんでくれたら、ゼミもなにもかもかなぐり捨てて、明日の朝一番の船に乗ってそっちに行ってあげるー』


    「いいですよ。なんでも言ってください」


    『早さ希きとのケンカについてもっと詳しく教えてもらいたいなー。委細漏もらさず感情の機き微びが伝わるくらいに懇こん切せつ丁てい寧ねいにねー』


    　危うく体中の力が抜けそうになった。早さ苗なえ先輩はあくまでこの非常事態をゴシップとして楽しむつもりなのだ。


    「なんでそんなこと聞くんですか？　今は早希さんのことでなくて、親しん戚せきたちをどうするかってことのほうが問題なんですよ」


    『興味本位なんだから仕方がないでしょー。どうするの？　話す？　話さない？』


    　早苗先輩は一度こうなったらテコでも動かせない。


    「……わかりました。話します」


    『よっ、赤せき裸ら々ら体験告白、待ってましたー』


    　僕は早希と一緒に出かけ、山道の途中で告白されたこと、つきあうことは保留にしようと僕が言ったこと、それで早希が怒って去っていったことなどを、つっかえつつも説明した。


    　早苗先輩は時おり「すわ、愛の告白出たよー」とか「青春だねー」といった茶々を入れてくることはあったが、基本的に僕の話を真面目に聞いていた。


    　やがてすべてを話し終えると、早苗先輩は労ねぎらうように言った。


    『ありがとう。お疲れさまー。それじゃあ約束どおり明日の早朝の便でそっちに行くね。今日はもう寝たほうがいいよー。下へ手たなことをして親戚たちを刺激するのも得策じゃないだろうからねー』


    



    　五時五十分にセットしていたアラームが鳴って、僕はベッドから起き上がった。


    　もっとも体を横にしていたくらいで、ほとんど眠った気はしない。


    　部屋を出て足早に階段を下りていくと、ロビーの自販機の傍そばに一人の島民が立っていた。


    　監視されているようにも思えたけど、僕は無視してホテルの外に出る。


    　雨はやんでいたものの、薄い靄もやが島全体を覆っていた。


    　僕は埠ふ頭とうの先端まで走っていって、早苗先輩の乗った船を待つ。


    　時間に正確なはずの定期便は十分ほど遅れて到着した。


    　船が接岸し、僕は乗降口を見つめる。


    　しかしいくら待っても早苗先輩は降りてこなかった。


    　結局のところ誰も乗り降りをせず、フェリーは次の島へと去っていった。


    「……まさか、こんな時に待ちぼうけ？」


    　埠ふ頭とうに一人でたたずみながら、僕は茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。


    　早苗先輩らしいといえばらしいけど、今回ばかりは呆あきれて済ませられるレベルではない。


    　やり場のない感情を持て余していると、ポケットの中のケータイが鳴った。早苗先輩からだった。


    「寝坊したんですか？」


    　図はからずも荒い口調になってしまったが、電波の向こうにいる早さ苗なえ先輩はまったく動じない。


    『そのまま何事もなかったかのようにホテルに戻ってくれるかなー？』


    「いきなり指示を出してくる前に、然しかるべき説明をしてください。今どこですか？　もしかしてまだ五ご畳じよう半はん島じまじゃないんですか？」


    『良りよう平へいくん。静せい粛しゆくにー。どこで誰が聞いているかもわからないんだぞー。粛しゆく正せいされたくなければまずは落ち着こうねー』


    　僕はハッとなって口元に手をやった。ついさっきも親しん戚せきがエントランスで僕のことを見ていたのだ。霧に紛まぎれて監視されていないとも言い切れない。


    「……普通に自分の部屋に戻ればいいんですか？」


    『そうだね。あんまり変な動きをすると、向こうに警戒されるかもしれないからね。そうなると後々ちょっとやりづらくなりそうだから。ちなみにケータイは一回切っておいたほうがいいかもねー。部屋に戻ったらそっちからかけてくれるかな。あ、もちろん電話代が惜しくてそんなこと言ってるんじゃないぞー』


    「わかってますって。……じゃ、切りますよ」


    　僕はケータイを閉じると、ホテルへと引き返した。


    　ロビーには同じ場所でさっきの島民が缶コーヒーをすすっていた。


    　その場を通り過ぎる際、執しつ拗ように見られているような気がしてならなかった。


    　僕は急ぎ足で階段を上り、自分の部屋に戻った。ドアの鍵かぎと一緒にキーチェーンを施ほどこし、念のために魚眼レンズで廊下をチェックする。一応、誰もあとを追ってきていないようだった。


    　僕は部屋の電気をつけると、早苗先輩に電話をかけ直した。


    「もしもし」


    『マイルームに無事帰還したみたいだねー』


    「どうしてわかるんですか？」


    『ベランダに出てみれば理解できるよー。アンダーでスタンドしてるから』


    　僕はケータイを持ったまま慌あわててベランダに出た。


    　手すりから身を乗り出すと、早苗先輩が真下の地面に立って手を振っていた。


    「いつの間にそんなところに？　やっぱり五畳半島に行ったってのは噓うそだったんですか？」


    　電話越しに言うと、早苗先輩は心外そうに肩をすくめた。


    『どうしてそんなに人のことを噓つき呼ばわりするかな。こんなのトリックってほどでもないでしょう。単純に船着き場以外のところで降ろしてもらって、あとは歩いてやってきただけなんだよー』


    「なんでわざわざそんなことを？」


    『もちろんあたしがここに来てるってことを向こうに悟られないためにだねー』


    「島民たちにってことですか？　あ、そういえばホテルのロビーに見張りらしき人がいたんです。なんとなく監視役っぽい感じでした」


    『そうそう。普通に正面切っても切って落とされるのが落ちだからねー。というわけで良りよう平へいくん。あたしをそこまで引っ張り上げてー』


    「え？」


    　早さ苗なえ先輩は四階にいる僕に向けて手を伸ばす。


    「……いや、無理ですって。物理的に届かないですし」


    『良平くん。頭は受験のほかにも用途がいくらでもあるんだよ。働かせようよ、脳を。たとえばカーテンやシーツやバスタオルを結んで垂らすとかさー』


    　あまりにも具体的な指示すぎて、僕は自分で頭を使う必要はほとんどなかった。


    　僕は言われたとおりに部屋の中の物を使ってロープの代わりを用意した。端をベランダの手すりに結びつけ、反対側を外の早苗先輩へと垂らす。


    「おー。上出来、上出来。これなら軽いあたしなら楽勝で支えられるだろうねー」


    　歪いびつなロープを垂らすと早苗先輩はそれにヒョイとしがみついた。


    「さあさあ。引き上げてー。空中推すい挙きよせよー」


    　受験勉強ですっかり握力がなまりきっていたけれど、僕はどうにかこうにかつぎ足しだらけのロープを少しずつ、早苗先輩ごと手た繰ぐり寄せていった。


    「労働ご苦労ご足労ー」


    　早苗先輩は僕の部屋に上がり込むと、まるで自分の部屋であるかのようにソファに腰を下ろした。


    「それで先輩。これからどうするつもりなんですか？　こっそり中に侵入したってことは、早さ希きさんがつかまっている場所の見当がついているってことなんですか？」


    「そんなこと知らないし、知っていたとしても、そう簡単には入れないって。当然、島民だか親しん戚せきだかによってある程度ガードもされていることだろうしねー」


    「じゃあどうするんですか？」


    　早苗先輩はピンと指を立てた。


    「孤島。失しつ踪そう。露ろ骨こつに怪しい容疑者。ここまでミステリーの条件がそろったら、もう次に登場するのはアレしかないよねー」


    「まさか探偵とか言い出すつもりですか？」


    「いと、ごめいとうー。というわけで有能助手のモリアーティくん」


    「それはホームズの宿敵です」


    「細かいことはいいよ。ワトソンだろうがクリックだろうがー」


    「それは二重螺ら旋せんを発見した二人組の科学者の……いえ、もうなにも言いません。それで僕はなにをすればいいんですか？」


    「さしあたってホテルの中にいる島の住人たちを一箇所に集めてもらおうかー」


    



    　午前七時、僕はホテルにいる島民たちをロビーに集合させた。


    　彼らは思いのほか素直に従ってくれたけれども、それからどうするのか僕はまったく早さ苗なえ先輩から聞かされていなかった。


    「で、これからなにが起きるのかナ？　急せかすようだけど、朝食の準備が滞とどこおっているんだよネ」


    　ホテルの主人が島民たちを代表するように不満を述べる。


    「もうちょっとだけ待っててください」


    　早苗先輩はなかなかロビーに姿を現さなかった。


    　まさか二度寝でもしているのではないかと疑いそうになった時、階段を下りてくる足音が聞こえた。


    「遅すぎま……」


    　振り向きざまに言いかけたところで、僕は言葉を止とめてしまった。


    　階段を下りてきたのは頭のうしろでポニーテールを結び、気まずそうに視線を落としている女の子だった。


    「あれ、早さ希きちゃん」


    「え、なんで？」


    「もう出てきちゃったの？」


    　島民たちが戸惑いながら彼女に声をかけている。


    　もちろん僕だって驚いていた。どうやったのかはわからないが、このわずかな間に早苗先輩が早希を見つけ出してくれたのだろうか。


    　しかしながら島民たちの反応には違和感があった。彼らが早希を監禁していたのなら、もっとあからさまに焦あせるのではないかと思う。


    　僕はハッとして彼女を改めて見つめる。


    　ああ、と僕は心の中で息を吐く。そういうことか。


    　彼女は島民たちへおもむろに頭を下げた。


    「今までわたしのわがままにつきあってもらってありがとうございました。協力してくれたみなさんには感謝しています。でも、もう限界です。せっかくかくまってもらっていたのに、勝手に出てきてしまってすいません」


    　島民たちは互いに顔を見合わせると、「仕方がないね」と言った。


    「まあ、いつかはやめなきゃいけないことだったしね。早希ちゃんが自分でそう決めたのなら問題ないよ」


    「本当は初志貫徹したかったんですけど、やっぱり一人でいるうちにいろんなことを後悔するようになってきて、結局耐え切れなくなってしまいました」


    「いいんだよ。我々はいつだって君の味方なんだから。むしろ頼られて嬉うれしかったよ」


    　ホテルの主人がそう言うと、周りの島民たちはしみじみと頷うなずき合った。いつの間にか彼らはカタコトをやめていた。


    「ところで明石あかしさんと樹いつきさんをどこかに閉じ込めていましたよね？　もう出してあげたいんですけど」


    「ああ。もう隠す必要がないんだったら、早く出してあげないといけないね」


    　ホテルの主人はいったん事務室に行くと、鍵かぎ束を持って戻ってきた。


    「場所は一階通路の奥にある用具室だよ。自分で開けに行くかい？」


    「はい。すべてわたしの責任ですから」


    　彼女は粛しゆく々しゆくと鍵束を受け取った。そしてついでとばかりにサラリと訊たずねた。


    「ところでわたしが隠れていたところってどこでしたっけ？」


    　ホテルの主人は首をかしげながらも質問には生き真ま面じ目めに答えた。


    「二階の防火扉の奥だろう。さっきまでそこにいたんじゃないかい？」


    　彼女は口元をニヤリと吊つり上げると、僕に向き直って嬉き々きとした声を上げた。


    「良りよう平へいくーん。思惑どおりにマスターキーをゲットしたよー。早さ希きがいるところもわかったよー。アクセクすることもなく作戦大サクセスー　今からアクセスしに行くよー」


    　島民たちが驚いたように顔を見合わせる。


    「良平くん？」


    「作戦？」


    「なんか今、喋しやべり方が早希ちゃんっぽくなかったような……」


    　僕は慌あわてて彼女をロビーの外へと連れ出した。


    　島民たちの目から逃れたところで、僕は抗議するように彼女に言った。


    「発言には気をつけてくださいよ、先輩。せっかく彼らを騙だませたのに、危うくバレるところだったじゃないですか。いや、たぶん今ので何人かは気がつきましたよ」


    「いいの、いいのー。鍵は手に入ったし、早希が隠れているところもわかったんだし。もうあたしたちの勝利は確定なわけよー。向こうだって今さら誤ご魔ま化かし切れるような状態でもないでしょー」


    「彼らが本気で阻止しようとしてきたら、僕らは成す術すべがありませんよ」


    「大丈夫だってー。あの人たちはそんな野や蛮ばんでアバンギャルドじゃないよ。大学祭の時に思ったけど、彼らは誰かから指示されないと動けないタイプだね。あ、悪い意味じゃないよ。いい意味ね。ある意味って言い替えてもいいかもしれないけどー」


    「まあ、確かにそうかもしれませんけど……」


    「うーん。それにしてもあいかわらずポニーテールは落ち着かないなー。常に後ろ髪を引かれている感じ？　解放、解放ーっと」


    　早さ苗なえ先輩はそう言ってポニーテールをほどいた。髪が背中に流れて、本来のヘアスタイルに戻る。


    「さて、それじゃあ引きこもりの張本人に会いに行こうかー」


    　僕は頷うなずいて早苗先輩と一緒に二階へ向かった。


    　明石あかしたちを忘れたわけではない。ただ少しでも早く早さ希きを見つけ出したかった。


    「それにしてもどうしてわかったんですか？」


    　階段を上がりながら僕は早苗先輩に訊たずねた。


    「なんのことー？」


    「早希さんが島民につかまっていたわけではなくて、逆に彼らに協力させていたってことです」


    　フフン、と早苗先輩は得意げに鼻を鳴らす。


    「それはあたしの灰色の脳細胞や、類たぐい稀まれなる観察眼、さらには千を超える記憶の宮殿、インスピレーションとイマジネーションの絶妙なるブレンドが……」


    「もういいです。参考にならないことはわかりましたから」


    「あー、失礼失礼。真ま面じ目めに話すよ。包み隠さずにねー。……ま、といっても特別なことはなにもしてないけどね。要はその時の早希の気持ちになって考えてみただけだよ。早希ならどんなふうに考えて、どういう行動に出るだろうなー、ってね」


    「それだけで本当にわかったんですか？」


    「曲がりなりにも早希の姉だからねー」


    　僕はふと昨夜の早苗先輩との電話のやりとりを思い出す。


    「そのために昨日はあんなに突っ込んで聞いてきたんですか？」


    「そうそう。あくまで推理のため。興味本位なんて低俗な気持ちはこれっぽっちもなかったぞー」


    「そう言い切られると逆に噓うそ臭いですけど」


    「ま、そのへんは想像にお任せってことでもいいけどねー」


    　二階に到着し、僕らは通路を奥へと進む。


    「親しん戚せきたちのせいだという可能性は考えなかったんですか？」


    「生あい憎にくとあたしはそこまで彼らに悪い印象を持ってないしね。それに万が一彼らがそんなことをしたとしても、人間一人を消したみたいにずっと隠し通せるとは思えないな。だから多かれ少なかれ、早希が自分の意思で身を隠しているって考えるのが妥当だと思ったわけねー」


    　そんなことを話しているうちに、僕らは二階の奥の防火扉に到着した。


    　早苗先輩は取っ手をつかんでガチャガチャと乱雑に引いたが、それは初日にホテルの探索をした時と同じくビクともしなかった。


    　思えばそれが盲点だったのだ。そこが最初から閉まっていたせいで、明石あかしたちとホテルを捜した時も自然と見過ごしてしまったのだった。


    　早さ苗なえ先輩は振り返ると鍵かぎ束を僕へ差し出した。


    「さあ、良りよう平へいくん。ここからは君の出番だぞー。早さ希きの心の壁を破って連れ戻すんだー」


    「心の壁というか、まずここにあるのは防火扉ですけど」


    　僕は扉の前へ進み出て、鍵束から該当する鍵を探し出して開錠した。


    　厚くて重い鉄の扉は、低い音を立ててゆっくりと開いていく。


    　そこから先は天井の蛍けい光こう管かんが灯ともっておらず、非常灯の小さな光が断続的に続いているだけだった。


    　僕がその場で躊ちゆう躇ちよしていると、早苗先輩に笑われた。


    「おやおや？　まさか暗くて一人じゃ進めないとかー？」


    「違いますって。……ただ、僕なんかが行って、果たして早希さんは出てきてくれるでしょうか？　むしろ逆効果になったりしませんかね」


    「なんだなんだ。ここまで来て弱気な発言だなー。良平くんが早希を見つけ出したいって言うから、あたしははるばる隣となりの島からやってきたんでしょー。その苦労を無に帰すつもりかー？」


    「いえ、そんなつもりはまったくないんですけど」


    「ま、発端が発端なだけに不安になるのはわからなくもないけどね。でもね、良平くん。不安なのは自分だけじゃないんだよ。それをわかったうえで前に進みな。さあ、ゴーゴーゴー」


    　早苗先輩に背中を叩たたかれ、僕は通路の奥へと一人で歩き出した。


    　暗い廊下。一つ、二つと客室の前を通過していく。


    　一番奥の部屋で、僕はドアの隙すき間まから光が漏もれていることに気がついた。


    　僕はそっと部屋の前へ近づき、慎重にドアをノックした。


    「……早希。そこにいる？」


    　ドアの向こう側へと呼びかける。


    「……はい」


    　数秒遅れで早希の声が返ってくる。


    「ここまでどうやって来たんですか？　島の人たちは？」


    　しばらく間があったあと、今度は早希のほうからドア越しに訊たずねてきた。


    　もしかしたら、ここで早苗先輩の名前を出さないほうが事を穏便に済ませられるかもしれない。


    　少し迷ったものの正直に答えることにした。僕は早希に噓うそはつかないと決めているのだ。


    「早苗先輩に来てもらって、解決してもらったんだ」


    　僕は早苗先輩が早希に扮ふんして、マスターキーを奪い取った経緯を説明した。


    　ふう、と小さなため息が聞こえた。


    「……やっぱり最後は全部サナ姉ねえにやられちゃうのか。いっつもこう。なんだかなあ」


    　それはグチというより、独り言に近かったと思う。


    「ごめん」


    　僕はドアに向かって頭を下げた。


    「これは僕らの問題だったわけだから、本当は自分の力で君を見つけ出したかった。それで君にちゃんと会って、昨日のことを謝りたかったんだ。でも、見つけられなかった。次第に疑ぎ心しん暗あん鬼きになって、もう二度と君に会えないのかもしれないって不安になったよ。でも、それだけは嫌いやだったから早さ苗なえ先輩を頼ったんだ」


    　早さ希きは返事をしない。だけどドアのすぐ裏側から微かすかな気配を僕は感じ取っていた。だから僕は続ける。


    「本当にごめん。僕はバカだった。いろいろ考えているつもりで、自分の頭ではなにも考えてなかったんだよ。それなのに明石あかしたちのことを偉そうに批判したり、人の意見を都合よく自分のものだと思い込んだりして……」


    「もう、いいんです」


    　一瞬「もう聞きたくない」という意味で言われたのかと思った。


    「むしろ謝りたいのはわたしのほうなんです」


    「え？」


    　僕はとっさに顔を上げた。


    「だってそうでしょう。ケンカをしたとはいえ、それはあくまでも個人的なもののはずです。それを一時の感情に流されてこんなところに閉じこもり、船の時間になっても姿を現さず、挙あげ句くの果てには見つかることを恐れて島の人たちにまで協力させてしまうなんて、こんな最低なワガママはほかに類るいを見ません。わたしが被害者ならとても許せたものではありませんね。……会わす顔がないんです」


    　僕は早希の言葉を自分の中で反はん芻すうさせた。


    　不意に早苗先輩が言っていたことを思い出す。不安なのは自分だけではなかったのだ。


    「……てっきり、君はずっと僕のことを怒っているのかと思ってたよ」


    「最初は腹の底から怒ってました。過去最高に気分を害していたと思います。でも、時間が経たつうちに次第に冷静になってきて、平たい良らさんの言いたかったこともわかるような気になったんです。そしたら今度は罪悪感が募ってきました。かといって途中で出ていく勇気も持てなくて……」


    　次第に早希の声はところどころ掠かすれていった。


    　僕はドアをコツコツと小さくノックする。


    「ねえ。ここのドア、開けてくれるかな？」


    「鍵かぎはかけていません」


    　僕はノブに手をかけて、ゆっくりとドアを開けた。


    　早さ希きは部屋の入り口のすぐ近くにうつむきながら立っていた。


    　服装は昨日山の中で別れた時のままで、ポニーテールも結ばれたままだった。


    　おそらく彼女はこの部屋でずっと一人で悩み続けていたのだろう。


    「……ごめん。でもありがとう。出てきてくれて」


    「なんでそこで平たい良らさんが謝るんですか？　謝らなきゃいけないのはわたしのほうなのに」


    「それは違うよ。僕のほうだって」


    「いいえ。わたしのほうです」


    「僕のほうだよ」


    「わたしです」


    　一瞬、またしても口論が平行線になりかける。


    「じゃあさ」


    　僕はそこで折せつ衷ちゆう案を出す。


    「互いに悪かったっていうことにして、仲直りしようか」


    「フィフティフィフティですか。わかりました」


    　頷うなずいた早希に向けて、僕は手を差し出す。


    　彼女は少し躊躇ためらいつつも僕の手を握った。


    「さあ、こんなところからはもう出よう」


    　僕は早希の手を引いて、光のあるほうへと歩き出した。

  


  
    



    　　　第七章　さよなら


    



    　それから僕らは一階の用具室に閉じ込められている明石あかしと樹いつきさんを助けに向かった。


    　鍵かぎを開けて二人を解放してやると、すっかり僕が島民たちをどうにかしたと思ったらしい。明石からは「スゲーなおまえ」、樹さんからは「平たい良らセンパイ、カッコイイ」とお門かど違ちがいな賞賛を浴びた。


    　その誤解は、早さ希きが自みずから事の真相を打ち明けたことであっさり解けた。


    「明石さん。樹さん。すべてはわたしの責任なんです。謝っても謝りきれるとは思ってませんけど、すいませんでした」


    　早希は自分のせいで島に留まらせることになったことや、二人が島民に監禁されてしまったことなどを詫わびた。言い訳は一いつ切さいせず、二人から怒られるのをむしろ甘んじて受けようとしていた。


    　明石は少しだけ肩をすくめただけで、いつもと変わらない口調で答えた。


    「ま、もともとあと一日くらい滞在したいって思っていたんだ。結果オーライってやつだ」


    　樹さんは逆に早希の肩を勇気付けるように叩たたいた。


    「いいんだよ、早希っち。女の子には我がを通さなきゃいけない時ってのがあるもんなんだから。たとえそれが間違ったことであったとしてもね」


    　早希は少し驚いたような顔をしたが、やがて深々と頭を下げた。


    「ありがとう。今さらだけど、二人ってとても優しい人だったんですね」


    「それならさ、これから樹じゆ里りのことはジュリエッタって呼んでよ」


    　樹さんが微ほほ笑えみながら提案する。


    「え、なんで？」


    「だってそれが樹里の仲間内でのニックネームだから」


    「意味わかんないよ、それ」


    　僕は早希が樹さんと笑い合っているのを離れたところから不思議な気持ちで見つめていた。つい数日前まで早希が樹さんのことを無視していたのが噓うそのようだった。


    　それから僕らは島民たちがたむろっているロビーへ向かった。


    　早希はここでも自ら謝罪に乗り出した。


    　島民たちは早さ苗なえ先輩の変装のせいでかなり混乱していたけれど、本物の早希の登場によってようやく事情を飲み込めたようだった。


    「ってことは、また早苗ちゃんにしてやられちゃったってことかー。まいったね、こりゃ。はっはっは」


    　島民たちは悔しがるどころか、逆に晴れやかに笑い合った。


    「ふ、ふわー」


    　島民との話にも区切りがつくと、早さ苗なえ先輩が急に大口を開けて欠伸あくびをした。


    「うーん。一件落着したものの、現実とても眠い。今朝はほとんど寝ないでこっちの島に移ってきたからねー。というわけであたしは今から眠りの海へと泳ぎ出すことにするよー」


    　時刻は朝の八時を回り、すでに一日が始まりかけている。しかし早さ希きを見つけて気が緩ゆるんだせいか、僕も抗あらがいがたい眠気に襲われつつあった。


    「実は僕も眠いんだ」


    　そう告げると、その場にいるみんなが次々に同じことを言い出した。


    「俺も。監禁されてる間、怖くてあんまり眠れなくてさ」


    「樹じゆ里りもすっごく寝たい。フカフカのベッドで安眠したいな」


    「……実は、わたしもです」


    　旅行四日目は満場一致で睡眠を取ることに決定した。


    



    　僕が目を覚ましたのは十四時を少し回ったあたりだった。


    　ロビーに下りていくと、島民の一人から明石あかしと樹いつきさんは十一時に起きて最後の観光に出かけていったと教えられた。あいかわらず凄い行動力である。


    　早苗先輩と早希は部屋から出てこないので、おそらく二人ともまだ眠っているのだろう。


    　特に早希は引きこもっている間にかなり思いつめていたらしいので、今は心ゆくまで眠ってくれればいい。ちなみに早苗先輩はただ自じ堕だ落らくに寝ているだけだろう。


    　これといってやることがないので、僕はホテルの中でボーッとしながら時間を潰つぶした。


    　十五時には明石と樹さんがホテルに戻ってきて、その三十分後にはみんなでチェックアウトを済ませた。


    　ホテルをあとにしようとしたら、島民たちが見送りのために集まってくれた。


    「今度こそ本当にお別れですね」


    　ホテルの主人が島民を代表するように僕へ言った。


    「こちらこそいろいろとお世話になりました」


    　口ではそう言いながら、できれば次はごく普通の旅行をしたいものだと僕は心の中で思った。


    　島民へのあいさつを済ませると、僕は明石たちと合流して埠ふ頭とうに向かった。


    「先輩はこれからゼミの合宿に戻るんですか？」


    　船着き場に到着したところで、僕は未いまだに欠伸を連発している早苗先輩に訊たずねた。島民にあらかじめ確認したところ、帰りの船の航路は五ご畳じよう半はん島じまを経由して本州に戻るとのことだった。


    「うーん、どうしようね。なんか面めん倒どう臭いな。でも行かなきゃいけないかな。単位は欲しいしなー。よし、三段論法で決断しよう。行きたくない。でも行かなきゃいけない。でもやっぱり嫌いやだ。結論。というわけで行かない。このまま潔いさぎよく帰ろーう」


    「なんでですか！」


    「だって来月から良りょう平へいくんもあたしと同じ大学生じゃない。それってつまり共同戦線を組めるってことなんだよ。そうすれば一つや二つくらい単位を落としても楽勝でしょー」


    「なんだかそれ、僕ばっかり授業に出るハメになりそうな気がするんですけど」


    　僕が不信感を露あらわにすると、横から早さ希きが的確な指摘をする。


    「ほかの講義はともかく、ゼミの単位って本人でないと取れないはずだから」


    　三人でそんな話をしていたら、樹いつきさんがおもむろに海に手を振りながらジャンプを始めた。


    「来たよ、来た。船が来た！」


    　フェリーはどんどん近づいてきて、やがて僕らの目の前に停泊した。


    　乗降口に最も近かった僕はどうせ降りる客もいないだろうと、すぐに船に乗ろうとした。


    　すると中から降りてこようとした女の人と危うくぶつかりそうになった。


    「す、すいません！」


    「ごめん、ごめんねっ。アタシのほうこそ不注意だったね。……って、あれえ？」


    「つ、円つぶら谷やさん？」


    　数日前に会ったばかりなので見間違えようがない。船から降りてきたのは早さ苗なえ先輩の友達であり、来年から僕の先輩になる円谷円まどかさんだった。


    　互いに驚き合っていると、彼女のうしろからこれまた僕のよく知っている顔の人が現れた。


    「公こう平へいさん？」


    「良平くん？　こんなところでなにをしているんだい？」


    　話を聞いてみると、数日前に応募した覚えのない懸賞で無料ツアー券が当たったのだという。しかしそのまま捨てるのはもったいないので、円谷さんと使うことにしたとのことだった。


    「……ああ、なるほど」


    　僕は親しん戚せきたちがどういう目的でこの島を管理しているのかずっと不思議だった。僕と早希の間柄を深めさせようとして用意されたにしても、いくらなんでも大掛かりすぎる。


    　だけど公平さんたちが呼ばれているのを見て、ようやく合点がいった。おそらくこの島は平たい良ら家の中で異性に脈がありそうな人間を招待するための場所なのだろう。呪のろいが曖あい昧まいになってきた今、それは僕や公平さんに限った話ではないのだ。


    「……ん？」


    　ふと、平ひら子こさんが彼氏が出来そうだと言っていたことを思い出す。仮にそうなったら彼女もまたこの島に呼ばれて、島民たちから世話を焼かれることになるのだろうか。それはそれで見てみたい気がする。


    　僕は少し迷ったものの、二人には親戚のことを言わないまま船に乗り込んだ。どうせすぐにわかることだし、今伝えたところでそもそも避けようがない。


    「良平くーん。早はや川かわさーん。大学で会おうねぇ。早希ちゃんもまたねぇ」


    　奇くしくも島に着いたばかりの円つぶら谷やさんたちに見送られながら、僕らは四よ畳じよう半はん島じまをあとにした。


    　僕は二人に手を振り返しながら、遠ざかっていく孤島を見つめた。


    　船が進むごとに島はちっぽけになり、やがて水平線の向こうへと消えていった。


    



    　船が東京に着いた時には辺りはすでに真っ暗だった。


    　帰りの新幹線は最終しか残っていないのはわかっていたので、僕らは直ただちに東京駅へと向かった。


    　東京駅の構内に着いた時、ポケットの中のケータイが震えた。取り出してみると家からの着信、つまり父親からだった。


    　そういえば当初の予定では今日は運送業者が引っ越しの荷物を受け取りに来る手はずになっていた。父親には昨日のうちに帰るのが遅れそうだと伝えておいたのだけど、それからどうなったのかまだ聞かされていない。


    「ごめん。ちょっと電話に出てくる」


    　僕はみんなからいったん離れて電話を取った。


    「はい、もしもし」


    「良りょう平へいか。ようやく電波が繫つながったな。今まで何回もかけたんだが、ずっと圏外だったぞ」


    「さっきまで船に乗っていたんだ。たぶん海の上では電波が届かなかったんだよ。それで用件はなに？　引っ越しのこと？」


    「ああ、それだ。まあいろいろあったんだが、先に結論から言うことにしよう。おまえはまだ東京駅にいるんだな？」


    「ちょうど今から新幹線で帰ろうとしていたところだけど」


    「今日はそのまま東京に滞在しなさい」


    「えっ？」


    　思わず声を上げると、父親はその理由を丁てい寧ねいに説明してきた。簡単にまとめると、今日運送業者に預けた荷物を、明日の朝にアパートで受け取らなければならないとのことだった。


    「帰るのが遅れるって事前に伝えておいたよね。あらかじめ日時をズラしてもらえなかったの？」


    「頼んでみたんだが、繁はん忙ぼう期のせいで変更できないって断られたんだ」


    　思い返せば三月末というのは引っ越しシーズンだったのだ。おそらく世間は僕と同じ境遇の人々で溢あふれ返っているのだろう。


    「でも、それって立ち会いでないとダメなのかな。荷物をアパートの入り口のところに積んでおいてもらうとかさ」


    「その間、盗難にあったとしても文句は言えないんだぞ」


    　僕はどうにかいったん地元に帰る方法を模索したけれど、ことごとく父親によって否定されてしまった。しかもすべて理にかなった意見だったので、やがて僕は父親の言うことを受け入れざるをえなくなった。


    「……わかった。このまま東京に残るよ」


    　僕は父親との電話を切ると、改札の前にいるみんなのところへ戻った。


    「なんの電話だったんですか？」


    　早さ希きに訊たずねられ、僕はやむをえず答える。


    「……実は一緒に帰れなくなったんだ」


    「「なんで？」」


    　反射的に声を上げたのは明石あかしと樹いつきさんだった。


    　僕は父親から説明されたことを簡潔に説明する。


    「いくらなんでも急すぎない？　旅行は家に帰るまでが旅行って言うんだよ」


    　樹さんが不満そうに言うのを、明石が優しく制した。


    「仕方がないよな。平たい良らはもともと忙しかったんだ。卒業旅行に来られただけでも御おんの字だったって考えようぜ」


    　たぶん明石はここで文句を言うと、帰りの船を遅らせた早希を責めることになると気づいていたのだろう。


    「あれれ？　ってことは、良りよう平へいくんは今日からもう東京っ子のハイソサエティ？」


    　早さ苗なえ先輩が場違いなほど明るい声で言った。


    　全員、思わず黙り込む。


    「なに、この気まずい『シーン』のシーンは？　ん？　あ、ああー。そういうことかー」


    　彼女は納得したとばかりにポンと手を打った。


    「なるほどなるほど。良平くんと早希はここで突然の別離ってことになっちゃうのかー。そしてそのまま別々の町で離れ離れで暮らすことになるわけだねー。すわ、これは切ないセンチメンタルー。これが二人を引き裂く運命ってやつかー」


    　言葉にされることで、微妙な空気がよりいっそう深まってしまう。


    　僕は早希の顔をチラリと確認すると、彼女は口元を引き結んで無表情に徹していた。


    　間を持て余した明石がおもむろに自分の荷物を担ぎ上げる。


    「俺、先にホームに行ってるぜ。最終だから座れないってことはないと思うけど、念のために並んでおくよ」


    「そうそう。座席は樹じゆ里りたちが確保しておくから、早希っちは時間ギリギリまでここにいればいいっからね」


    「でも、そんなの悪いからわたしも……」


    　二人に続こうとする早希を、樹さんが手を突き出して押し止とどめた。


    「いいってば。早希っちはゆっくりしてて。それじゃ、平良センパイ。早苗センパイ。また会う日までさよならね」


    「平たい良ら。またな」


    　二人は改札を通ると、エスカレーターで新幹線のホームへと上がっていった。


    　改札の前には僕と早さ希きと早さ苗なえ先輩が残された。


    「さて、あの二人が気を利かせたわけだから、年長者であるあたしも同じようにしないと野や暮ぼってもんだよねー。……おっ？　なーんて言ってる間にジャストでケータイがブルブルし始めたよー。誰かな。ゼミかな。うーん、やっぱりゼミだねー。授業にも出たくないけど、この電話にも出たくはないよねー」


    　早苗先輩はケータイを取り出しながらそう言うと、不意に僕へと視線を向けてきた。


    「で、良りよう平へいくん。この電話は素直に出るべき、拒否るべき？　どっちのウィッチをスイッチオンー？」


    「え？　もちろん出るべきじゃありませんか」


    「やっぱりそうかー。ま、それはそれで仕方がないよね」


    　早苗先輩はそれから早希へと向き直る。


    「というわけで、早希。あたしはちょっと向こうで電話をしてくるね。もしかしたら長引くかもしれないから、あらかじめお別れを言っておくよー。ちゃお。あでゅー。またねー」


    　早苗先輩はようやくケータイを耳に当てて、人通りの少ない通路へと歩いていった。


    「……まったく、誰も彼もがお節せつ介かいですね」


    　早希は歩き去っていく早苗先輩を見ながら、ため息交じりに呟つぶやいた。


    「特にサナ姉ねえ。たぶんあれ、電話なんてかかってきていませんよ。ケータイのランプが光っていませんでしたから」


    「え、そうだった？」


    「そうです。ほかにまともな気の遣い方ってものを知らないんでしょうか。まあ、知っててもやらないんでしょうけど」


    「まあ、そうかもね」


    　僕は頷うなずきながら、チラリと構内の時計に目をやる。最終電車の発車まであと十分ほどだった。


    「……ねえ、早希」


    　僕は意を決して彼女に話しかけた。


    「はい？」


    　早希は僕へと振り返る。


    「実は昨日からずっと言おうと思っていたことがあるんだ」


    「実はわたしもそうなんです」


    「あ、そうなんだ。……じゃあ、どっちから言う？」


    「どうしますかね」


    　早さ希きはしばらく迷ったみたいだったが、やがて「平たい良らさんからどうぞ」と言った。


    「言いたいことってのは、あの坂道でのことなんだ」


    「なんとなく、それは予想してました」


    「あの時、僕はいろいろと理屈っぽいことばかり喋しやべって、結局君からの申し出に返事をしてなかったと思う。なんだか凄すごく中途半端なことをしてしまって、僕はずっとそれを悔いていた。だから隠れていた君を今朝見つけた時、返事もすぐにしようと思ってたんだ。ただ、その時はまだ考えが上う手まくまとまってなくて、結局ここまでズルズルきてしまった。だけど、今ようやくそれが自分の中で固まったから君に伝えようと思うんだ」


    　僕はそこでいったん言葉を区切り、息をスッと大きく吸い込んだ。


    「もしも……」


    　一瞬、声が掠かすれそうになる。


    　でも僕は押し切るようにしてその言葉を続けた。


    「もしも、君がまだそのつもりでいてくれるなら、僕とつきあ……」


    「待ってください！」


    　急に早希に言葉を遮さえぎられた。


    「やっぱり、わたしの言いたいことを先に言わせてもらってもいいですか？」


    「え？」


    　残りの言葉は一秒の半分もかからず言い切れたはずだった。


    　でも早希があまりにも思い詰めたような目をしているので、僕は順番を譲ゆずらざるをえなかった。


    「……うん。いいよ」


    「ありがとうございます」


    　早希はそう言うと、少しだけ間を置いてから言葉を続けた。


    「わたしが言いたいことも、あの坂道でのことです。わたしもずっと、あの部屋に一人で引きこもりながらあの時のことを考えてきたんです。なにが正しくて、なにがいけなかったのか。とにかくいろいろなことをずっと考えてきました」


    　それは僕にというよりも、自分に対して話しているという感じだった。


    「それで最後にお願いがあるんですけど、あの坂道でわたしが言ったことはすべて忘れてくれませんか？」


    「えっ？」


    　僕は思わず声を上げてしまった。


    「いや、でも、あの時の君は確かに本心で喋っていたよね？」


    「感情に駆られて言ったことと、本音は違うと思うんです。たとえばケンカの常じよう套とう句くで『死んじゃえ』ってよく使われますけど、あれは罵ののしっているだけで、本当に死んでほしくて言ってるわけじゃありませんよね。つまりそういう類たぐいのものだったと思ってもらいたいんです」


    「でも、仮にそれを忘れたことにするとなると、つまり……どういうこと？」


    「平たい良らさんの言ったとおり、つきあうことにこだわらなくていいんじゃないですか？　もしもわたしたちが互いのことを特別なほどに好きなんだとしたら、どんなに時間と距離があいたって、その感情は変わることはないはずです。逆にそれでもしも気持ちが冷めてしまうのなら、しょせんはその程度の仲だったってことです」


    「でも、それは僕というよりも早さ苗なえ先輩の主張であって……」


    「わたし、サナ姉ねえのことは大嫌いだけど、同時に大好きでもあるんです。あ、でも本人には言わないでくださいね」


    　僕はしばらく黙っていたけれど、やがて小さく頷うなずいた。


    「……わかった」


    　それが早さ希きが自分なりに真剣に考え抜いた末の結論だというのなら、僕は否定しない。


    「あ、メールです」


    　おもむろに早希はケータイを取り出した。


    「樹いつきさんからですね。もう新幹線に乗ったそうです。あと七分ほどありますけど、そろそろ向かっておいたほうがいいですね。これ以上みんなを足止めするわけにはいきませんから」


    「ホームまで見送るよ。ちょっと待ってて。入場券を買うから」


    「そこまでしなくても大丈夫ですよ。だって明石あかしさんも樹さんもいるんですよ。一人で帰るわけじゃないんです」


    「……そ、そう？」


    「そうですよ。平良さん、もしかしてわたしのことをいつまでも一年生だと思ってませんか？　平良さんが大学一年生になるように、わたしも来月から高校二年生になるんですよ」


    「うん。ごめん。そうだったね」


    「それでは、わたしは行きます」


    　早希は地面に置いていた荷物を持ち上げ、改札へと歩き出す。


    「平良さん。それでは」


    「うん。元気で。またね」


    「さよなら」


    　早希は改札を抜けると、一度も振り返らずにエスカレーターを上っていった。

  


  
    



    　　　エピローグ


    



    「それで言いたいことは綺き麗れいさっぱりあと腐くされなく全部言ってきたのかなー？」


    　電話から戻ってきた早さ苗なえ先輩と合流し、僕は自分の乗る電車のホームへと歩いていた。


    「ええ、大丈夫です。……たぶん」


    「おーい。いきなり消化不良かー。ダメだぞ、最後くらい本音をぶつけ合わないとー」


    「いえ、べつに話したいことが話せなかったわけじゃないんです。ちゃんと納得だってしたんです。ただ、いろいろと急だったせいで、現実に追いついてないんだと思います。それだけですよ、きっと」


    「ま、自分で納得してるっていうならいいけどねー。……って、どこまで行くんだー？　ストップ、バック、切符ここ」


    　気がつくと早苗先輩は立ち止どまっていて、僕に向かって券売機を指し示していた。


    「あ、はい。すいません」


    　僕は引き返して券売機の前に立つと、ポケットから財布を取り出した。


    　その時なにかを落としたらしく、早苗先輩が僕の足元に屈かがみ込んだ。


    「良りよう平へいくん。今、これ落としたよ。それにしても、なんだこれ。かわいくないなー。島のお土産みやげ？」


    　それは島で買った『だんまりマンタ』のマスコットだった。


    「ありがとうございます。全然気づきませんでした」


    　僕は早苗先輩からそれを返してもらった。


    「それ、早さ希きにあげようとしていたんじゃないの？　早希、そういう微妙なもの好きだからねー」


    「そのつもりだったんですけど、結局渡すのを忘れてました」


    　僕は改めてそのマスコットの顔を眺めてみた。このシリーズはどれも卑屈な表情をしているけれど、この『だんまりマンタ』は特にそれが著いちじるしかった。強い諦あきらめでもってして、グッと口元を引き結んでいる。


    　どうして早希はこのシリーズが好きなのだろう、と僕は不意に思った。


    　個人の趣味といってしまえばそれまでだけど、もしかしたらこの表情になんらかの共感を抱いだいているのではないだろうか。


    　気がつくと僕はだんまりマンタをずっと凝視していた。


    「良平くん、どうしたの？　油切れ？　電池切れ？　それとも時間切れー？」


    　早苗先輩が僕の顔の前で手を振ってくる。


    　僕はハッとしてだんまりマンタから顔を上げた。


    「あ、戻ってきたー。良りよう平へいくん、カムバックー」


    　早さ苗なえ先輩は僕の鼻先にまで近づけさせていた手を下ろす。


    　僕はケータイを取り出して時間を確認した。


    　発車の時刻まであと二分だった。


    　僕はだんまりマンタを握り締めると、早苗先輩に顔を向けて言った。


    「すいません。僕、ちょっと行ってきます」


    　唐とう突とつな発言にも拘かかわらず、早苗先輩は直ただちに事情を察したようだった。


    「それなら良平くん。これ持っていきなー」


    　早苗先輩はシュッ、となにかを手しゆ裏り剣けんのように投げてきた。


    　反射的につかむと、それは新幹線ホームの入場券だった。


    「先輩。これは……」


    「時は金なり。一分一秒ゼロコンマが命取り。さあ、走れー」


    「あ、ありがとうございます！」


    　僕は踵きびすを返して新幹線の改札へと走り出した。


    　間に合うかどうかもわからない。仮に間に合ったところで、満足に話をする時間はないはずだ。せいぜいこのマスコットを届けるのが関の山だろう。


    　たったそれだけのために、どうして自分が走っているのかよくわからなかった。


    　改札を通過し、エスカレーターを駆け上がる。


    　何度か人の体や荷物にぶつかって転びそうになったが、どうにか踏み止とどまって先へ進む。


    　そして僕はホームへと出る。


    　瞬間、発車を告げるベルが鳴り響いた。


    　目の前に停車していた新幹線のドアが一斉に閉まった。


    　せめて窓の中に早さ希きの姿を見つけようとしたが、走り出した新幹線は無情にも加速していく。


    　あっという間に新幹線は走り去り、ホームは水を打ったように静かになった。


    　構内放送では最終電車が発ち、後続の電車がないことを繰り返していた。


    　見送りを終えた人々がポツポツとその場から立ち去っていく。


    　僕はしばらくその場に立ち尽くした。


    　それからふと予感めいたものに導かれ、足を前へと進めた。


    　数十メートルほど先の売店の横で、早希が足元に荷物を置いたままぼんやりと立ち尽くしていた。


    「早希？」


    　近づいていって声をかけると、彼女はゆっくりと僕のほうへ首を曲げた。


    「……平たい良らさん？」


    　早希は呆けたような目で僕を見た。


    「……駄だ目めでした。帰れませんでした」


    「間に合わなかったの？」


    　そう訊たずねると、早さ希きはブンブンと頭を振った。


    「……新幹線には乗ったんです。樹いつきさんと明石あかしさんの乗っている車両を見つけて、ちゃんと中に入ったんです。リクライニングも楽なように調節したし、自販機で買った飲み物も簡易テーブルのへこみに置きました。もうしっかり帰るつもりで出発の時間を待ってたんです。でも、でも……」


    「ギリギリになって降りてしまった？」


    「発車のアナウンスを聞いたのは覚えているんです。でも、ブザーが鳴った時、反射的に体が動いていたんです。気づいた時にはホームに降りていて、目の前でドアが閉まってしまったんです。もう、なにがなんだかわかりません。自分自身が正体不明ですよ」


    「きっとそれは君の正直な行動だったんだと思う。間違ったことじゃないよ」


    　早希は険しい表情になって言う。


    「断固として間違ってますって！　だってこの新幹線で帰るってちゃんと決めていたんですよ。いえ、決めていたというより、これでないと帰れないって重々承知していたんです。なのに、なのに……こんなのって」


    「二度と家に帰れなくなったわけでもないんだから、そこまで気にすることじゃないよ」


    「そういう問題じゃないんです！」


    　僕はいったん早希を落ち着かせようと、近くのベンチに彼女を連れていった。


    　僕が隣となりに座ると、早希は再び自分を責めるように言葉を続けた。


    「だってわたし、今朝心に決めたんです。もう二度と帰りを遅らせるようなことはしない。フェリーの二の舞は絶対にしない、って。しかも今朝ですよ、今朝。時間にするとほぼ十二時間前です。半日くらいしか経たっていないのに、いきなりそれを破ってるんですよ。最低じゃないですか」


    「時間は関係ないよ。長く我慢すれば偉いってことでもないだろう」


    「でも、短いのはもっとよくないです。それにわたしはほかにも決めたんです。平たい良らさんにはこれ以上迷惑をかけないって。自分にちゃんと言い聞かせて、納得させて、もう完璧にしていたつもりだったんですよ」


    「それがいけなかったんじゃないかな？」


    　早希は訝いぶかしげに僕を見つめてくる。


    「……どういうことですか？」


    「さっき改札で別れ際に言ってきたこと。あれは本当に君自身が望んでいたことなのかな。僕はそうじゃないと思ってる」


    「な、なに言ってんですか。あれはわたしがちゃんと冷静に考えた末の結論です。結果的にサナ姉ねえの言ってることと重なってしまったってだけなんですよ。それに平たい良らさんもそれで納得してくれてたじゃないですか」


    「ごめん。僕は納得してなかった」


    「噓うそをついてたってことですか？」


    「正確には、あの場では自分でも納得したものだと思い込んでた。もちろん僕にも考えはあったけど、最終的に君が望むようにしてあげたかったんだ。でも君と別れてからふとこれを見たら、急にもう一度君に会って話をしなきゃって思ったんだよ」


    　僕は手の中に握り締めていた『だんまりマンタ』を早さ希きに手渡した。


    「これって『のけものけもの』シリーズですよね。どこで買ったんですか？」


    「四よ畳じよう半はん島じまで君が隠れていた時、島民から買ったんだ。というか、親しん戚せきからってことだけど」


    「これを見てわたしを思い出したんですか？　確かにわたしはこのシリーズを集めてますけど、だからってこの顔と似てるって言われるのは心外ですよ」


    「いや、顔が似てるって言いたいわけじゃない。なんていうか、表情？　本当は言いたいことがあるはずなのに、無理して黙っているような感じがしたんだ」


    「わたし、我慢なんてしてませんよ。言いたいこともちゃんと言ってます」


    　違う、と僕は断言した。


    「今回、君はずっと我慢したままだよ。部屋に引きこもっている君を見つけた時、僕はもっとこっぴどく罵ののしられるものかと思ってた。口論にさえなるかと心配してたよ。でも君はとても物分かりがよかった。自分から謝ってきた。さっきも改札では面めん倒どうなことは全部忘れていいって言った。でもそんなの君の本心じゃない。だから君は思わず新幹線を降りて、ここに残った。本当に言いたいことを言うために。違うかな？」


    「……わ、わかったように言わないでください」


    「だって僕もそうだったからね。このマスコットを見て、気がついたら走っていた。間に合うかどうかもわからないのに。君と一緒だよ。結局、どんなに自分の気持ちを理屈で抑え込もうとしても、最後にはやっぱり無理なんだろうね」


    　僕は息を吸い込み、一度改札の前で遮さえぎられてしまった言葉を今一度試みる。


    「僕と、つきあってくれないかな」


    　早希はしばらく僕の目を見ながら黙り込んでいた。


    　それから急に表情を歪ゆがめたかと思うと、大粒の涙をボロボロと足元に落とし始めた。


    「……バカ。平良さんのバカ。そんなこと聞きたくなかったのに」


    　早希は手の甲で、それから手のひらで、それでも足りなくて両方の腕で涙を拭ぬぐった。


    「だってそんなこと言われても辛つらいだけだもん。これから平良さんは東京で大学生でしょ。わたしはまだ二年も地元で高校生やらなきゃいけないんだよ。その間、つきあってるのにほとんど会えないんでしょ。意味ないよ。それならいっそのことつきあってないことにしたほうが楽なのに。わたし、引きこもっている間にそのことに気づいたの。ううん、本当はずっと前からわかってた。だからあの坂道でのことは忘れてって頼んだのに。なのにあっさり言っちゃうなんて、酷ひどい。なんにもわかってない。やっぱり平たい良らさんはあたしのことなんにもわかってないよぉ」


    「そうだね。僕は君のことをなにもわかってない」


    　僕は早さ希きの頰ほおに手を伸ばし、こぼれる涙の一粒をすくう。


    「だからもっと君のことを知りたいんだ。……僕とつきあうの、いやかな？」


    「いやなわけないよ。知ってるくせに」


    「なら、つきあおうよ。つきあってほしいんだ」


    「でも……」


    　僕は正面から早希の瞳を覗のぞき込みながら言った。


    



    「つきあうことにこだわる必要はないって思ってる。でも、つきあわないことにこだわることもないはずなんだ」


    



    　早希はそこでピタリと涙を止めた。


    「……良りよう平へいさん」


    　早希は泣きはらした目で僕の顔をじっと見る。


    　それから彼女は体をこちらに預けるようにゆっくりと傾けてきた。


    　僕も少しだけ姿勢を傾け、首を曲げる。


    　それはたぶん返事の代わりだったのだろう。


    　僕らはごく自然に唇を重ねた。


    　数秒後、僕らはどちらからともなく体を離した。


    　フフッ、と早希は目を細めて微ほほ笑えんだ。


    　つられて僕も笑う。


    　思い返せば、早希の笑顔を見たのは昨日の坂道以来だった。


    



    　しばらくそのままベンチに並んで座っていたら、唐とう突とつに背後から声をかけられた。


    「お客様。失礼ですが、そろそろこちらのホームは閉鎖させていただきたいのですが……」


    　僕は自分たちがまだホームにいたことを思い出し、慌あわてて振り返った。


    「す、すいません。今出ま……」


    　そこにいたのは駅員ではなく、早さ苗なえ先輩だった。


    「まったく、いつまで経たっても戻ってこないから来ちゃったよー」


    「い、いつからそこにいたんですか？」


    　僕は思わず顔が赤くなりそうになった。


    　タイミングによっては、先ほどの場面を早さ苗なえ先輩に目撃されていた可能性もある。


    「さあてね。それは二人の想像にお任せするよー」


    　早苗先輩はニヤニヤしながらそう言うと、ベンチをぐるりと回り込んで早さ希きの正面に立った。


    「結局、帰らなかったんだね」


    「……うん」


    「終電なくなっちゃったねー」


    「…………うん」


    「でもなんだかすっきりした顔になってるね。今日のあんたは朝からこり固まっててつまんなそうな顔していたからなー。今のほうがずっといい顔してるよー」


    「……それは自分じゃわかんないよ」


    「少なくともあたしの何倍もいい顔してるぞー。自信を持ちな。あんたはかわいいんだからさー」


    　早苗先輩はポンポンと早希の頭を軽く手で叩たたいた。


    　早希は素直にコクンと頷うなずく。


    「ま、それはさておき、まずはここから出ないとねー」


    　早苗先輩はホームの出口に向かって飄ひよう々ひようと歩き出す。

  


  [image: ]


  
    　僕は早さ苗なえ先輩のあとを追いながら、ふと思いついて声をかけた。


    「先輩。今日は早さ希きさんを部屋に泊めてあげてくれませんか？」


    「断固、断る」


    「ダメなんですか？」


    　終電を逃したからには早希はどこかに泊まらなければならない。そのことを当然わかっているものと思っていた。


    「というかね、あたしはこれから行きたいところがあるんだよー」


    「え、どこですか？」


    「良りよう平へいくんのアパート。だからね、今日は三人でそこに泊まろう」


    「いや、でも荷物は明日届くんですよ。カギは持ってますけど、今は本当になにもないんですって。ガスも水道も開いてないはずなんですから」


    「そんなのあたしがどうにかしてあげるよー。それでも無理だったらあたしのアパートに来ればいいんだからさー」


    　早苗先輩は先陣を切るようにズンズンと前を歩いていく。


    　でも彼女なら本当にどうにかしてくれそうな気がする。


    「たぶん大丈夫ですよ。サナ姉ねえがそう言うならなんとかなるんです」


    　僕の横を歩いている早希が請け負う。


    「うん。それもそうだね」


    　僕らは三人で並んで歩き出した。

  


  
    



    　　　あとがき


    



    　お久しぶりです。仮か名めい堂どうアレでございます。


    　二巻ではあとがきがありませんでしたので、この場であいさつをさせていただくのは一巻以来、期間にして一年と一か月ぶりということになりますね。


    　ところで本作のタイトルは『コピーフェイスとカウンターガール』ですが、二巻以降のカバーに副題がついていることにはお気づきでしょうか？　二巻は『コピーフェスタ＆オンリーペース』で、三巻は『コピーフェイズ＆ラブリーケース』となっております。


    　フェイス、フェスタ、フェイズとやってきましたので、次はフェイク、フェルト、フェレット、フェンシング、フェアレディ、フェミニスト、フェチズム、フェニックス、フェーン現象、フェルマーの最終定理などなど、徐々に世界観を広げていこうと目もく論ろんでいましたが、途中からだんだんおかしな方向にいきそうだったため、大人しく三巻にて完結とさせていただくことになりました。まあ、実際には右のような企画はほとんど出していないんですけどね。


    　そういえば以前、友達Ａからこんなことを言われたことがあります。


    「どうしてそんなふうに意味のない噓うそをつくわけ？　おまえの人生ってハッタリだらけだな」


    　対して私は嬉き々きとしてこう答えました。


    「確かに俺はハッタリが多いよ。それも行き当たりバッタリのね」


    　白はく眼がん視しされたことは言うまでもありません。それ以降、友人Ａとの交友関係はパッタリと断たれてしまい……というのも噓です。友人Ａとの交友は未だに健在です。


    　それにしてもどうしてこんな人間になったのでしょう？


    　あ、寒い奴ってことでなくて、虚きよ言げん癖へき、でもなくて空くう想そう癖へきのある奴ってことですよ。あしからず。


    　ページ数に少し余裕がありますので、自分の子供の頃を振り返ってみたいと思います。


    　中学生の時、私は漫画家になりたいと思っていました。しかし人間の顔がいつも同じ角度からしか描けないため、高校受験に追われるうちにいつしかこの夢は忘れ去っていました。


    　小学生の頃の夢はゲームクリエイターでした。そしておそらく私の[image: ]作のルーツはここにあります。


    　今でもよく覚えているのは小学校三年生。当時ドラ○エにハマっていた私は、一緒に下校する友人Ｒに自分の考えたストーリーをＲＰＧに模して口頭で聞かせるということをやっていました。時おり選せん択たく肢しも出します。こんな感じです。


    「みぎにどうくつ、ひだりはまち。どっちにいく？」「どうくつ」「まずはまちでそうびをととのえたほうがいいよ」「じゃあまち」「Ｒはまちにはいった」


    　まあ、あってないような選択肢ですね。


    　今思うとそれはテーブルトークＲＰＧというものに似ています。しかしなにぶん徒歩で下校しているので道具が用意できないわけです。そもそもそういう遊びがあることすら知りませんでした。だからひたすら言葉で説明するわけです。言うなればエアテーブルトークＲＰＧ。


    　もちろんたかだか小学三年生の考えることですから大したストーリーではなかったのでしょう。それでもこの時期に私の想像力はかなり鍛きたえられたと思います。ついでに虚きよ言げん癖へきも。


    　そういえば一つだけこのエアテーブルトークＲＰＧで心が痛いたむことがあります。


    　ある日、聞き手の友人Ｒが自分もストーリーを考えてきたからやってくれと言ってきました。しかし当時の私はそれを五分も聞かずに一いつ蹴しゆうしました。


    「きみのかんがえたはなしよりも、ぼくのほうがぜったいにおもしろい。だからぼくのはなしだけきいて」


    　子供というのは恐おそろしいですね。アンファンテリブル。この場を借りて当時の友人Ｒに謝あやまりたいです。


    　いや、それよりは感謝の言葉を述べるべきですね。こんな自分中心な発言をしておきながらも、友人Ｒはそのあともずっと私の口頭ゲームにつきあってくれたのです。今、私が幸運にも小説家になれたのも彼のおかげかもしれません。


    



    　謝しや辞じに移らせていただきます。


    　担当のＧ様。作品の進むべき道を照らしていただき誠にありがとうございます。当初一巻で完結させるつもりだった本作がここまで来れたのも、Ｇ様の的確なご指導のおかげです。今後ともよろしくお願いいたします。


    　イラストレーターの博ひろ様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。絵に起こしてもらうことで、自分がそれまで気づかなかったキャラクターたちの内面が改めて見えてくることが何度もありました。


    　そのほか私の見えないところで本書の出版に協力していただいた皆様。ここまでおつきあいくださいました読者の皆様。本当にありがとうございます。


    　それではまた、いつかお会いできるその日まで。
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